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「本当に、本気で行っていいの？」

　茜あかね色に染まる道場に立ち、少女は目の前の男に何度も重ねた問いをする。

　不安の色の濃い声音こわねで。

　しかし白髪交じりの中年は快活かいかつに笑う。

「ははは。お前ごときが俺おれに手加減するなんて百年早い。いいから来い」

「でも父さん……最近ますます身体からだが……」

「だからこそ、完全に剣が握れなくなる前に、この奥義をお前に託たくしたいんだ」

　中年──少女の父がゆらりと、竹刀しないを正眼に構える。

「俺は伐刀者ブレイザーではないからな。剣でしかお前の力になれん。この奥義は、俺が剣客としての人生全すべてをかけて生み出したモノ。誰にも見せたことのないとっておきだ。この奥義は必ずお前の助けになる。──だから受け取ってくれ、絢瀬あやせ」

　まっすぐに少女を見つめる父の瞳ひとみは、茜色の夕日よりも暖かい光に満ちていた。

　そんな表情を見せられては、断れるはずもない。

　これほどまで深く愛されては、拒絶できるはずがない。

「ずるいよ……。父さん」

　だから少女は──


「…………っ」



　不安を押し殺し、己おのれの魂を『武装』として顕現けんげんさせた。

　夕焼けよりもなお赤く、血の色よりも鮮やかな、緋色ルビーの刀身を持つ刀。

　その刀を両手で絞るように強く握り、──少女は駆けた。目の前に立つ父に向かって。


　そして父が望んだように、その刃を振り下ろし────……






　──それは、もう過ぎ去った昔のことだ。




　今ではもう、全てが失われてしまった。

　何一つ、手元に残っていない。何一つ守れなかった。

　ただ在ありし日の情景だけが、今もまだまぶたの裏に焼き付いている。
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『さあそれでは！　これより本日の第七試合を開始しまーす！

　青ゲートから姿を見せたのは、選抜戦第一戦目で、昨年の七星剣武祭しちせいけんぶさい出場者であったＣランク騎士、桐原きりはら静矢しずや選手相手にまさかの勝利をあげた、一年Ｆランク──《落第騎士ワーストワン》黒鉄くろがね一輝いっき選手です！　ここまで八戦八勝無敗。しかも桐原選手との第一戦以降、すべての試合をかすり傷一つ負おわずに勝利しています。だがそんな飛ぶ鳥を落とす勢いの《落第騎士ワーストワン》に、《狩人かりうど》以来の強敵が本日立ちはだかる！

　それこそが赤ゲートより姿を見せる破軍はぐん学園生徒会役員の一人にして七星剣武祭代表有力候補！　二年Ｃランク──《速度中毒ランナーズハイ》兎丸とまる恋々れんれん選手！　戦績は黒鉄選手と同じ八戦八勝無敗！　しかししかーし去年の年末に発表された兎丸選手の校内序列は第三位！　つまり彼女はこの学校で三番目に強い学生騎士なのです！　兎丸選手が順位通りの強さを見せつけるか、それとも今日もまた《落第騎士ワーストワン》が『武術』は『異能』に勝てないという我々の常識を蹂躙じゅうりんするのか！　解説の柳田やなぎだ先生、どう思われますか!?』

『なげえわ寝てた』

『ありがとうございます！　さあ注目の一戦が今、……はじまりましたー！』

　試合開始のブザーが鳴り、それに呼応して観客席から熱狂が迸ほとばしる。

　その熱狂の注目する先は、リングに立つ二人の騎士。

　日本刀型の固有霊装デバイスを携たずさえ佇たたずむ黒髪の少年・黒鉄一輝。

　そしてナックルダスター型の固有霊装デバイスを装備したブルマ姿の少女・兎丸恋々だ。

　恋々は試合が始まっているというのに、その場で遊ぶようにステップを刻みながら人好きのする笑顔で一輝に話しかける。

「クロガネ君。《狩人》との試合は見させてもらったよ！　なかなかいい試合だった！」

　兎丸の笑顔は日に焼けた小麦色の肌と同じ、とても健康的で溌剌はつらつとしたものだ。

　彼女の笑顔に対して、一輝も口元に微笑ほほえみを宿して言葉を返す。

「それはどうも。第三位の兎丸さんに言ってもらえると嬉うれしいですよ」

「敬語は良いよ敬語は。アタシたち、同い年なんだからさー。でも不思議だよねぇ。あれだけ戦えるのにどうして留年なんかしちゃったん？」

「……あはは、まあそれは、色々事情があって」

「ふーん。ま、どんな事情があったかは知らないけど、残念だよ。クロガネ君みたいな強い人が同じ学年だったら楽しそうだからねー」

「強いというなら第四位の砕城さいじょうさんがいるじゃないか」

「アイツはダメダメ。馬鹿力ばかぢからだけでアタシに触れることすら出来ないんだから。ただの扇風機だね。……まあでも、それを言ったらクロガネ君もかな。《狩人》程度の敵に苦戦しているようじゃ、アタシには勝てない」

　そこで兎丸は溌剌とした笑顔を獰猛どうもうな笑みに変え、

「見せてあげる。第三位の戦いを──ッ！」

　瞬間、一輝の視界から忽然こつぜんとその姿を消した。

《狩人の森エリア・インビジブル》のようなステルス能力か。イヤ違う。

　音がする。リングを蹴りつける音。とてつもない速さで何かが風をかき回す音。

　目を向ければ、わずかな残像を視界に捉えることが出来る。

　そう。兎丸は消えたのではなく、消えたように見えるほど速く移動しているのだ。

　それこそが、兎丸恋々の伐刀絶技ノウブルアーツ──

『《マッハグリード》だぁ！　兎丸選手いきなり勝負をかけに来たぁぁああ！』

　その異能の正体は『速度の累積るいせき』。兎丸は自らの身体からだにかかる『減速』という概念を無視し、『停止』しない限り加速を累積することが出来る。

「下調べはしていたけど、これほどとはね」

「カメラで見るのと間近で見るのとじゃ全然ちがうっしょ？」

「ああ。とても追い切れない。……試合中に話しかけてきたのは、ステップで初速を稼ぐためかな？」

「大正解。この能力の弱点は初速だからね。だからステップを刻むことで初速を時速五百キロくらいまで稼いだんだ。だけど五百キロなんてまだまだ序の口。アタシの《マッハグリード》の本領は音速を超えてからなんだから！」

　言葉通り、リングを、そしてリングを囲む壁を駆け回る兎丸は、この世界に存在するあらゆる法則を、それを塗り替える異能の『理ことわり』によって無視し、際限なく加速を続ける。

　八百、九百、千、千百、──千二百キロ！

　兎丸の速度はついに音速を超え、超音速の領域へ達する。

　それはもはや人間の動体視力で捉えうる速度ではない。

「わかる？　アタシの能力は《狩人》みたいに消えるだけじゃない！　消える上に、捕まえることも出来ないんだ！　ただ消えるだけの力に手こずっていたクロガネ君じゃ、アタシには到底勝てないよ！」

「じゃあもし、兎丸さんを捕まえられたら、負けを認めてくれるかな？」

「はは……っ！　まあそれが出来たらね！　だけど出来ない！　出来るわけがない！　残念だけどクロガネ君の七星剣武祭はここまでさ！　さあ行くよ、超音速の一撃……ッ!!」

　一輝の超人的な動体視力を以もってしても、もはや残像すら追えなくなったとき──兎丸が勝負を決めるため[image: 拳]こぶしに力を込める。

　一輝の背後を取り、放つは重ねに重ねた最高速を打撃のエネルギーに転化する一撃……ッ！


「《ブラックバード》────ッッ!!」



　兎丸はソニックブームを巻き起こしながら一輝の背中に向かって突っ込み、超音速の[image: 拳]を打ち込む。

　その速度。実にマッハ二を超える。

　もはや目で捉えることも不可能な速度領域からの打撃はまさしく必中必殺。

　当然防ぐことはおろか、避けることも反応することも出来はしない。

　兎丸は自らの勝利を疑わなかった。だが、

「バカねあの人」

　すり鉢状の観客席の一角。

　そこに立つ小柄な銀髪の少女が、小馬鹿にするようなため息をつく。

　ビスクドールを思わせる可憐かれんな容姿の少女の名は黒鉄珠雫しずく。

　黒鉄一輝の妹であり、相手を溺れさせるという独特の戦い方から《深海の魔女ローレライ》の二つ名で呼ばれ始めたＢランク騎士だ。

「お兄様があの男に苦戦したのは、『姿が見えない』なんて理由じゃないのに」

　呟つぶやかれた言葉は当然、珠雫の眼下のリングにいる兎丸には届かない。

　届かないが、その意味を兎丸はすぐに理解した。

（え!?）

　兎丸は自らの視界にあり得ざるものを感じる。

　視線。糸のように細く伸びた刹那せつなの中で、兎丸は自らに視線が刺さるのを感じた。

　それは決して捉えることの出来ない超音速の自分を双眸そうぼうに納めた一輝の視線！

（う、うそ!?　反応された!?）

　次の瞬間、兎丸が繰り出した超音速の[image: 拳]の先から一輝の姿が消える。

　超音速の[image: 拳]が空を切り、二人の身体が交差する。

　そのすれ違いざまに一輝は兎丸のウインドブレーカーの襟首えりくびを摑つかみ、彼女の超音速の推進力を利用してその場で独楽こまのように身体を一回転させ──

　勢いそのまま、兎丸の身体を石板の地面に叩たたきつけた。

「か、っは」

　そして背中を殴打する衝撃に息を詰まらせる兎丸に黒い切っ先を突きつけ、

「僕の勝ち、だね」


「……………………」



　何が起きたのか。自分が何故なぜ捕まったのか。倒れた兎丸には理解できない。

　ただ、自らが敗北したことだけは悟った。

　兎丸の《マッハグリード》は一度停止すると累積速度がリセットされる。

　常に動き続けなければならない技なのだ。

　ここからもう一度、速度を積み直すなんて出来はしない。

　そんなことを、目の前の侍さむらいは許しはしない。

　だから、……兎丸はこくりと小さく頷うなずき、一輝の降伏勧告を受け入れた。

『き、決まったぁぁあ！　あっけなく決まってしまったぁああ！　学園序列第三位の《速度中毒ランナーズハイ》をもあっさりと下して黒鉄選手は土つかずの九連勝！　いよいよ史上初のＥランク以下での七星剣武祭代表抜擢ばってきが現実味を帯びてきました！』

『おいおいマジかよ！』

『あの兎丸さんが触れることも出来ないなんて……』

『なんなんだよあのＦランク！　何であんな化け物が留年なんかしてるんだ!?』

『か、かっこいい……』

「さすがは一輝ね。まったく危なげない試合だったわぁ」

　実況や観客の歓声の中、珠雫の側そばに立つ眉目秀麗びもくしゅうれいな長身の男、有栖院ありすいん凪なぎがリングから立ち去る一輝に拍手を送る。

「結局《一刀修羅いっとうしゅら》を使いすらしなかったし」

「当然の結果よアリス。お兄様が《狩人》に苦戦したのは見えるとか見えないとかじゃなく、完全ステルスに加えて、弓という長距離武装によって間合いを制されていたから。どれだけ速かろうと、見えなかろうと、お兄様の……超一流の剣客の間合いに土足で踏み込んで無事でいられる道理がないわ」

　一輝クラスになればもうクロスレンジは剣の結界だ。

　踏み入るものがいれば可視だろうが不可視だろうが、速かろうが遅かろうが、研ぎ澄まされた剣客の第六感が必ずその挙動を捉え、対応出来る。

　その読み違えが兎丸の敗因だった。

「お疲れイッキ」

　リングから引き上げる一輝の前方、青ゲートから鮮やかな赤髪の少女が姿を見せ、彼をねぎらう。

「少し右手が脱臼だっきゅう気味なくらいで、疲れるほど戦ってないけどね。ステラもがんばって」

「がんばるほどの相手でもないわ」

　いつも通りの自信に溢あふれる声で答え、一輝と入れ違いに少女がリングに入場する。


『さあ興奮さめやらぬなか、続いて本日の第八試合開始だ！　燃える炎のような髪を揺らしてリングに現れたのは破軍学園唯一のＡランク騎士！　《紅蓮ぐれんの皇女こうじょ》ステラ・ヴァーミリオン選手だぁああ！　ルームメイトの《落第騎士ワーストワン》と同じく、ヴァーミリオン選手もここまで八戦八勝無敗！　そのうえすべての勝利が相手の棄権負け！　無傷どころかまともに試合すらせず、威圧だけで勝ち抜いてきた驚異の超新星スーパールーキーだ！　だがしかぁぁし、今日の相手は鼻息バッファローーーー!!!!』



　赤ゲートから兎丸と入れ違いに現れたのは、裾すその長い制服を着た坊主頭の巨漢。


『学園序列第四位《城砕きデストロイヤー》の異名を持つ我が校の生徒会役員の一人、Ｃランク騎士・砕城雷いかずち選手だぁぁッ！　長ラン靡なびかせながら、悠々とヴァーミリオン選手の前に立つ！　そこに今まで彼女と対峙たいじした選手のような緊張や気負いは見られません！　ただただ倒すべき敵を鋭い眼光で睨にらみ付ける！　事前の破軍学園壁新聞部の取材に「日本男子に逃走はない」と断言した通り、彼はヴァーミリオン選手と戦う気満々！　いよいよ我々も《紅蓮の皇女》の戦いを生で見ることが出来そうだ！　そして今両選手が固有霊装デバイスを顕現けんげんして…………試合開始のブザーがなったぁぁあああ!!!!』



「うぉおぉぉおおぉぉおぉぉおおお!!!!」

『おぉぉっと！　開始早々砕城選手が自らの霊装である『斬馬刀ざんばとう』を頭の上で振り回す！　大質量が風を切る轟音ごうおんが実況席にまで届いてきそうな迫力だぁぁああ！』

「問おう。貴嬢きじょうは、其それがしの能力は知っておられるか？」

　頭上で斬馬刀を回転させながら、砕城はステラに問う。

「知らないわ。アタシはイッキと違って事前に対戦相手のことを調べたりしないもの」

「フッ。さすがは名高きＡランク。Ｃランク程度眼中になしか」

「別に油断しているつもりじゃないわ。結局のところ、この戦いも、そして七星剣武祭も、すべてはアタシたちが強い『魔導騎士まどうきし』となるための訓練のようなものでしょ。テロリストの伐刀者ブレイザーと相対したとき、敵の能力がわかってるなんてこと、ほぼあり得ない。だから、相手がどんな能力を持っていようと戦えるようにならないと駄目なのよ」

「その感覚を養うために下調べをしないと。うむさすがと言うほかあるまい。一年にしてなんと貴き志こころざしよ。されど──此度こたびばかりはその気高さは仇あだぞ！」

　ブンッ！　と風を鳴らして砕城は頭上で回転させていた斬馬刀をステラに向けて構える。

　そのステラの金色の大剣《妃竜の罪剣レーヴァテイン》をも凌しのぐ巨大さと無骨を有する刀身からは、魔力の気配が滲にじんでいる。

　そこにはすでに、超常の理が働いているからだ。

「其の能力は『斬撃ざんげき重量の累積加算』！　振り回せば振り回すほどに重くなる！　限界重量ざっと十トン！　其の能力を知らずに限界までチャージさせてしまったは貴嬢の落ち度だ！」

　吠ほえるように告げて、砕城は斬馬刀をステラに打ち下ろす。


「《クレッシェンドアックス》────ッッ!!」



　斬撃重量の累積。砕城の言葉に噓うそはない。今振り下ろされているのは、一撃で地を割るほどの超重量を宿した斬撃だ。しかし──

「だけどどんなにアンタの斬撃が重かろうが、当たらなければいいだけのことよね」

　そう。彼が第三位の兎丸恋々に劣る理由がそこだ。

《クレッシェンドアックス》は確かにこと一撃の攻撃力だけならば、最強クラスの能力。

　しかし、速度は斬馬刀という武装の性質上、決して速くない。

　兎丸のようなスピードファイターにとっては実にあしらいやすい敵。

　そしてステラもまた、兎丸ほどではないにしろ十分な速度を持つ騎士だ。

　この程度の斬撃。目をつむっていても躱かわせる。

「だけど、あえて受けるわッッ！」

「な、にいぃッ!?」

　ガキィン！　と、振り下ろした《クレッシェンドアックス》がステラの《妃竜の罪剣レーヴァテイン》によって受けられた。

　いや、それどころじゃない。

　受けるだけでなく、ステラは砕城の斬馬刀を力任せに押し返し、はじき上げた。

「ば、ばかなァ!?」

　自分が力負けした。その事実に砕城は目を剝むき驚愕きょうがくする。

　そう。砕城は知らない。

　ステラがただ一度この学校で戦った黒鉄一輝との模擬戦の際、その場にいなかったから。

　生徒が撮影し、動画サイトに投稿した手ぶれの入った不鮮明な画像でしかその戦いを見ていなかったから、知らなかった。

　──ステラが、一刀で大地を震撼しんかんさせるほどの重撃の使い手であることを！

「覚えておくと良いわセンパイ」

　斬馬刀を打ち上げられ、無防備に伸びきった砕城の上体にステラは手を伸ばし、制服の片襟かたえりを摑む。そして、唇に薄く残酷な笑みをのせ、

「力も、異能も、小細工も、すべてを真正面からねじ伏せる。それが出来るからこそ、アタシは最高Ａランクなのよ」

　瞬間、砕城の片襟を摑んだ手から爆炎が迸った。

　襟がちぎれ、砕城の身体が十メートルほど宙を舞い、リングに落下する。

　煤すすだらけになった砕城はぴくりとも動かない。

　超至近距離からの爆発に、砕城の意識は砕け散っていた。

「試合終了！　勝者、ステラ・ヴァーミリオン！」

　すぐにその事実を確認したレフェリーのジャッジが入り、この戦いの勝者が確定した。

『ま、またまた圧勝ぉぉぉおお!!　砕城選手、勇猛果敢ゆうもうかかんに《紅蓮の皇女》に戦いを挑むもまるで相手にならず！　これが世界レベル！　これが最高ランク！　強い、強すぎる！　今年の一年生は強すぎる!!　彼女なら、彼女たちなら！　長らく七星の栄光から遠ざかっていた破軍学園に、七星剣王の栄冠をもたらしてくれるかもしれませんッ！』

　興奮する実況と観客の歓声を浴びながら、ステラは悠々ゆうゆうとリングを去る。

　七星剣武祭代表選抜戦がはじまってから約一カ月。

　季節は新緑瑞々みずみずしい初夏にさしかかった頃ころ。

《落第騎士ワーストワン》黒鉄一輝。

《紅蓮ぐれんの皇女こうじょ》ステラ・ヴァーミリオン。

《深海の魔女ローレライ》黒鉄珠雫。

　怒濤どとうの九連勝を重ねた三人の一年生の勇名ゆうめいは全校生徒に知れ渡っていた。





◆






「おめでとうございます。お兄様♡」

　一輝が試合のあった第五訓練場の出口から出てくると、腰に軽い衝撃がぶつかる。

　視線を落とせば翠みどり色の瞳ひとみいっぱいに自分の姿を映した珠雫がいた。その後ろには有栖院も控えている。

「ありがとう珠雫。でもこんな人の多いところで抱きつくのはやめてくれ。恥ずかしいから」

「はいっ。恥ずかしがっているお兄様もとても可愛かわいいです」

「アリス。なんか最近妹と会話が通じないんだけど、やっぱり四年間のコミュニケーション不足が原因なのかな」

「ふふ、切っ掛けはそれみたいよ」

「あーーー！　シズクまたイッキに抱きついてるっ！」

　ふと、珠雫にじゃれつかれて困っている一輝の背後から怒声が飛んでくる。

　それは一輝のあとに続いて訓練場から出てきたステラのモノだ。

　その姿を見て、珠雫は一輝に向けていた天使のような笑顔を、苦虫を嚙かみつぶしたようなしかめっ面つらに変える。

「何ですか騒々しい。いい年なんですから子供みたいにところ構わず叫ばないでください」

「シズクがイッキにヘンなことしてるからでしょ！」

「ヘンなこと？　わかりませんね。私は見ての通り、仲良くしているだけですよ？　ねえお兄様。私たち、仲良し兄妹ですものね？」

「う、うん。でもこの距離はちょっと近すぎて恥ずかしいから、離れて欲しいな」

「ほら。お兄様も『うん』って言ってます」

　ひどい検閲けんえつを見た。

「その後に言葉が続いてたでしょう！　なに都合のいいところだけ抜粋してるのよ！」

「さあ。なんのことだかわかりかねますね。大体考えてもみてくださいステラさん。私は確かにお兄様にひっついていますが、それほど力を込めているわけではありません。というか、私程度が全力でひっついたところでお兄様なら簡単に力尽ずくで引きはがせるはず。そう、本当にお兄様がいやがっているのならそうしているはずなのです。……でもお兄様はこんなに兄を慕っている妹を力尽くで振りほどいたりしませんよね？」
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　ね？　と尋ねる妹の翠眼すいがんはうるうると潤うるみを帯びて、捨てられた子犬のようだ。

　……こんな可愛いものを乱暴に振りほどけるわけがない。

「う、うん……。そんなことしない、よ」


（イッキぃぃ～～～～っ！）



（あんな目でみつめられたら無理だって！　僕は悪くない！）

「わかりましたか？　これは愛し合う兄妹の、合意の上でのスキンシップなんです。だから無関係のステラさんは口を挟まないでください」

「む、無関係じゃないもん！」

「へえ。じゃあどう関係があるっていうんですか？」


「そ、それは…………」



「どうせまたお兄様の下僕げぼくだからー、とか言い出すんでしょう。でもお兄様の下僕ならば、主あるじの妹である私の行動にあれこれ口を出すのは筋違いですよね。貴女あなたの国の人たちも、貴女のご両親に仕つかえているのであって、貴女に仕えているわけではないけど、礼を尽くしてくれるでしょう？　それともヴァーミリオンの皇族は自分の都合のいい解釈しかしない二枚舌なのかしら」


「ちが、ぐっ、うぅ…………」



　珠雫の猛攻に何かを言いたそうにしながらも言葉を詰まらせるステラ。

　何を言いたいのか。一輝にはそれがわかる。

　そう、二人の関係は一カ月前のあの夜に変わったのだ。

　ただのルームメイトから、掛け替えのない恋人に。

　だが、ステラは小国といえど一国の姫。そんな話、おいそれと公表できる立場にない。

　それは一輝ももちろん承知しているので、このことはしばらく二人だけの秘密にしようと確認し合ったのだ。

　自分の恋人がたとえ妹とはいえ、明らかに兄妹の間柄を超えた思いを寄せている女にひっつかれて、平然としていられる女性はまずいない。ステラももちろんそんなのはイヤだった。

　でも言い出せない。だから悔しそうに黙り込むしかなかった。

　そんなステラを珠雫は少しつまらなそうに一瞥いちべつし、

「いくじなし」

「え？　珠雫？」

「なんでもありません。さあ行きましょうお兄様」

「うー」

　珠雫に引きずられる一輝にステラは恨みがましい視線を送る。

「うぅーー！」

　なんだか目尻めじりにはちょろっと涙がたまっていて、少し可愛い。

「ぐるるるっ！」

（うなり声!?）

「あ、あのさ珠雫。やっぱりこの年で妹と腕組みしながら校内を歩くのは恥ずかしいよ」

　身の危険を感じて、一輝はやんわりと珠雫を振りほどきにかかる。

　珠雫は僅わずかに不満そうな表情を見せるも、すぐに腕を放した。

「……わかりました。……お兄様に嫌われるのはイヤですからね」

「僕が珠雫を嫌うなんてあり得ないよ」

　そこはしっかり否定しておく。こんな兄思いの優しい妹を嫌いになれるわけがない。

　それこそ、何があっても、だ。

　断言する言葉に珠雫は少しくすぐったそうに微笑む。

「ありがとうございます。でもお兄様──」

　と、一度言葉を切ると一輝以外には聞こえないような小さな声で、珠雫は呟いた。

「あんまり優しくしすぎると一歩も前に進めませんよ」

　どうにもこの出来の良い妹には色々ばれている気がする。

（……一歩も前に進めない、か）

　確かにその通りなのだ。

　一輝とステラが恋人になって一カ月。

　二人の関係はまったく進展していなかった。

　いやむしろ、後退したとすら言えるかもしれない。

　恋人という言い訳の利かない関係になったことで、一輝は必要以上にステラに気を使うようになってしまったのだ。

　もっと近しい関係になりたい。

　もっとステラに触れたい。

　次のステップに進みたいという欲求はある。

　だが、いつ切り出していいのかわからない。

　こういうのはどういう状況で言い出せばいいのだろうか。

　二人で話し合いの席を設もうけ、膝ひざをつき合わせて真剣に語らうべきなのか。

　それとも何気ない会話の中で言ってしまっていいのだろうか。

（わからない）

　異性との交際経験のない一輝にはそのあたりのタイミングの取り方がさっぱり読めなかった。

　──そして、救いのないことに異性との交際経験がないのはステラも同じだ。

　言うなれば二人は大海原おおうなばらに羅針盤らしんばんを持たずに漕こぎだしたようなもの。

　当然のように遭難である。

（……珠雫の言うように、もっと男のほうから積極的に行くべきなのかなぁ）

　でも、それが元でステラに嫌われるのは、……怖い。

　だからどうにも強くは出れない。

　結果として一輝はこの一カ月、一度もステラの身体に触っていない。


（…………はぁ。キスくらい、そろそろしたいよなぁ）



　なんだか付き合う前より遠くなってしまったように思える距離が、とても寂さびしかった。





◆






『あ、おいアレ見ろよ』

『《紅蓮の皇女》だ。《深海の魔女ローレライ》と《落第騎士ワーストワン》もいるぞ』

『やっぱ雰囲気あるよなぁ……あの三人』

『なに違いのわかる男みたいなこと言ってんだよ。女の二人はともかく《落第騎士ワーストワン》なんて、ちょっと運が良いだけのＦランクじゃねえか』

『何お前、まだそんなこと言ってるの？』

『それより聞いたか？　ヴァーミリオンと黒鉄兄のほう、今日の試合で学園序列三位と四位の生徒会役員相手に楽勝だったってよ』

『マジで？　じゃあもう上には第二位の《紅の淑女シャルラッハフラウ》と第一位の生徒会長しかいないじゃん！』

『まあ破軍ウチはその二人が飛び抜けて強いんだけど、ここまできたらよっぽどくじ運が悪くない限りアイツらの代表入りは確実だろ。妹の《深海の魔女ローレライ》のほうも今のところ土つかずの九連勝だしな』

『今年の一年はホント層が厚いよ。《深海の魔女ローレライ》の隣にいるあの背の高い一年。アイツもすごいんだろ？』

『ちょっとアイツなんて言わないでよ！　ナギ様には《黒い荊ブラックソニア》っていうカァァッコイイ二つ名があるんだから！』

『そーよそーよ！　アタシたちのナギ様をアイツ呼ばわりなんて信じらんない！』

『お、おう……なんかすまん』

『一年だけでもこれだけ有望な弾が揃そろってるんだ。……もしかしたら今年こそは破軍ウチが勝てるかもしれねえなぁ』

　第五訓練場から本校舎にまで続く石畳の道を歩いていると、様々な方向から視線を感じる。

　代表選抜戦もすでに開始から一カ月。有力選手は絞られてくる。

　そのなかでも無敗を維持し続ける四人が注目されるのは当然の成り行きだった。

　とりわけ多くの注目を集めているのは一輝だ。

《狩人》の試合を始まりとした《落第騎士ワーストワン》の怒濤の快進撃は、破軍学園の生徒たちに大きな衝撃をもたらした。どう評価してもＦランクにしかなれない劣等生の前に、異能で優れているはずの騎士たちが次々と倒されていく。その光景は最初生徒たちにとってあまりに非現実的すぎて受け入れがたかったが、それが九度も続けばもう彼らも目の前の現実を否定する言葉をもてない。もはや一輝が一カ月前に呼ばれていたような『詐欺師さぎし』であると思っている人間は、一部のひがみ屋くらいなものだ。

　今では殆ほとんどの騎士たちが、この異端の劣等生の強さを戸惑いながらも認めているし、むしろ彼がどこまで上り詰めることが出来るのかに注目している。

　その様さまを見て、ステラが嬉しそうに鼻を鳴らす。

「ふふんっ。他ほかの鈍い連中もさすがにもうイッキの強さに気づいたみたいね」

「当然です。私のお兄様は世界で一番素敵すてきな男性なんですから。むしろ遅すぎるくらいです。でもこの一カ月で色々と変わりましたよね。昼休みのレクチャーにも、今ではいろんな人たちが集まるようになりましたし」

「確かに、三年生の先輩が来たときはびっくりしたね」

　珠雫の言う昼休みのレクチャーとは、一輝がクラスメイトにせがまれて始めた武芸教室だ。

　そこで一輝は剣術はもちろん、小太刀こだち術や槍そう術、果ては弓きゅう術まで武芸全般の面倒をみている。

　あらゆる敵の動きを『見切る』ために武芸百般に通じている一輝だからこそ出来る授業だ。（ただ一輝自身が剣術以外は専門外だと弁わきまえていることと、生徒たちのスキルが『技』を教えるレベルに達していないこととが合わさり、あくまでも各種武芸の流派全般に共通する基礎的なことしか教えていないが）

　その授業の生徒も最初はクラスメイト数人だったが、一輝の活躍以来、破軍の生徒たちの間で武芸の価値を見直す風潮が生まれており、今ではクラスどころか学年の垣根を越えて生徒が集まるようになった。

　これも、一カ月前には考えられない、大きな変化と言えるだろう。

「でもここ最近の一番大きな変化っていうと……やっぱりあれかな」

　その変化が起こって、もう一週間になる。

　正直、放ほうっておけば解決するかとも期待していたが、その異変はいまだに終息する動きを見せない。いい加減無視し続けるのも無理があるだろう。

「お兄様、アレ、とはなんですか？」

「うん。実は僕、なんかストーカーされてるみたいなんだ」

「「はぁあッッ!?!?」」

　一輝の告白にステラと珠雫の二人が素すっ頓狂とんきょうな声を上げて驚いた。

「す、すす、ストーカーってアレよね!?　一日中その人の後をつけ回したり、勝手に部屋に入ってきたり、手紙にヒゲ剃そり入れて送りつけたりする、あのストーカーよね!?」

「ステラさん。カミソリの刃です。ヒゲ剃りのまま入れてどうするんですか」

「身だしなみに気をつかえってことかしら。親切なストーカーねぇ」

「ううううるさいわね！　ちょっと分解し忘れただけでしょ！　ていうか今そんなことどうでもいいし！」

「そうですね。お兄様、詳しく聞かせてもらってよろしいでしょうか？」

「最初に視線に気づいたのは一週間前かな。それからずーっと背中に同じ視線が張り付いてるのを感じてる。アリスはその様子だと気づいてたんだね」

「ええ。でも一輝も気づいたうえで無視してたみたいだから、触れない方向なのかなーっと思って黙ってたのよ」

「僕も最初は放っておいたら解決すると思ってたけど、全然視線が剝がれる気配がないからね」

「何か恨まれるようなことした覚えは？」

「うーん。覚えがないなぁ」

　有栖院に問われ、記憶を探るもいまいち思いつかない。

　それに視線そのものも、そんな殺気だったものではないので、怨恨えんこんの線はないように思う。

「……じゃあもしかして、イッキのことが好き、とか？」

「あー、ありえるわねぇ。それ。ストーカーって恨みよりも好意が原因になっていることのほうが多い気がするし」

「お兄様は今注目の騎士。特に女性からの人気が高いと聞きます。遠目に応援しているウチに、目があったとかで、自分に気があると思い込んだり、お兄様にファンとして話しかけて言葉を返してくれたことで勘違いしたり、など……充分あり得る話かと」

「一輝って女の子のあしらい方へたくそだものねぇ」

「そうね。握手とか求められたらハイハイ応じちゃって。なすがままって感じだもの」

　ジロッ、と咎とがめるような視線をステラに向けられ、一輝は苦笑いする。

　三人の言うとおり、一輝は物腰の柔らかさや顔立ちから女性にそこそこ人気がある。

　最近ではわざわざ試合の応援に来てくれる生徒もいるくらいだ。

　だが、一輝は彼女たちのあしらい方があまりうまくない。珠雫のように自分の容姿に引かれて群がってきたファンを容赦なく蹴散らすくらいの思い切りも無ければ、有栖院のようにきっちりファンサービスをこなしながらも、一線を引くテクニックもない。

　自分を応援してくれている手前無下むげにも出来ず、話しかけられれば立ち止まって相手をし、握手を求められれば応こたえてしまう。彼女たちの相手を際限なくしているうちに、授業に遅れそうになることも少なくない。

　そういう一輝の行動が相手に勘違いをさせたのではないか。

　ステラたちはそう睨んだ。しかし……一輝はそれもないんじゃないかと思う。

　なぜなら背中に感じる視線からは、『殺気』はもちろん『好意』も含めた、およそ温度のある感情を感じないからだ。

　どちらかといえば、カメラで撮影されているような気持ちだ。

「しかし、アイドル気分ではしゃいでるならともかく、分不相応ぶんふそうおうにも私のお兄様に手を出そうというのなら、見過ごすわけには行きません。これはもう拷問ごうもんですね」

「羽根箒はねぼうきなんて取り出してどうするつもりなのよ。シズク」

「決まっています。捕まえてくすぐりの刑です」

「……アンタらしくない可愛らしい刑罰ね」

「くすぐるのは眼球ですけどね」

「「「怖ッ」」」

「……まああれこれ予想を立てたところで答えなんてわからないんだ。どういうつもりなのかは、直接本人に聞くことにするよ」

　言って、一輝は踵きびすを返し自分たちが通ってきた石畳の道を振り返る。

「イッキ、もしかして今も……？」

「うん。朝のジョギングからずっとね」

　一週間前からずっと一輝の背中に張り付いていた、観察するような視線。

　その視線は、……石畳の道の端にある茂みの中から向けられていた。

　一輝は一度深く息を吸い込み、

「ねえそこで隠れてる人。ずっと僕をつけてるみたいだけど、何か用かな？」

　意識して少し大きい声を茂みの中にいる追跡者にぶつける。すると、




「ひゃわわあぅ!!!?」




　びょーん！　と茂みから追跡者が弾はじかれたように飛び出してきた。

　敵意は感じないといってもやはり人をつけ回すのは普通じゃない。はてさて突つついた藪やぶからどんなヘビが出てくるモノかと一輝は身構えていたのだが、追跡者の正体は──驚いたことに清楚せいそな黒髪の真面目まじめそうな美少女だった。その両手には葉っぱのついた木の枝が握られている。ベタだ。

「あ、あうあぅ！　ちが、これは違うんだっ！　ぼ、ボクは、ぅぅう、うわ～～!!!!」

　自分の追跡がばれていないと思っていたのだろう。

　突然居場所を言い当てられたことに女生徒は目を回して動揺。

　すぐさま踵を返して一輝たちから逃げ出した。

　だが茂みの裏手には小さな池があり──


「きゃああああああ～～～～～～!?　ぎゃふ!?」



　ざっぱーん、と慌てていた女生徒は池を囲む石に蹴躓けつまずき、頭から突っ込んだ。

　その瞬間、『ゴンッ』と生理的嫌悪感を覚える危ない音が響き……


「……………………」



　物言わなくなった女生徒が一輝たちに背中を向けたままぷかぷか浮き上がってきた。

　そして……浮き上がったままぴくりとも動かない。

「ちょ、だ、大丈夫……って絵面が明らかに大丈夫じゃないね、わかった！　アリスちょっとこの人運ぶの手伝って！」

「あらあらたいへんっ」

　一輝と有栖院が駆け寄る中、

「あ、あんな綺麗きれいな人が……イッキのストーカー!?」

「これはこの羽根箒を使うタイミングが思ったより早く来そうですね」

　女子二人はこの出会いに女の勘がならす警鐘けいしょうを聞いていた。
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　そこは狭く薄暗い個室だった。

　明かりは机に置かれた小さな電気スタンドが一つ。







[image: ]







　そして個室には椅子いすに座らされた少女と、彼女を囲むように四人の屈強くっきょうな中年が立っている。

　男たちはいずれもが眉間みけんに皺しわを刻んだ険しい表情で、怒鳴り声を上げながら少女を詰問する。

『正直に言え！　貴様は被害者・黒鉄一輝氏をストーカーしていた！　そうだな!?』

『現行犯逮捕なんだ！　まさかしていませんなんて言うわけないよな!?』

　問い詰める声。顔に向けられる眩まぶしすぎる電気スタンドの光。

　そのいずれもに気圧けおされながらも、少女は必死に言葉を作る。

『ち、ちがう！　あれはストーカーしていたわけじゃなくて……っ』

『言い訳を言うなぁああ！』

『ひっ』

『お前が一週間彼をつけ回していたことはもう明白なんだ！』

『だというのにまだシラを切るか貴様ぁぁあ！』

『ええい、とにかく拷問だ！　拷問にかけろ！』


『や、やめて～～～～～～っ！』







「────はっ!?」



　少女はそこで悪夢の世界から目を覚ました。

　視界には清潔感のある白い天井。

　鼻腔びこうをくすぐる薬品の匂においから、ここが医務室なのだとわかる。

　どうやら自分は医務室のベッドに寝かされているらしい。

　その事実に、少女は安堵あんどする。よかった。さっきのはただの夢──

「蝋燭ろうそく責め。鞭むち打ち。爪剝がし。駿河問するがどい。石抱き……」

　ぐるりと首を回すと、耳元でブツブツと呪詛じゅそを呟く銀髪の少女がいた。

「火あぶり。水責め。釘くぎ付け。市中引き回し。三角木馬。──あ、起きましたか」

「今ブツブツ呟いてた言葉は……」

「さあ、悪い夢でも見たんじゃないですか。お兄様、さっきの人が目を覚ましましたよ」

　銀髪の少女──珠雫がベッドを仕切るコントラクトカーテンの外側に向かって告げる。

　その声に呼ばれ、一輝とステラ、そして有栖院がカーテンの中に入ってきた。

「あら。もう目が覚めたのね。大きなコブだったから心配したけど、さすが珠雫の治癒術ねー」

「試合の怪我じゃないと再生槽カプセルは使えないからね。珠雫がいてくれてよかったよ。さて、どうだろう？　まだ痛みはあるかな？」

　現れた面々を見て少女は状況を完全に把握した。

　自分はあの池で頭を打ち気絶し、彼らに医務室まで運んで治療してもらったのだと。

「い、いや、それはもう……ぜんぜん大丈夫。手当してくれて、ありがとう」

　少女はベッドから身を起こすと、ぺこりと一輝たちにお辞儀して謝意を伝えてきた。

　ずいぶんと丁寧なストーカーだ。

　だが、何故か視線だけは合わせようとせず、瞳は明後日あさっての方向を向いている。

「まあケガに関しては僕が驚かせてしまったこともあるからね。大事に至らなくてよかった。でも……なんで目を逸そらしてるの？」

「き、気にしないでっ。す、すごく個人的な理由だから」

　答える少女の声には焦りの色がある。

　先ほどから目線だけでなく身体ももぞもぞと居心地悪そうにゆすって落ち着きがない。

　やはり、なにか後ろめたい理由で自分をつけていたから、顔を合わせづらいのだろうか。

　まあそのあたりはおいおい聞いていけばいいだろう。まずは、

「身体が何ともないなら色々聞きたいことがあるんだけど、……とりあえず、名前を教えてもらっていいかな？」

「ぼ、ボクは、綾辻あやつじ絢瀬あやせ。学年は三年生だよ」

（先輩か。少し意外だ）

　出会った途端にあんなドジをしたからだろうか。

　それともなんかおどおどと落ち着きがないからだろうか。

　年上というイメージがなかった。

　しかし年上というからにはさすがにため口を言うわけにはいかない。

　一輝は口調を敬語に直して、とりあえず、今一番気になっていることを尋ねた。

「じゃあ綾辻先輩。さっきの質問の繰り返しになるんですが、先輩はどうして僕の後を──、って……あの先輩」

「な、なに？」

「もう視線だけじゃなくて首ごとそっぽ向いてるんですけど……、ほんとどうしたんですか？」

　絢瀬はいつの間にか視線だけじゃなく顔ごと後ろの壁に向けていた。

　首が限界までひねられてるのがうなじのハリでわかる。

「き、気にしないでっ。なんでもないから」

「いや気になりますって!?　目の前で話してる人間にこんなに目線逸らされたの生まれて初めてですよ!?　なんですか、そこの壁になんかいるんですか？」

　絢瀬のあまりの挙動不審さに耐えかねて突っ込むと、絢瀬は……

「だ、だって……。恥ずかしい……から」

　蚊かのなくような声で、そんなことを言った。

「……は？」

「し、しらない男の子と、目と目をあわせて会話するなんて……恥ずかしいよ」

　見れば、絢瀬の顔は耳まで火が出そうなくらい真まっ赤かになっていた。

「黒鉄くんは、なんでそんな会ったばかりの異性の目を見て会話できるの？」

「え……、なんで、と言われても、話すときに相手の顔を見るのは普通だと思うんですけど」

「ふ、普通……、そうなんだ。すごいや……。ボクにはむりだよ。失礼だとはわかっていても、そんな見つめられたら恥ずかしくて前を向いていられない……」

　こんなことで感心される日が来るとは思わなかった。

　だが確かに、絢瀬の視線は何度も窺うかがうようにチラチラと一輝に向けられているが、一輝と視線が合うとすぐに瞳が逃げてしまう。本人も一輝の顔を見ようと努力しているが、恥ずかしさが勝ってそれが出来ないでいるらしい。

　その仕草は演技とは思えない。どうやら絢瀬はずいぶんとシャイな先輩のようだ。

（……参ったな。出来れば顔を見て話したいんだけど）

　そうでないと、噓を言われても見破るのが難しい。

　一輝がどうするべきか悩んでいると、

「なら、女のアタシたちならいいでしょう」

　ずいっ、と絢瀬が視線を逸らせた先にステラと珠雫が仁王立ちし、怪訝けげんな顔で彼女を詰問きつもんした。

「聞かせてもらおうかしら。センパイはどうしてイッキをつけ回していたの？　何の目的？」

「それは……その」

「女が男をつけ回すのも、男が女をつけ回すのも、理由なんて決まって一つです。お兄様をイヤらしい欲望に滾たぎった視線で見つめていたに決まっています」

「そうなの!?」

「そ、それは違う！　本当だ！」

　やはり絢瀬が自分をつけていた理由は『怨恨』でも『恋愛』でもないらしい。

　しかし、だとすれば一体どうして自分のような留年生を……

（……ん？）

　そこで一輝は、ステラと珠雫の二人に弁解しながらパタパタと振られる絢瀬の手のひらにあるものを見つけた。

　何千何万回と竹刀しないを振った果てに刻まれたであろう竹刀だこだ。

　それを目にして、一輝の脳裏に一つの閃ひらめきが走る。


（……この竹刀だこ…………それに『綾辻』って、まさか）



「あの綾辻先輩。もしかして先輩って『綾辻海斗かいと』さんの縁者だったりするんですか？」

　尋ねると、絢瀬は驚きに目を見開き一輝の方に顔を向けた。

「た、たしかに綾辻海斗はボクの父さんだけど……ど、どうしてわかるの？」

「先輩の手の竹刀だこです。それは剣術家の手だ。それに僕とステラのジョギングについてこれるなんて、相当身体を鍛えていないと出来ない。……そして先輩の名字が『綾辻』だったので、もしかしたら……と思いまして。でもまさかお子さんがいて、しかも同じ学校の先輩だなんてびっくりですよ」

　興奮したように弾む一輝の声にステラは何をそんなに喜ぶんだろう、と首をかしげ、有栖院に尋ねる。

「ねえアリス、アヤツジカイトって誰だれ？」

「さあ？　あたしは知らないわ」

「《最後の侍ラストサムライ》と呼ばれていた非伐刀者ブレイザーの剣士ですよ」

　有栖院にかわって珠雫がステラの質問に答える。

「伐刀者ブレイザーは武芸に興味のない人が多いですから、アリスが知らないのも無理はないわ。でも、剣術を少しでもかじった人間に『綾辻海斗』の名を知らない者はいません。それほどの達人です」

『天龍御前試合てんりゅうごぜんじあい』『東西統一戦』『武蔵むさし杯』『十段戦』──

　かつて剣の世界の名だたるすべての大会で優勝し、その栄光を欲しいままにした稀代きだいの天才剣士。全盛期には非能力者でありながら、数多あまたの能力犯罪者鎮圧に尽力じんりょくした記録もある。

「普通、魔力に守られた伐刀者ブレイザー相手には[image: 拳]銃けんじゅうの弾ですら軽い打撲程度の傷しか与えられません。でも彼の太刀たちはそんなハンデをものともしなかったとか。おそらく、この世界で一番伐刀者ブレイザーでなかったことを悔やまれている人間でしょうね。……もっとも非伐刀者であるのに強すぎたことは《魔導騎士》たちの不興を買って、その勇名が騎士の世界に轟とどろくことはなかったようですけど」

「でもシズクは知ってるのね」

「黒鉄家は多くの《魔導騎士》と違い、武道の有用性をちゃんと認識していますから」

　最愛の兄を追いやった黒鉄家に嫌気が差して、珠雫はだいぶ前に黒鉄家が行う武道の授業を受けなくなっていたが、それでも《最後の侍ラストサムライ》の勇名は記憶に残っている。

　ならば彼女以上に直向ひたむきに、剣の道を歩んできた一輝がその偉大な先達の名を知らないわけがなかった。

「僕も子供の頃はよく海斗さんの試合の映像を見て剣の勉強をしましたよ。中学の頃、道場に直接試合を申し込みにいったこともあります」

「え？　そうなの……」

「断られちゃいましたけどね。そういう野良のら試合はやっていないって。だけど嬉しいなぁ。あの海斗さんの娘さんにあえるなんて。今、海斗さんはお元気ですか？　最近あまり名前を聞かなくなったんで、どうしてるのかなーって思ってたんですけど」

　興奮に弾んだ声で尋ねる一輝。だがその質問に、絢瀬は表情を曇らせる。

「……実は、試合中の事故で……今は入院しているんだ」


「え…………！　……す、すいません。ヘンなこときいちゃって」



「そ、そんな、全然気にしてないよっ。……黒鉄くんみたいなすごい人が、父さんをそんなに慕ってくれていたなんてむしろ嬉しいし、それにこの話はボクが黒鉄くんをつけ回していたこととも無関係じゃないから」

「それってどういうことですか？」

「……師である父さんが入院してから、ボクはずっと一人で『綾辻一刀流』の修行を積んでいたんだけど、どうにも最近スランプ気味になっちゃって……」

　どう工夫しても師である海斗の動きに追いつけず、懊悩おうのうしていた。

「そんなとき、黒鉄くんの噂うわさを聞いたんだ。今時珍しい剣技の使い手が一年生にいるって。だから黒鉄くんに相談できれば、もしかしたら何か摑めるかも……、と思ったんだけど──」

　と、そこで絢瀬の声はまたどんどん小さくなって、一輝から視線を外した。

「だ、だけどボク、男の人とは父さんを除けば子供の頃から一緒にいる門下生とくらいしか話したことなくって……その、なんて話しかけていいのかわからなくって……」

「もしかして一週間ずっと後ろでなんて話しかけるか考えていたんですか？」

　こくん。と絢瀬は目を伏せたまま頷く。

「お恥ずかしながら……」

（……うわぁ、なんというか、控えめな人だなぁ）

　まるで机の中で知らず知らずのうちにカビるコッペパンのようだ。

　一輝以外の三人もまさかのストーカー理由に絶句している。

　そんな中、絢瀬は再び一輝に頭を下げた。

「……ほ、本当にごめんなさいっ！　ずっと後ろをつけ回すなんて。気持ち悪い女に思われても仕方がないよね。でも今後はもう一切いっさい黒鉄くんに近づかないと誓うっ！　だから、その……警察に届けるのは許してくれない、かな？」

「いや、別に警察沙汰ざたにしようなんて思ってないですけど」

　むしろ、一輝は今日日きょうび珍しい剣客仲間に興味が湧わいた。

　しかも彼女は《最後の侍ラストサムライ》とまで呼ばれた剣客の愛弟子まなでし。

　一体どんな剣をつかうのか、非常に興味がある。

「あの、綾辻先輩。先輩さえよかったらですが、これから僕と一緒に修行しませんか？」

「……え？」

「同じ剣士同士ですし、もしかしたらお互いになにか助言しあえることがあるかもしれません。それに、僕も《最後の侍ラストサムライ》の流派を生で見てみたいんです。映像だとアングルが限定されててあまり情報を得られませんから」

「いいのっ!?」

　瞬間、絢瀬は花が咲くような笑顔になると、ベッドから飛び降りて一輝の手を、ぎゅっ！　と両手で包み込むように握った。

「ありがとう！　すごく嬉しいよっ!!」

　先ほどまで逸らされていた澄んだ瞳がまっすぐに一輝を映す。

　だけどすぐに自分が何をしているか気づいたのか、顔を真っ赤にして手を離し、三メートルほど距離を取った。

「あっ、ご、ごめんっ!!　突然手を握るなんて、は、はしたないことを……っ！」


「はは、手を握ったくらいでそんな大げさな…………」



　世の中には再会した瞬間に唇を奪ってくる妹や、水着姿で風呂に乱入してくる皇女さまとかもいるというのに。

「じゃあ今からご一緒しますか？　もう試合は終わったんで、今日はこの後晩ご飯までトレーニングにあてようと思ってたんですが」

「うん、お願い。……あと、ボクのことは呼び捨てにして？　ボクは教えられる側だから、先生に敬語使われるとムズムズするよ」

「そんな、僕だって先生なんて呼ばれるほど大した人間じゃないですから」

「そんなことない。さっき黒鉄くんはボクに気を遣ってお互いに助言し合えることがあるかも、って言ってくれたけど、ボクから黒鉄くんに助言できることが何一つないことくらい、未熟者のボクでもわかる」

　自分の下手な気遣いがばれていたことに一輝は苦笑いを零こぼす。

　確かに彼女の言うとおり、一輝が絢瀬から学ぶことはあるだろうが、彼女の助言を必要とすることはまずない。見るだけで大体のモノは盗める。

　これ以上の謙遜けんそんは逆に嫌味でしかないだろう。

　そう判断して、一輝は絢瀬の提案を呑のんだ。

「……わかった。じゃあ口調は砕けさせてもらう。でも呼び捨ては勘弁して欲しい。先輩を呼び捨てにするのは僕も居心地が悪いからさ」

「うん。ご指導ご鞭撻べんたつのほどお願いしますっ」

　こうして、ストーカーこと綾辻絢瀬は、黒鉄一輝の弟子となった。
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　放課後、黒鉄一輝は校舎の裏手にある森の広場で剣の鍛錬たんれんを行っている。

　ここは高く聳そびえる木々の木陰となっており、またコンクリートも少ないのでとても涼しい。

　蒸し暑い日本の夏の入りに、身体を動かすにはちょうどいい場所だ。

　一輝の鍛錬はまずウォームアップからはじまり、《陰鉄いんてつ》を用いた素振りへ。

　やがて型をなぞり、最後には頭の中で敵をシミュレートしてのシャドウへと移っていく。

　そして隣ではステラが一輝と同じように《妃竜の罪剣レーヴァテイン》で剣の鍛錬をし、少し離れたベンチでは珠雫と有栖院が、素のままの魔力を特殊な粘土に通わせ、手を使わずに整形する魔力制御の鍛錬を行っている。

　このとき、四人の間には殆ど会話はない。

　普段一輝にじゃれつく珠雫やステラも、この時間は真剣に自らの研鑽けんさんに励んでいる。

　これがこの四人が一緒に行う鍛錬のいつもの光景だ。

　だが三日前からその光景に、もう一人新しい人物が加わった。

　もちろん、それは綾辻絢瀬のことだ。

「フッ、ハァッ！」

　気合いの入った声と共に、絢瀬の固有霊装デバイス、燃えるように鮮やかな緋色の刀身を持つ日本刀《緋爪ひづめ》が美しい弧を描く。

　剣を振るうときの絢瀬の表情は、以前医務室で一輝を前にしたときのおどおどした頼りないものとはまるで別人。

　口元を締め、まなじりを上げ、非常に凛々りりしい表情で前に立つ一輝を見据えている。

　さすがに剣士というだけあって、男性への苦手意識を剣を握ったときまで引きずることはないようだ。

　今絢瀬は一輝の提案で、一輝を相手に互角稽古ごかくげいこを行っている。

　格上の一輝が絢瀬と同レベルの力量の相手を想定して、それになりきり寸止めで技を出し合う稽古だ。

　その稽古の中で、一輝は絢瀬の剣士としての実力を量る。

　やはり《最後の侍ラストサムライ》綾辻海斗の娘というだけあって、一輝の目から見ても絢瀬は基礎がしっかりしている。一輝とステラのジョギングについてくるくらいだ。よっぽど走り込んでもいるのだろう。絢瀬の体幹たいかんは剣士として完成されたもので、いかなる姿勢、体勢においても、その剣筋に乱れが生じることはない。

　昨日見た演武えんぶも達者なものだった。身体を運ぶ足捌あしさばきも、弧を描く緋色の剣筋も、いずれもが淀よどみなく流れ、途切れるということがない。

　何千回と同じ型をなぞって身体に覚えさせたのだろう。

　かといって型どおりの剣しか扱えないかといえば、それも違う。

　この互角稽古の中で、一輝は彼女の型の裏をかく意地の悪い攻撃を幾度も繰り出したが、そのいずれもに絢瀬は適切な防御をとり、尚且なおかつ迅速な反撃を行ってきた。

　決して型を忘れず、しかし型にはまらず──

　実戦剣術として絢瀬の剣術は非常にレベルが高かった。

　愚直ぐちょくな努力家である絢瀬の一面が垣間かいま見える。

　そして同時に──彼女が伸び悩んでいる理由も一輝は看破かんぱした。

「綾辻さん。ちょっと止めて」

「ん？」

　一輝の打ち下ろしを刃筋を滑らせて受け流し、すれ違いざま胴を薙なぎにきた《緋爪》がピタリと止まる。

「どうしたの黒鉄くん。ボクはまだ、その、疲れてないよ？」

　突然の中断に絢瀬がとまどいの視線を向けてくる。

　やや目線が落ち着かないが、初日のように首ごと後ろに向くことはなくなった。

　さすがに三日も一緒に鍛錬すれば、多少は慣れてくれたのだろう。

「見た感じ、綾辻一刀流は『後の先カウンター』を取りに行く受けの剣術だよね」

「え、う、うん。そうだけど、少し打ち合っただけでわかるものなの？」

「僕には師匠がいなかったから見て盗んでばかりだったからね。でだ。ざっと見させてもらって、綾辻さんが伸び悩んでる理由がなんとなくわかった」

「ほ、本当ッ!?」

「うん。綾辻さんが伸び悩んでるって感じるのは、海斗さんに追いつけないから、だろう？」

　絢瀬はコクコクと興奮した面持ちで頷く。

「そうなんだ。どうやっても父さんのようなキレのある動きが出来るようにならない。父さんの動きは完璧かんぺきに覚えているはずなのに」

「それがいけない」

「え？」

「海斗さんの真似まねをする。それが伸び悩んでる原因だよ」

「……それは、ボクにこの剣術を教えた父さんが間違っていた、ということなの？」

　ふと、一輝は絢瀬の瞳にある感情が燃え立つのを見た。

　──それは怒りだ。

　自分の師が間違いの元凶だと言われ、憤っている。

（よっぽど海斗さんのことを信頼してるんだな）

　そこまで誇りに出来る親がいることが少しうらやましい。

　そんな小さな嫉妬しっとを覚えながら、一輝は絢瀬の剣呑けんのんな言葉に対して首を横に振る。

「いやそういうことじゃない。海斗さんはとても優れた剣士だ。僕もそこは疑っていない」

「……じゃあ、どうして父さんの剣を真似しちゃダメなの？」

　簡単なことだ。

「綾辻さんと海斗さんでは性別が違う」

「性別……？　そんなものが関係あるの？」

「大ありだよ。性別が違うってことは骨格が違うってことだ。骨格が違えば筋肉の付き方も当然変わってくる。男性のポテンシャルをフルに引き出す動きが、女性のポテンシャルを引き出す動きとイコールになることは絶対にあり得ない。元の完成度が高ければ高いほど、性別による適合の差は如実にょじつに表れる」

「あ……」

　一輝の丁寧な説明によって、絢瀬の瞳から怒りの炎はかき消え、理解の光が宿る。

　そう、一輝は彼女の師をバカにしているのではない。

　むしろ、優れているからこそ問題なのだ。

　まあ仕方のない部分もある。

　剣術というもの自体がそもそも男のために生み出された技術なのだから。

「一応、今の綾辻さんの動きをどう矯正きょうせいすればいいのか、僕の中に考えはある。でも綾辻さんが海斗さんとまったく同じ剣を使うことにプライドを持っているというのなら、それを無理に矯正しようとは思わないし、するべきでもないと思う。メンタルも大切な要素だからね。こだわりがあるなら、こだわった方がいい。何しろこれは矯正したらまず二度と元には戻らないから」

　現状、絢瀬は男性用に調整された剣術を無理矢理使っている状態だ。

　当然、身体の各部には無理が生じて、あらゆるパワーやスピードを摩耗まもうさせている。

　一輝の矯正を受ければこれらは全てなくなり、スムーズに流れるようになるだろう。しかし一方で一度その感覚を覚えてしまったら、絢瀬ほどに鍛練を積んだ剣士の場合、二度と元の窮屈きゅうくつな剣技に戻ることは出来ない。

　必ずそのときの感覚を追いかけてしまう。

　だから一輝は自分の指導を受けるか否かを今一度絢瀬に問う。


「…………」



　絢瀬は決して少なくない時間、考え込むように俯うつむく。

　そこには強い葛藤かっとうがありありと浮かんでいる。

　だが、やがて意を決した表情で顔を上げると、

「教えて欲しいっ！　ボクは、どうしても強くならなきゃいけないんだ！」

　まっすぐに一輝の瞳を見つめて、真剣な表情で助力を願った。

　葛藤は確かに存在した。だが、それでも絢瀬は強くなることを望んだのだ。

　ならば、一輝側から惜しむことなど何もない。

「わかった。任せてくれ」

　頼もしい笑みを浮かべ、一輝は絢瀬の腕に触れた。

「ふわぁあ!?　く、黒鉄、くんッ!?」

　突然素肌に触れられて、顔を真っ赤に小さな悲鳴を上げる絢瀬。

　だが一方で一輝は真剣な表情だ。

　当然だ。今から一輝は絢瀬の剣術に手を加えるのだ。

　下手な邪念を持ってミスをすれば、それは取りかえしがつかない。

　教える側にミスは許されない。一輝はそう考えている。

　だから今の一輝には照れている余裕なんてない。

「今から絢瀬さんの構えを正しい形に変える。恥ずかしいだろうけど、ガマンして」

「う、うん……がまん、する」

　顔を湯気ゆげが噴き出そうなくらいに赤くしながらも、絢瀬は唇を嚙みしめた。

　互角稽古で一滴の汗もかかなかった一輝が、額に汗を浮かべ、怖いくらい真剣な表情で自分の身体に触れている。その表情から、彼がどれだけ自分のために真摯しんしになってくれているか、察せない絢瀬ではない。

　恥ずかしいなんて、そんなわがままは言ってられない。

　だから絢瀬は恥ずかしさを嚙み殺し、一輝に身体をゆだねた。

「動かすのは本当に少し、ミリ単位だ。その変化を感じ取って位置を覚えられるよう集中して」


「わかった…………んっ」



　一輝はガラス細工に触れるかのような繊細せんさいな手つきで、絢瀬の構えを調整する。

　肩を僅かに下げさせ、脇わきを締めさせる。

　次にスカートから伸びる健康的な太もも、その内股うちまたに触れ、スタンスを僅かに開かせる。

「ふ、あ、ひゃ、ぅう……っ」

「女性が男性に比べて格段に優れているのは関節の柔軟さだ。とくに股関節こかんせつには大きな違いがある。女性は妊娠するために骨盤が広がっていて、そしてそのぶん股関節が外側に張りだしている。つまり男のものよりもずっと可動域が広く横の動きに強い。これは女性にしかない武器だ。股関節で全身の動きを作れば、綾辻さんの全ての動作がもうワンテンポ速くなる」
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　レクチャーしながら一輝は絢瀬に自分の筋肉の流れを意識させるように、筋に指を這はわせ太ももから膝裏までを撫なでる。

　異性に太ももを撫でられる恥ずかしさに、ピクンピクンと絢瀬の膝が笑う。

　なんだか少し悪いことをしているような気分になる一輝だが、しかし決して集中は切らさずに彼は微細な調整を続け──

「うん。構えは大体こんな感じでいい」

　ミスの許されない作業を終えて、絢瀬の表情を窺うと、

　……絢瀬はゆでだこのような顔色をしていた。

「自分でやっといてなんだけど、……大丈夫？」

「ひゃじょうぶ……」

　しかも半泣きだった。

「あの……ごめん。やっぱりやめたほうがよかったかな」

「う、ううん！　そんなことない！　そもそもボクから頼んだことなんだから、黒鉄くんはなにも気にしなくていい！」

　絢瀬はごしごしと涙を拭ぬぐって、笑顔を作った。

「……それに、黒鉄くんの手、大きくて、硬くて、やさしくて……、父さんみたいでイヤじゃなかったから」

「はは、まさかこの汚い手がそんなふうに役立つなんて思わなかったな」

　一輝の手は幼い頃からずっと剣術をやってきたせいですっかり皮が厚くなっている。

　手の皮がズル剝むけても、マメが潰つぶれても、休まず剣を振り続けてきたせいだ。

　だからお世辞にも綺麗な手をしているとは言えない。

　だが、一輝の自虐じぎゃくに絢瀬はふるふるっと首を振った。

「そんなことないよ。……ボクは、そういう手、すごくかっこいいと思う。真まっ直すぐ何かに打ち込む男の子は好きだ」

「え」

　不意打ちで飛んできた言葉に一輝が絶句する。

「ぁ……」

　その一輝の反応を見て、絢瀬も自分が何をぽろりと零してしまったのかを理解して、慌てふためく。

「今のはその、はしたない意味じゃないよ！　断じて！　ただ人間的に好感がもてるっていうだけで」

「う、うんわかってる。わかってるからそんなに慌てないで。構えが崩れるから」

　わたわたする絢瀬をなだめ、一輝は構え直させる。

　あれだけ緊張した作業なのにふいになっては一輝としてもやるせない。

「ん……、でも黒鉄くん……これ少し窮屈な気がする」

「身についた構えの癖は一回の矯正くらいでは無くならないからね。繰り返して慣れることだ。まずはとにかく実感してもらうよ」

　そう言うと、一輝は《陰鉄》を手に絢瀬の前に立つ。

「今からさっきと同じ打ち下ろしを打ち込む。その肘ひじの角度、膝の角度、股関節で動きを作ること。以上三点を意識してさっきと同じカウンターを打ち込んできてみてよ」

「わ、わかったっ」

　きゅっ、と《緋爪》を構える絢瀬の表情が引き締まる。

　彼女の集中が高まったのを察し、一輝は先ほどと全く同じ速度、全く同じ角度で一刀を振り下ろす。

　瞬間──


「────ッッ!?」



　絢瀬は先ほどと同じように一輝の打ち下ろしを斜めに構えた刀で滑らせ、流し、すれ違いざまに胴を薙ぐカウンターを放った。

　しかし、動作としては同じだが……その一連の速度は目に見えて向上していた。

　その事実に、誰よりも絢瀬自身が絶句する。今の自分自身の動きが信じられないのか、愕然がくぜんと《緋爪》を握る自分の両手と一輝の顔を交互に見つめている。

（ふぅ。どうやら正解だったみたいだ）

　自分の矯正が間違いでなかったことに一輝は内心胸をなで下ろす。

　絢瀬は今まで、上半身──腕の力で打ち下ろしを受け止めていた。

　だが、それは間違いだ。男ほどの筋力量があるのなら、それでも次の動作にスムーズにつなげられるだろうが、女性の筋肉量ではどうしても腕の力だけでは足りず、全身で踏ん張る形になる。

　結果として身体はこわばり、次の反撃カウンターまでの動作が遅れる。

　だから一輝は構えを矯正することで、衝撃を下半身で受けるようにした。

　女性特有の柔らかな関節と内股構造は、衝撃を吸収するのに最適だ。

　大抵の衝撃ならば足の力だけで殺しきれる。

　当然変に力む必要がない分、身体はこわばらず、次の動作につなげる動きもスムーズになる。

　それがこのキレを生み出したからくりだ。

「す、ごい……、すごいすごい！　すごいよ黒鉄くんッ!!」

　少し経たつと自分の変化を受け入れることが出来たのか、絢瀬が輝くような笑顔を浮かべて一輝の手をぎゅっとにぎり、ぶんぶん振り回した。

「ボクが二年間ずっと悩み続けたことをこんなにすんなりと解決するなんて！　もう黒鉄くんはあれだね！　剣術博士だね！」

「僕も自分の教えが間違ってなくてほっとしてるよ」

（その称号微妙に嬉しくないけど）

　昼休みにレクチャーに来る珠雫をはじめとした生徒たちは、絢瀬のように具体的な指導が出来る段階にない。

　だから一輝としても、こんな細かく誰かに剣を教えたのは初めてのことだった。でも、ぴょんぴょん子供のように跳ね回って、「やったやった！」と身体全体で喜ぶ絢瀬の様子を見ていると、緊張したけどやっぱりやって良かったと思う。

　ぶぉん！

　正直、試合よりも緊張したし、鍛錬の十倍はつかれたけど、やりがいも実感できた。

　ぶぉん！

　案外こういう職につくのも悪くないかもしれな──

　ぶぉんぶぉんぶぉん!!

「……あの、ステラ」

「何かしら剣術博士」

「さっきから物凄ものすごい風圧がこっちに飛んできてるんですけど」

　一輝は突然横合いから顔を直撃し始めた風圧の発生源に向き直る。

　そこには物凄い不機嫌な表情で《妃竜の罪剣レーヴァテイン》を振り回すステラの姿があった。

「それはごめんあそばせ。剣の稽古にかこつけて女の子の太ももに触る変態を見ていたら無性にイライラしちゃって、太刀筋たちすじが乱れちゃったのかもしれないわね。せっかくだからアタシの太刀筋も矯正してくれるか　し　ら　？」

「う、は、はい」

　有無を言わせぬステラの迫力に押され、一輝はコクコクと頷いた。

（……あんまりステラの剣には口を出したくないんだけどなぁ）

　何しろステラの剣術は力で薙ぎ倒す『強者の剣』。

　技術で出し抜く一輝の『弱者の剣』とは根本的な方向性が違う。

　自分なんかが口を出してもいい結果になる気がしない。

　でもここは頷いとかないと、不機嫌が長々と尾を引きそうだ。

　だから仕方なく、しかし手は抜かずに一輝はステラのスイングに目を凝こらす。

（……あれ？）

　一見荒々しく見えたステラのスイングだが、よくよく観察してみると足の指先から、膝、腰まで綺麗に連動し、一切力の無駄が存在しないフォームで振るわれていた。

　たぶん、ステラ自身はテキトーに振り回しているつもりなのだろうが、彼女の超人的な運動センスがあらゆる動きに対して、無意識のうちに関節や筋肉の動きをアジャストし、もっとも最適かつ無駄のないフォームを作り上げているのだ。最高Ａランク評定は伊達だてではない。




　こんな完成された芸術品にケチを付けられるほど、一輝は傲おごることが出来なかった。

「さすがステラだ。僕なんかじゃ文句の付けようがない」


「なんでよーーーーーーーーーーっっっ!!!!」



「うわっ！　なんで褒ほめたのに怒られるの!?」


「なんでもよこのバカーーーーーーーーーーーーッッッ!!!!」



　剣に関しては照魔鏡しょうまきょうのような一輝の眼力も、乙女おとめ心には全く使い物にならないらしい。

　まあその眼力を使う脳みそが生粋きっすいのバトル脳なのだから、無理もない話だが。





◆






「なによ、あのセンパイばっかりひいきして！」

　散々一輝を追い回してから、ステラは広場に設けられた休憩所のベンチに腰を下ろす。

　ぷんすこ頰ほおを膨らませるステラに、別のベンチで魔力制御のトレーニングをしていた珠雫が呆あきれ顔で告げる。

「貴女のふっとぉぉぉおおおい脚なんか触りたくもないんじゃないですか」

「そそ、そんな伸ばされるほど太くないわよ！　ちょっとむっちりしてるだけよ！　仕方ないでしょ、鍛えてるんだから！」

　あまりにも心外すぎる評価にステラは声を高く抗議するが、珠雫は素知らぬ顔で粘土で一輝そっくりのフィギュアを作成している。

　というか本当にそっくりだ。かっこいい。一つ欲しい。

「まあまあそうカリカリしないで。ステラちゃんは綾辻先輩と違ってレベルが高いから、一輝にも指導できることがないのよ」

「むー」

　有栖院のフォローは的を射ているし、ステラも根っこの部分ではその事実に納得もしている。

　実際、自分は一輝の指導をまったく必要としていない。

　──でもそれはそれ、これはこれ。

　目の前で恋人が他の異性の肌をぺたぺた触っていたらあまりいい気分にはなれない。

（……アタシって心が狭いのかしら）

　もし自分が他の男性の胸板や二の腕をぺたぺた触っても、一輝はこんな気分にはならないのだろうか。

（って、な、なんて不誠実なことを考えているの！　そんなの絶対ダメよッ！　そんなの、ぺたぺたなんて！　イッキ以外には絶対してあげないわっ！　ぺたぺたはイッキだけよ！）

　そんな光景想像するのもおぞましい。

　ステラはさぶいぼが立つ邪悪な妄想を思考から蹴り出し、珠雫に尋ねる。

「ねえ……シズクはいいの？」

「いいって、何がです？」

「だからっ、……イッキが、他の女の子とぺたぺたしてるの」

「何を言うかと思えば。綾辻先輩はお兄様に剣を教わっているだけでしょう？　どこぞの雌豚めすぶたと違って別にお兄様に色目を使っているわけじゃない。なのに嚙みつきに行く道理がありますか？　狂犬じゃあるまいし」

　珠雫は興味なさそうに答えながら、粘土で作った一輝のフィギュアを鞄かばんから取り出したタ○ヤのアクリル塗料で塗装しはじめる。その手つきは匠たくみの技だがもう訓練とか関係ない。

「アタシには散々嚙みついて来たくせに、どの口で言うのよ」

「この口です」

　いー、と珠雫は自分の口を両手の人差し指で引っ張る。

　実にイラっとする顔だ。

「ステラさん。貴女なにか勘違いしていますね」

「どういうこと？」

「貴女は私がお兄様を独占したがっていると思ってるようですが、それはひどく心外な勘違いです。私の愛はそんな利己的で安っぽいものじゃありません。私にとって一番大切なのはお兄様が幸せであること。お兄様が幸せになってくれるのであれば、その相手は別に私でなくても構いません。その人が、お兄様に幸せを与えてくれるのであれば。お兄様を裏切らず、悲しませないのであれば、私は喜んで祝福するつもりです」

　この珠雫の告白は、ステラにとってかなり意外なものだった。

　彼女は珠雫が一輝を女として愛しているだけだと思っていたから。

「もっとも、私以外にそんなことが出来る人間がいるとは到底思えませんけどね」

　クスリ、と珠雫はステラに挑発するような笑みを向け、それから視線を広場で再び互角稽古を行っている一輝と絢瀬に移す。

「綾辻先輩が来てからのお兄様は楽しそうです。私や他の生徒たちは具体的な技術のレッスンが出来るほど強くないし、ステラさんはお兄様が剣を教えられるほど弱くないですから、物足りなかったのかもしれません。そんな教え魔のお兄様も可愛くて素敵です。まあですから綾辻先輩には感謝しているくらいですよ」

「……シズクって結構大人なのね。ちっこいくせに」

「貴女が色々大きいくせに子供過ぎるんじゃないですか？　あと脚太いですよ」

「太くないッ!!　アンタが細すぎるのよ!!」




　──一輝が幸せならそれでいい。

　確かに、一輝の幸せはステラにとっても嬉しいことだ。

　だけど、どうしてもステラは思ってしまうのだ。

　彼を一番の幸せにするのは、自分でありたいと。

　……でも現実はなかなか上手うまくは行かない。

　恋人になってからというもの一輝が側にいるだけで緊張してしまって、恋人らしいことなんて少しも出来ていない。

　特に二人きりの夜なんかはひどい。

　一輝と目線があうだけで背筋が痺しびれて、顔も見れなくなる。

　一輝もそんな自分に遠慮してか、決してパーソナルスペースを犯そうとはしない。

　ステラとしては、そういうもどかしい時間もキライではなかった。

　なんだかむず痒かゆくて恥ずかしいが、一緒にいるだけで胸がぽかぽかするから。

　でも……そろそろ恋人として次のステップに進みたい、という欲求はある。

　それにガマンさせる女は嫌われるとも聞く。

『僕たち、この一カ月ぜんぜん恋人らしいことしてないだろ？　だったらもう前の関係に戻った方がいいんじゃないのかな』

（……そんなの、絶対イヤ）

　そんなの想像するだけで恐ろしくて泣きそうになる。

　現実に起こったらまず耐えられない。

　だけど、こういうのは女から切り出していいものなんだろうか。

　はしたない奴やつだと思われ、嫌われるんじゃないか。

　どう動いても悪い想像が働く。どうにも切り出せない。そしてことさら悪いことに、仮に一輝の側から切り出してくれたとしても、素直に応じられる自信もない。

　自分のへそ曲がりっぷりは自分自身が一番理解しているところだ。

　きっと皇女がどうたらこうたらとか、あれやこれやと言い訳を探して逃げ出すに決まってる。


「はぁ…………」



　相手の剣戟けんげきに飛び込むのはあんなに簡単なのに、──どうして好きな人の胸に飛び込むのはこんなにも難しいのだろう。

　世間のカップルやお父様やお母様はどうしてそんなことが出来たんだろう。

　みんな勇気ありすぎだ。

　そんな詮無せんないことを考えながら、ステラはぼんやりと茜色あかねいろに染まりかけてきた空を眺めて、


（はぁ…………キス、したいなぁ……）



　この一カ月で何回目になるかわからないため息をついた。
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『明日はプールにいこう』

　昨日、代表選抜戦で軽く十連勝目を刻んだ一輝いっきは、絢瀬あやせとの別れ際にそう言った。

　別に遊びに行こうというわけじゃない。

　絢瀬はまだ気づいていないが、連日の一輝と共に行う鍛錬たんれんで彼女の身体からだには着々と疲労が蓄積している。

　特に構えを矯正きょうせいしたことで、今まであまり使っていなかった……つまり鍛えられていなかった筋肉を使っているので、余計にだ。

　だから今日は身体を休める日と定めた。

　そして、そういう日のトレーニングメニューとして最適なものを一輝は知っている。

　今日はそれを行うためにプールに行くのだが、

「……ステラもくるんだ」

　朝、校門前で絢瀬を待つ一輝の横には初夏らしい涼しげな白いワンピースを着たステラが立っていた。

「とーぜんでしょ。目を離したらイッキがまたセンパイにセクハラするかもしれないし」

「セクハラなんてしないよ」

「噓うそ。ていうかこの間してたし。普通女の子の内股うちまたなんか触る？」

「あれは構えを矯正するために仕方なくだって。ことがことだけに間違いを教えるわけにはいかないから、もう緊張しすぎて全然そんなやましいことを考える余裕なんてなかったよ」

　ここ数日、ステラは少し不機嫌だ。

　その理由は、さすがに一輝にもわかっている。

　自分が絢瀬ばかりに構っている……と思われているからだろう。

　まあでも、それは仕方ないことだと思う。一輝だってどんな理由があろうと、ステラが他ほかの男と親しくしていたら決して良い気分はしない。

　だって彼女は一輝の恋人なのだから。

　だからステラの気持ちもわかる。でも、

「ねえステラ。僕は本当に綾辻あやつじさんのことをそういう目で見たことは一度もないんだよ。それだけは信じて欲しい。綾辻さんには同じ剣客仲間として助言しているだけの関係だ。……誰かの助言が欲しいときって誰にだってあるものだから」

　一輝はこれまで誰にも助けてもらえなかった。

　彼を助けるべき大人たちが、こぞって一輝の敵に回ったから。

　だからこそ、もし誰かが壁にぶつかっていたら、その壁を乗り越える手助けをしてあげたいと強く思うのだ。

　それを一人で乗り越え続けてきた一輝は、そのしんどさを誰よりも知っているから。


「僕が綾辻さんに手を貸すのはそういう理由であって、断じて好きだからとかじゃない。それは誓うよ。だって…………だって僕が好きなのはステラだけだから」

「……イッキ…………」



　一輝の告白に、ステラはぽぅ、と頰ほおを染めて彼を見上げる。

　揺れる緋色ひいろの瞳ひとみには、やはり少しの不安が映っていた。

　そう、本当はステラだってわかっているのだ。

　一輝が絢瀬に対して、彼女が懸念けねんするような感情を一切いっさい抱いていないことくらい。

　彼女が好きになったのはそんな軽薄な男でないことくらい。

　ただ、どうしても不安になる。

　なぜなら、二人の間にはただ言葉で交わしあった約束があるだけだから。

　それを裏付ける行為は何一つ行われていない。

　ふと、ステラの唇が何かを求めるように寂さびしげに動く。

　その薄桃色の口唇の動きが、一輝には自分の名を呼んでいるように見えた。

　ああそうだ。今ここで、あの夜の言葉がただの言葉でないことを行動で示せば、彼女も今よりずっと自分のことを信じてくれるのではないか。


（僕は…………）



　一輝は蜜みつを求め花に向かう蜂はちのようにステラの唇に引き寄せられ、




「おまたせ!!　水着がなかなか見つからなくて遅くなっちゃった！」




「「うわぁぁああ!?!?」」

「む？　どうした二人とも。さも逢あい引びきの現場を見られたカップルのような悲鳴を上げて」

（（うわたとえドンピシャ!?））

　ことのほか鋭い絢瀬に二人は揃そろって冷や汗をかく。

「な、なななんでもないわ！　ねえイッキ！」

「うん！　突然声をかけられてびっくりしただけだから！」


「…………？」



　絢瀬は二人の慌てように首をかしげる。

　どうやら確信を得られたわけではないらしい。

　だから一輝はさっさと場を流して、二人を引き連れて出発することにした。

　危ないところだった。

　ステラの立場上、二人の交際は世間的なスキャンダルだ。

　良い雰囲気を作るにしても、ちゃんと場所は選ばなければ。

（……でも、今のは惜しかったよな）

　あの夜以来の、自然な流れで生まれた良い雰囲気だった。

　絢瀬がもう少し遅れていれば、二人揃って次のステップに踏み出せたのではないか。

　そう考えると、この機会を逸いっしたのは非常に大きな痛手に思え、一輝は内心でため息をついた。





◆






　破軍はぐん学園の広大な敷地には当然プールも存在する。

　全長百メートル級のプールが、二つもだ。

　しかしその日、第一プールのほうは定期清掃で、第二プールのほうは破軍学園理事長にして、元King Of KnightsＫＯＫ世界ランク三位の新宮寺しんぐうじ黒乃くろのによる特別講習で貸し切られている。

　なので三人は学園の近郊にあるスポーツジムの屋内おくない温水プールに来ていた。

　男の準備は女子にくらべて早い。

　だから一輝は先に黒と赤のトランクス水着に着替え、女子二人をプールサイドで待つ。

　そして一輝に遅れること数分、ステラと絢瀬が各々おのおのの水着に着替えてやってきた。

　絢瀬は恥ずかしがり屋かつ真面目まじめな彼女らしく、そのままフィットネスにも使用できそうなスポーティなデザインのセパレートだ。色気は少ないが、幼い頃ころから続けてきた剣術による均整きんせいのとれた体型は、健康的かつスタイリッシュな魅力を生み出している。


　だが、…………やはり一際ひときわ目を引くのは隣を歩くステラだ。



　ステラの水着は以前一輝が自室の浴室で見たものとは違う、黒い紐ひもビキニだ。

　絢瀬の水着はもちろん、普通のビキニと比べても明らかに布面積が少なく、歩くたびにたゆんたゆんと揺れる大質量の白桃のような胸が今にも零こぼれそうでハラハラする。

　胸だけでなく腰回りも生唾なまつばを飲み込むほどに魅力的だ。

　日本人にはあまり見られない、ツンと跳ね上がったヒップ。そこから伸びる脚線美が目にまぶしい。あれだけの膂力りょりょくを持ちながら、どうしてこんなに柔らかそうな甘いボディラインを維持できるのだろうか。

　これは一輝の眼力を以もってしても謎なぞだ。謎すぎる。インチキとしか思えない。

　そして、これらすべてをより一層魅力的に引き立てているのが、歩き方だ。

　皇族として訓練を受けているからだろう。ステラは歩く姿勢がとても美しい。パリコレに出てくるモデルさながらである。

（やっぱり……ステラは綺麗きれいだなぁ）

　思わず一輝はため息をつく。いや一輝だけではない。プールサイドで休んでいた客はもちろん、遊泳コースで泳いでいた者さえ動きを止めて、突然現れた異国の美少女に釘付くぎづけになっていた。

　ステラはメディアに顔出しも行っているので、もしかしたら彼女のことを知っている人もいるかもしれない。

　そしてステラはそんな周囲の視線を一身に集めながら、

「おまたせ。やっぱり男の人って準備早いのね」

　一輝に話しかけた。

　瞬間、矢のように鋭い殺気が自分の総身を突き刺す感覚を一輝は覚える。

『はぁ!?　おいおいなに、あの美人二人ともあの男の連れなのか!?』

『噓だろ……。あんな可愛かわいい子がなんであんな地味そうな野郎なんかに……』

『おいおい、こんな暴挙が既婚率の下がってるこの国で許されると思ってんのか』

『野郎ぶっ殺してやる』

（もしかしたら僕は今日不慮ふりょの事故で溺死できしするかもしれないな）

　一輝が冷や汗をかくのを他所よそに、ステラはなにやら物珍しそうにぐるりと屋内プール全体を見渡す。

　なんだか一緒に生活していると意識しなくなってくるが、彼女は一国の姫なのだ。

　庶民しょみんの屋内プールなんて初めて来たのだろう。

　プールは学園のものよりは狭い五十メートル級プール。

　それを遊泳コースと遊技エリアの二つにコースロープで間仕切りしている。

　まだ六月ということもあり、客入りは多くない。

「結構広いのね」

「ヴァーミリオンさんはお姫様なんだよね？　だったらやっぱり実家にもこんなプールがあるの？」

「無いわね。浴場ならこのくらいの広さはあるけど」

「わぁ！　すごいっ！　セレブだね！」

「といっても使用人用の大浴場よ。皇族用の浴場はもっと狭いわ。少人数で大きなお風呂なんて寂しいだけだし」

　思い返せば、ステラは普段からあまり生活水準の違いを見せることはない。

　せいぜいインスタントコーヒーの存在に驚いていたくらいだ。

　ヴァーミリオン皇国こうこくは小さな国だし、皇族もわりと質素な暮らしをしているのかもしれない。

「でもよかったわ。噂うわさに聞いていた日本の芋洗いもあらいに遭遇したらどうしようかと思っていたけど、人も少ないからその心配はなさそうね」

「まあ、まだ本格的なプールの季節じゃないからね」

「これなら周りを気にせず遊べるわね！」

　なんだかウキウキ顔でビーチボールを取り出すステラ。

「いや、遊びに来たわけじゃないんだけどね」

「えー。じゃあアンタプールに何しに来たのよ」
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「ステラこそ何しに来たんだ……」

「うー。折角せっかく持ってきたのにぃ」

「……わかった。じゃあ鍛錬が終わったらみんなでやろう。だから今はボールは無しで」

「仕方ないわね……。でも絶対あとで遊ぶわよ」

　渋々といった様子でステラは一輝にボールを渡す。

　どうやら本当にステラは遊びに来たらしい。

　おかしい。今日は鍛錬のためにプールに行くと伝えたはずだが……。

「ところで黒鉄くろがねくん。今日はどんな鍛錬をするの？　やっぱり泳ぐのかな？」

　絢瀬の問いかけに一輝は首を横に振って否定する。

「いや、さっきから鍛錬鍛錬って繰り返してるけど、実は今日は鍛錬というほどヘビーなことはしないよ。そろそろ身体にも疲労がたまってくる頃だしね」

「じゃあ何をするの？」

「一言で言えば何もしない」

「え？」

「クラゲみたいにプカプカ水中を漂うだけ」

「そ、それだけで何かの鍛錬になるの？」

「なる」

　一輝は断言する。

「まずは当たり前だけど肺活量が鍛きたえられる。戦闘において発生する乱撃戦。これは無酸素運動だ。肺活量の少ない方が先に音ねを上げ、敗北する。僕たち剣士にとっては筋力や体力と同じくらい重要なステイタスだよ。……でもまあ、正直今日こっちはおまけみたいなもんだね」

　そう、この鍛錬にはもっと大切な目的がある。

「一度やってみればわかると思うけど、水中では自分自身がとても近くに感じられる」


「…………？」



　一輝の言葉の意味がわからないのだろう。

　絢瀬ははてな、と小首をかしげる。ちょっと可愛らしい。

「水中を何もせずに漂いながら、立つために込める力も、視界の景色を見て理解するための意識も、全部忘れて、ただ自分の内側にだけ意識を向けてみて。そして、自分自身の音を聞いて欲しい」

「……よくわからないけど、やってみる」

　結局一輝が自分に何をさせようとしているのか、絢瀬は理解していなかったが、彼女に一輝を疑う理由はない。

　素直に従い、息を吸い込むと絢瀬は水中に身を沈めた。

（絢瀬さんくらい剣術を知っている人間なら、一度やればこの練習の意味は理解できるはずだ）

　たぶん、彼女の肺活量からいって三分は浮かんでこないだろう。

「じゃあ僕はこのボールを一旦いったんロッカーにしまってくる。ここに置いてても邪魔だし」

　その時間に、一輝はステラが持ち込んだボールを撤収することにした。





◆






　一輝がどこかに行ってしまうと、ステラは途端に退屈になる。

　別にステラは絢瀬と接点があるわけではないし、ステラに絢瀬の剣術のことはわからない。

　だから話題がなかった。

　なにより、用もないのに喋しゃべりかけて彼女の鍛錬を邪魔するのは悪い。

（暇ね……）

　暇なので、何となく一輝が絢瀬に説明した鍛錬法をステラも実施してみる。

　息を吸い込み、水中へ身を投じる。

　苦しくはない。

　ステラの肺活量は一輝のそれより遙はるかに多い。

　その気になれば十分くらい潜り続けていることだって出来る。もはや超人の領域だ。


（………………静かね）



　人が少ないといえど、全くいないわけじゃない。

　プールには他の遊泳客が水を叩たたく音や、子供たちのはしゃぎ回る声が響いていた。

　しかし、水中ここには何も無い。

　見上げる水面は遠く、世界そのものが遠ざかったように感じる。

　だが反面……耳元で己の鼓動が聞こえる。

　外にいるときには雑音で聞こえなかった鼓動の音、血の流れ、脳髄から末端まで走る神経の軌跡、それらが雑音や雑念の遮断された世界ではよりクリアに認識出来るようになる。

『水中では自分自身がとても近くに感じられる』

　これが一輝の言った言葉の意味だ。

　そしてステラほどの騎士ともなれば、この程度のことは言われるまでもなく知っている。

　自らの身体に意識を浸透させていく感覚。

　この感覚を理解することは、己の身体を律する意識の芽生えに繫つながる。

　例えば剣を振るう動作一つにしても、ただ『剣を持った腕を動かす』ことと、親指の先から連動するすべての動作、神経の伝達、筋力の伸縮、それらすべてを意識して『剣を振るう』ことでは、その威力もキレも段違いになる。そしてそういった微細なコントロールは自らの身体の構造を理解していなければ到底実践出来ない。

　絢瀬はそれが出来ていない。

　これが出来ていれば、そもそも不自然な形で身体を動かすなんてことは起こりえない。

　当然だ。どこで無理が生じているのか、どこでロスが発生するのか、すべてを認識出来るのだから。

　以前彼女の動きにキレが増したのは、あの日の絢瀬のコンディションにあわせた形に一輝がフォームを整えたからだ。しかしコンディションなんて日によってコロコロ変わる。そのたびに自分自身でそのときどきの全力にアジャスト出来るようになって、初めて自分の力になったと言える。だから確かに、絢瀬にとってはこの鍛錬はとても有効だろう。

　だがステラには不要だ。彼女はすでに、その程度の自律はわざわざ意識するまでもなく行えるように鍛錬してきている。してきているからこそ、先日のように適当に振るったスイングも、すべてが無意識のうちに最善の形へアジャストされてしまうのだ。

（でも……それでもまだまだ甘かった）

　ぽつりと、水面を見上げながら呟つぶやく。

　ステラは誰よりも自分に厳しく、真摯しんしに鍛錬してきたつもりだった。

　限界まで自分を律せるようになっていると思っていた。

　しかしそれは間違いだった。

　一輝の《一刀修羅いっとうしゅら》。──あれこそが最果ての極地だ。

　自分はまだあそこまでの領域には至れていない。

　己を完全に律しきり、一分間のうちに使い尽くすなんて無理だ。

　だからこそ、ステラは体術で一輝に後おくれを取る。

　肺活量はもちろん、筋力も瞬発力も、あらゆる身体能力でステラは一輝を遙かに上回っているが、押し負ける。

　一秒一秒の生き方、その密度が違うから。

　言うなれば一輝は地上に立ちながらただ一人、今ステラがいる水中よりもさらに底、音も光も届かない深海の中で生きているのだ。

（そここそが、一輝の世界なんだ……）

　自分もそこに至れば、まだ見ぬ何かを見つけられるのではないか。

　ステラはゆっくりと目を閉じる。

　水面から差し込む光は消え、ただ己の内側から発される音だけが耳朶じだを打つ。

　ここにいるのは自分だけだ。沈黙と闇やみの中にぽっかりと、自分の形の光が浮かぶヴィジョン。

　だが足りない。まだ深度が足りない。

　だからこそステラは向かう。

　深く。もっと深く。はるか意識の深海《無冠の剣王アナザーワン》が住まう領域へ手を伸ばし──




「ところでヴァーミリオンさんは黒鉄くんと付き合っているの？」




「ごぼばぼべっ!?」

　ステラは溺おぼれた。





◆






「痛いっ、鼻が、鼻がつーんってなった……っ。ケホッ！　けほっ！」

　ステラは鼻を押さえながら涙目で自らの至らなさを悔やむ。

　意識の底に沈んでいるのに普通に声が聞こえるなんて、修行が足りない証拠だ。

　こんなことでは一輝の住む深海には到底届かない。

（……イッキなら自分の意志で視覚や聴覚を遮断するくらい出来そうだものね）

　というかそのくらい自分を完全な支配下に置かなければ《一刀修羅》なんて芸当出来はしない。

　改めてステラは自分の目標の遠さを知った。

「ご、ごめんヴァーミリオンさん。大丈夫？」

「う、うん。大丈夫……」

「でも大げさなリアクションはやっぱり……」

「う、そそそ、そんなわけないでしょ！　ヴァーミリオン皇国の第二皇女が、そんな、あんな庶民と付き合うなんて……っ！」

「本当に付き合っていないの？」

「当たり前よっ」

「じゃあボクが黒鉄くんに交際を申し込んでも構わないってことだよね？」

「はいっ!?」

　思わず声が裏返る。

「ちょ、ちょっと待ってっ！　センパイはイッキに剣を教わりたかっただけなんでしょ!?　前にやましい気持ちはないって言ってたじゃない！」


「最初はね。だけどほら、黒鉄くんってとっても紳士的で格好いいし、ボクみたいなストーカーまがいの頼みも聞いてくれて……、年下なのに大人みたいでしょ？　教え方も優しくて、的確で、ボクにとっては理想の男性だよ。最近だとちゃんと顔を見てしゃべれるようになってきたし、黒鉄くんがフリーなら今日中にでも好────」

「だ、だめーーーーっ！」



　耐えられずに、ステラは大声を出して絢瀬の言葉を断ち切った。

「だめだめ！　ぜーったいダメーーッ!!!!　イッキはアタシの彼氏なのッ！　だからダメーーっッ!!!!」

　子供が駄々だだをこねるようにバチャバチャと両手で水を叩いて音を立てる。

　自分以外の人間が一輝に使う『好き』という言葉なんて聞きたくない。

　だから音で言葉を潰つぶし、ステラは少し涙を溜ためた目で絢瀬を睨にらみ付け、

「やっぱりー」

　ニヤニヤ意地の悪い笑顔を浮かべる絢瀬の表情に、自分が嵌はめられたと気づいた。

（や、やっちゃったーっ！）

「さっき待ち合わせの場所ですごくいい雰囲気だったからもしかしたらって思っていたんだけど、やっぱりそうだったんだねっ」

「うぐぅぅ……センパイがこんなカガミみたいなタチのカマかけをするなんて思わなかったわ。もっとアホだと思ってたのに」

「ヴァーミリオンさんも大概失礼だね」

「こんなふうに嵌められたら毒もでようってもんよ。……絶対に内緒にしてよ。世間に漏もれたらちょっと面倒なんだから」

「それはわかってるよ。ヴァーミリオンさんは有名人だからね」

「……でも、さっきのは本当に全部噓なの？」

　こくん、と絢瀬は迷い無く頷うなずく。

「素敵な男性だと思ってるのは本当だけど、だからといって黒鉄くんのことをそういう目で見たことはないよ。それはボクのわがままを聞いて献身的に剣術を教えてくれる黒鉄くんに対する裏切りだもん。……でもそうかー。薄々そんな気はしていたけど。あーうらやましいなぁ。ボクも恋したいなぁ」

　ぽっ、と染めた頰に両手をあて夢見る乙女のように瞳を輝かせる絢瀬。

　その姿は、ステラにとって意外なものだった。

「てっきりセンパイって男嫌いなのかと思ってたわ」

「それはひどい勘違いだ。ボクは男の子大好きだよ」

「センパイ。そういうことこんな場所で言っちゃダメよ。今軽く六人くらい反応した奴やつがいるから」

「ともかくボクは男嫌いなんかじゃないよ。むしろ意識しすぎてるから恥ずかしいんだ。同室の子が言うにはボクはむっつりらしい」

（そんな堂々とムッツリカミングアウトする人初めて見たわ）

「はぁ、いいなぁ。恋したいなぁ……」

「すればいいじゃない」

「む、無理無理！　すごく興味はあるけど、ボクみたいな未熟者が男の子とお付き合いなんてしたら、恥ずかしさで死んじゃうよ。だからいつも漫画や小説でガマンしてるんだ」

「難儀なんぎな体質ね」

「ところで、二人はやっぱり二人きりのときえっちなこととかしたりするの？」

「ごぶっ！」

　いきなりぶち込まれた剛速球ビーンボールにステラはむせた。

「なななんてこと聞くのよ突然！」

「リアルカップルがどういう感じなのかすごく気になるんだっ！」

　目を輝かせながらプライベートに突っ込んでくる絢瀬の顔が、教室にいるマスコミ少女と重なる。

　堅物かたぶつな剣道少女という絢瀬の印象が音を立てて崩れていった。

　目の前にいるのはその辺にいる女の子と変わらない、色恋沙汰ざたが大好きな女子だった。

「してないに決まってるでしょっ。まだ籍せきも入れてないのに早すぎるわっ」

「そうなの？　少女漫画では別に籍なんか入れないでえっちなことしてたからてっきりそういうものとばかり」

「え、そうなの!?　世間的には、こここ、婚前交渉が当たり前なのっ!?」

「そんなこと彼氏いない暦＝年齢のボクに聞かれても困る」

　悲しくなるほどごもっともだった。

「だけどその口ぶりだとヴァーミリオンさんは黒鉄くんとえっちなことしたいのかな？」

（ほ、ほんとにぶっ込んでくるわねこの人っ！）

　でもステラとしても、もうカミングアウトした以上隠しても仕方のないことだ。

　この際、誰かに喋るだけでも胸中の不安が和やわらぐかもしれない。

　だからステラは水に深く浸つかって、ぽつりと呟くような声で内心を吐露とろする。

「そ、そこまでは言わないけど……もうちょっと恋人らしいことはしたいかなぁ……って」

「だったらそれをそのまま言葉にすればいいんじゃないの？」

「……それが出来れば苦労しないのよ」

「どうして？」

「だって……そんなこと、女の子から言い出すなんて、はしたないじゃない」

「そうかな？　相手が恋人ならイチャイチャしたいなんてすごく当たり前のことのように思えるけど。むしろイチャイチャしたくないと思うほうが不健全なんじゃない？」

（……あれ？）

　改めて第三者から言われてみればなんだかそんな気がする。

　確かに好きな相手ともっと深い関係になりたいと思うのは至極当たり前のことだ。


　そこに男女の差があるとは…………いや。



「でもやっぱりそれぞれのペースってあると思うし……、先走ったこと言ったらえっちな女の子だって思われて、嫌われるかもしれないしー……」

「仮にそれぞれのペースがあって、ヴァーミリオンさんが先走ってしまったとしても、その程度のことでヴァーミリオンさんを嫌いになるほど黒鉄くんは薄情者なのかな？」

「そ、そんなことないっ！」

「だったら何も問題はないじゃない」


「それは…………あれ？」



　確かに言われてみればその通りだった。反論のしようがない。

　どうしてそんな当たり前のことに気づけなかったのだろう、とステラは首をひねる。

　これが恋は盲目というやつなのだろうか。

　そしてそんなステラを眺め、

「大切な人と過ごせる時間は無駄にしないほうがいいよ。ボクたちが命ある生き物である以上、別れはどうしても訪れるものだから」

　絢瀬がどこか哀愁あいしゅう漂う大人びた眼差まなざしで呟いた。

「……なんだかセンパイが初めて年上に見えたわ」

「ちなみにこれはボクの予想なんだけど、黒鉄くんもヴァーミリオンさんとイチャイチャしたがってると思う」

「それは、どうして？」

「ヴァーミリオンさんはここに来たときプールの内装を見渡してて気づいてなかったかもしれないけど、ヴァーミリオンさんを見てたときの黒鉄くんの目がすごくえっちだった。なんかすごくだらしない顔してて面白かったぞ」


「～～～～～～～～っっ！」



　なんということ。一生の不覚だ。超見たかった。見逃したのが悔やまれる。

　慚愧ざんきの念にステラが悶絶もんぜつしていると、

「あれ、綾辻さんもう息が続かなかったの？」

　ビーチボールをしまった一輝が帰ってきた。

「ううん、ちょっとヴァーミリオンさんとお話ししていただけだよ」

「そうなんだ。で、どうだった？　自分の身体の中に意識を通す感覚は摑つかめた？」

「うん。この鍛錬の意味も理解出来た。だからちょっと一人で集中したい。少しの間離れた場所にいっていいかな？」

「それは構わないけど」

「あと、ヴァーミリオンさんが黒鉄くんにとても大切な話があるらしいから聞いてあげて」

「なぁあっ!?」

　突然のフリにステラが悲鳴にも似た驚きの声を上げる。だが絢瀬は、

『ここ最近ヴァーミリオンさんの彼氏を独占していたお詫わびだよ♪』

　などとウインクしながら無駄に速い泳ぎで遠ざかっていってしまった。


（そんなお詫びいらないわよーーーーっ!!）







◆






　絢瀬が去った後、一輝とステラの二人はプールサイドに置かれた休憩用のベンチに移動した。

「それで、大切な話ってなんだろう？」


「……………………えっと……」



　だがステラはすぐに返事は返さない。

　頰を赤くし、視線を落としたまま黙り込んでいる。

　まあ無理もない。

　さっきは絢瀬になんだか理屈で丸め込まれてしまったが、結局のところ、こういう問題は理屈じゃないんだ。

　どうして『もっと恋人らしいことをしたい』と言って嫌われるなんて思っていたのか。

　どうしてそんなことで一輝が自分のことを嫌いになったりしないことに気づけなかったのか。

　その理由を、ステラは一輝の顔を見て理解した。

　要するに、ごくごく単純に、──恥ずかしかったのだ。

　だから気づかないふりをして、適当な理由をひっつけて、問題を先送りにし続けてきた。

　あわよくば、一輝の方から言い出してくれないかしら？　なんて都合の良いことを考えながら。

　だってそうだろう。自分から一輝に『キスして』っておねだりするなんて……、

（そんな恥ずかしいこと、言えるわけないわよぉーーっ!!!!）

「……ステラ？」

「あ、ご、ごめん！　大切な話よね、えっと……」

　だが絢瀬が退路を断ってしまった以上、せめて何か言わないと……

「みっ、水着。そう！　今日の水着、どうかな、って……！」

「もちろんすごく似合ってると思うよ。ステラはスタイルがいいから、そういう水着が本当によく似合うよね」

　ステラがなんとかひねり出したその場しのぎの質問に、一輝は照れなく答える。

　いつものような優しい表情で。

　しかし、それが何となくステラには引っかかった。

　事前に自分の水着姿を見たとき、一輝がだらしない顔をしていた、と絢瀬から聞いていたからだろうか。

　本当にそうならこんな平然と答えが出てくるものだろうか。

　なんだかどうにも、うわべだけでやり過ごされた感じがする。

「……実はさ、僕もステラに大切な話があるんだ」

「イッキも？」

　意外だ。一体何のことだろう。

　もしかして一輝も自分に水着の感想を求めてくるとか？

　だったらどう答えよう。ステラとしてはどんな姿だってイッキは格好いいのだけど、それを素直に自分が口に出来るかがすごく疑問で──




「僕たち、その、このままでいいのかな、って思って」




「え……」

「ずっと考えてたんだ。僕たち、この一カ月ぜんぜん恋人らしいことしてないだろ。それが気になって……」

　一輝が切り出した言葉に、ステラはすっと胸のあたりの体温が五度くらい下がった感覚を覚えた。

『僕たち、この一カ月ぜんぜん恋人らしいことしてないだろ』

　それはステラが恐れていた言葉。

　想像することすら怯おびえていた台詞せりふ。

　それが今、彼女の恋人の口から零れ出た。

　同時に、氷水のように冷たい理解がステラの身体に浸透する。

（やっぱり……一輝はこの関係に満足していなかったんだ）

　だというのに、我慢させてしまった。一カ月も、ずっと。

（アタシ……飽きられちゃったんだ）

　でも、考えてみれば当然だ。

　一輝には珠雫しずくもいる。年上だけどあんなに綺麗な弟子がいる。

　それ以外でも、日下部くさかべやクラスの女子たちにも可愛い子はいる。

　一輝の周りには彼を慕したう女の子がいっぱいいるんだ。

　いつまでも触らせもしないお高くとまった女なんかに構ってくれるわけがなかったんだ。

「……それで、これからの二人のことについて話し合いたいって思ってて」

　イヤだ。

　続く言葉はわかってる。

　──だったらもう前の関係に戻った方がいいんじゃないのかな。

　そんなの聞きたくない。一輝の口からこれ以上この話を続けられるなんて、耐えられない。

　だからステラは──

「そ、そうよね！　実はアタシも本当は水着のことじゃなくてそのことを話そうと思ってたのよ！」

　一輝から顔を背そむけて、彼の言葉にうわずった声をかぶせた。

「ひゃ、やっっぱりムリがあったのよね！　皇女と庶民の恋愛なんて！　遠すぎるもん！　イッキだってそりゃ、手も握らせない彼女なんかより、センパイみたいな太ももとかお尻しりとか触らせてくれる女の子のほうがいいわよね！」

「は、はぁあ!?　ちょ、ちょっとまってステラ！　君は一体何の話をしてるんだ!?」

「にゃにって、わ、別れ、話でしょ！　恋人らしいこと全然してくれない女なんかいらないってことでしょ！」


「な────ッ!?」



　突然のステラの言葉に、一輝は目を剝むいて驚く。

　当然だ。彼からしてみればどうしてステラが突然そんなことを言いだすのか、全く理解できない。

「そんなこと考えたこともないよ！　ちょっと落ち着いて話し合おう！」

　一輝は青ざめた表情でそう言うと、顔を背けているステラの肩を摑む。

　そして彼女を向き直らせようとするが、

「触らないでッ!!」

　本気の拒絶の声と共にパシン、と肩にのせた手を払われてしまう。

　その一瞬、波打つ赤髪の合間にきらりと光る飛沫しぶきが舞う。

（ステラ、泣いてるのか）

　と、とにかくどうして別れるなんて言いだすのか問いたださなくては。

　ここで自分まで熱くなったら終わりだぞ、と一輝は己に言い聞かせる。しかし──

「僕が何かステラに嫌われるようなことをしたなら謝るから言って欲しい。お願いだ」

「……嫌いになったのはイッキでしょ」

「そんなことない！　ていうかなんでそうなるんだ！　そんなこと言ってないだろ!?」

「言わなくてもわかるもんっ！」

「いや全然わかってない！　ちょっと落ち着いてくれ！」

「アタシは落ち着いてるわひょっ!!」

「いいや落ち着いてない！　なんで僕がそんなこと言うと思うんだ！　そんな発想が出てくるなんて、ステラの方こそ僕のことが嫌いなんじゃないのか！」

　突然の事態に一輝も動揺していた。

　まあ大好きな恋人に突然別れ話を切り出されたら当然だ。

　ステラのことを本当に好きだからこそ、とてもじゃないが平静でなんていられない。

　どうしても声音こわねが荒くなり、怒鳴りあうような形になる。

「そ、そんなことないっ！　アタシはイッキのこと大好きだもん！」

「いいや、僕の方が大好きだッ！」

「噓よ！　絶対ぜーったいアタシの方が好きッ！　だってイッキさっき水着の感想聞いたときすんごいうわべだけだったもん！　どうせ触らせもしないアタシのことなんてもうどうでもいいんでしょ！　センパイが見ただらしない顔のイッキだって、センパイの水着を見てたからに決まってるわ！」

「なんだとっ！　ひどい言いがかりだ！　さすがの僕でもいい加減にしないと怒るぞッ!?」

「もう怒ってるじゃないのばかぁ！」

「ステラが言いがかりばかりつけてくるからだ！　大好きな女の子がこんなに魅力的な格好をしているのに、別の女の子に目移りなんてするわけないだろ!!」

「じゃあどうして感想聞いたときあんなにしれっとしてたのよ！」

「たしかに、感想聞かれたときはうわべで流したけど、でも……素直に言えるわけないじゃないか！　すっごくえっちでドキドキして目が離せなかったなんて！　スケベな男だと思われたら、ステラに嫌われちゃうかもしれないしっ！　大体ステラこそどうなんだ！　大好きなんて言ってるくせにこの一カ月手も触らせてくれないじゃないかッ！」

「そんなのアタシだってイッキと同じよッ!!　女の子のほうからえっちなことしたいなんて言えるわけないじゃないの！　ふしだらな女だって思われてイッキにガッカリされたくなかったのよ!!」


「じゃあなんで僕らはこんなケンカしてるんだよーーーーーーッッ!!!!」

「知らないわよそんなことーーーーーーーーッッ!!!!」



　二人は周りに人がいることもお構いなしに怒鳴りあい、





「「……………………あれ？」」






　ほぼ同じタイミングで自分たちの論争がかなりおかしな事になっていることに気づいた。

「あのーすみませんお客さん。他のお客さんもいますので痴話ちわゲンカなのかノロケなのかよくわからない問答もんどうは人目に付かないところでお願いしていいですかねぇ？」


「「～～～～～～～～～～～っつ!!!!」」



　ニヤニヤした監視員に注意されて、二人揃って顔を耳まで真まっ赤かに沸騰ふっとうさせる。

　見れば、周りの客たちもなにか物珍しい動物を見るような視線を向けていた。

「す、すみません！」

「ごめんなさい～～っ！」

　二人は逃げるように五十メートルプールの横にある児童用プールの方へ向かう。

　そこには一輝たち以外誰もいなかった。ここを利用する年代の子供たちにとって六月はまだプールの季節ではないのだから当然と言えば当然だ。

　二人はその児童用プールの真ん中に設置された傘の形をした噴水の内側に入る。

　ここなら落ちる水がカーテンになって中の様子は見えないし、声も水音がかき消してくれる。

　この中で起こることは、二人にしかわからない。

　隔絶された場所──だからこそ、


「イッキ、あの、今こっち見ないで…………」



「うん。僕も今の顔を見られるのはイヤだから、ちょうど良い……」

　なんだか今は無性に気まずかった。

　一緒に逃げこんだはいいが、お互いなんだかさっきとてつもなくアホな言い争いをしたことを自覚してしまって、恥ずかしくて相手の顔が見れない。

　……だけど、

「あのさ、ステラ」


「…………なに？」



「……二人で一緒に、今一番したいこと、言わないか？」


「…………うん」

　確かにアホな言い争いだったけど、無意味ではなかった。だって…………






「「キス、したい」」




　自分の好きな人が、こんなにも自分を求めてくれているんだって、わかったのだから。

　だから、それ以上の言葉はいらなかった。

　一瞬、二人は呆あきれたように小さく噴き出して、愛いとおしい恋人の顔に目を向ける。

　もう恥ずかしさで視線を逸らすようなことはなかった。

　一輝を上目遣いに見上げるステラが、そっとまぶたを閉じる。

　長い睫毛まつげの端には先ほどの涙の雫しずくがまだ張り付いている。

　一輝はそれを指先で優しく拭ぬぐい、その手をそっとステラの柔らかい頰に添える。

　ぴくん。

　と、一瞬ステラの身体が強こわばる。

　柔らかい頰は熱く、長い睫毛は初めての行為への不安に揺れている。

　だけど逃げようとする素振そぶりはない。

　まぶたを閉じ、自分に身を任せてくれている。

　そのことが嬉しくて、たまらなく愛おしくて──

　噴水が水面を叩く音と飛沫のカーテンの中で、引き寄せられるようにステラと唇を重ねた。

　重ねた……というにはあまりに浅い、ただ触れただけのくちづけだったが。

　だけど唇が火がついたように熱い。

　当然だ。頰にくちづけは友達や家族にもするだろうが、口と口のくちづけは絶対にしない。

　つまりそれは二人がもうかけがえのない関係であることの証明。あの日の言葉がただの言葉でないことを示す、二人にとって初めての確かな絆きずなの証あかしなのだから。


「…………ねぇ、イッキ」



「なに？」

「……イッキは、自分からキスをせがむえっちな女の子はきらい？」

「えっちな女の子がきらいな男なんていないよ。むしろそれは僕が聞きたいな。……ステラはその、ステラのことをエッチな目で見る男はイヤ？」

「イヤ。そんなの、イッキにしか許さない……」

　一度ステップを踏み出せば、もう迷いはなかった。

　二度目のくちづけは一度目よりも深く、強く。


「ん…………」



　未だに大人のキスとは言えないつたなくもどかしいものだったが、互いに必死になって愛おしい人を求めた。

　──こうして、混乱もあったがその日は二人にとって忘れられない一日となったのだった。





◆






　プールを出る頃には空はすっかり暮れ始めていた。

　空腹を感じていた三人は、寮に戻る前に町で夕食をとることにする。







[image: ]







　一輝は女性二人に何か食べたいものはないかと聞いたが、特にリクエストはなかったので適当なファミリーレストランに二人を案内した。

　そこで三人は各々好きなモノを注文する。

　一輝は大盛りきつねうどん。絢瀬は鮭定食。ステラはミックスグリルを四人分とステーキ三枚だ。

「ヴァ、ヴァーミリオンさんはものすごくよく食べるね……」

「……仕方ないでしょ。このくらい食べないと身体が動かないのよ」

「それだけ食べてどうしてあのくびれなんだ……。なんだか色々納得がいかないよ」

　大食らいの自覚があるステラは少し恥ずかしそうに頰を火照ほてらせながらも、食事の手は止めない。

　バクバクと、カロリーたっぷりな夕食を平らげていく。

　まあ彼女くらいのパワーを持つ身体マシンを動かすためにはそれなりの燃料が必要になるということだろう。

　そしてその食いっぷりを見た絢瀬がおかしそうに笑う。

「なんだかヴァーミリオンさんはお姫様という感じがしないね」

「もぐもぐ。どういう意味よそれ」

「悪口じゃないよ？　ただとっても接しやすいし、食事の仕方もボクたちとあまり変わらないから」

「そりゃもちろんテーブルマナーの授業くらい受けてるけど、ここはそういう場でもないでしょう」

　ぐるりとステラが見渡す店内は夕食時でとても混み合っている。

　食器のこすれ会う音。店員や客が往来おうらいする音。親子連れの子供の泣き声。学生たちの周りを憚はばからない下品な笑い声や話し声など──雑音だらけだ。

　こんな場所で一人、お上品に食事しても逆に変な人間に見られるだろう。

「時と場合によって使い分けられてこそ身についた技術よ。マナーも、剣術もね」

「はは。耳が痛いよ」

　自分の未熟さを指摘され、しかし絢瀬は楽しそうに微笑ほほえむ。

「今日は……ううん、今日もとても勉強になった。黒鉄くんと一緒に修行するようになって、毎日が発見と成長だらけだよ。……父さんから教えてもらった奥義を使いこなすにはまだまだ未熟だけど、でも少しずつ父さんに近づけている実感がある。本当に、黒鉄くんにはどれだけ感謝してもしたりないよ」

「すべて綾辻さんの努力あってこそだよ。それに、綾辻さんなら一人でもいずれは気づいただろうし、その奥義にもいつかは至れていた。僕がしたことなんてほんの少し背中を押したくらいなんだから、そう恩に着なくてもいいよ」

「いや、……ボクにとっては今知れたことが大切なんだ」

「それって代表戦がやってるからってこと？」

「そうだね。ボクは三年。今年が最後の七星剣武祭だ。だから、なんとしても代表戦に勝ち残らないといけない。七星剣武祭に出て、奪われた大切なものを取り戻すために。そのために、『今』力が必要なんだ……っ」


（…………ん？）



　呟く絢瀬の瞳に、一輝はふと気になる感情を見つけた。

　怒り。……それも並大抵の感情じゃない。殆ほとんど『殺意』に近い、強い憎悪だ。

　──彼女は一体、なにをそこまで……




「ハハッ、やっぱりな。どっかで見たツラだと思えば、絢瀬じゃねェか」




　ふと、唐突に一輝の背後から、ザラザラした男の声が絢瀬の名を呼んだ。


「────ッッ!?」



　瞬間、絢瀬の双眸そうぼうが驚愕きょうがくに見開かれる。

　その視線の先には身長百八十センチはあろうという長身の男が立っていた。

　染髪した髪。サングラス越しにも獰猛どうもうさを隠さない三白眼さんぱくがん。

　禁煙席エリアだというのに煙草たばこを吹かし、派手な臙脂えんじ色の上着を着崩している。

　大きくはだけた胸元からは嗤わらう髑髏どくろの入れ墨が顔を覗のぞかせ、周りの客を威圧していた。

　その特徴的な外見に、一輝は覚えがあった。

　この店に入ってきたとき、喫煙席エリアの奥でゲラゲラと騒いでいたマナーの悪い一団の一人だ。

「最近顔見せなくなったと思ったらこんなトコで会うとはなァ。ハッハー。おもしれェ偶然もあるモンだ」

「ねえクラウドぉ、誰と話してんの～？」

「早くゲーセンいこうぜぇ」

「お？　おいおい絢瀬ちゃんじゃないのぉ、おっひさー」

「最近遊びにこねぇから心配してたんだぜぇ？　ぎゃはは」

「おいおい、テメェ蔵人くらうどが話しかけてるってのにシカトかァ？」

「ずいぶんとお高くなったじゃねえの？　オォ？」

　ゾロゾロと、髑髏の男に続いて彼と一緒に騒いでいたアウトローな風体ふうていの若者たち十人ほどが、一輝たちのテーブルに集まってくる。

　どうやら彼らと絢瀬は知り合いのようだ。

　しかし、絢瀬は彼らの方を見ようともしない。ただ俯うつむき……何かに耐えるように唇を嚙かみしめていた。

　その姿を見て、一輝の行動は決まった。

「悪いけど連れが嫌がってる。離れてくれないか？」

「アアン？　んだテメェワ!?」

「ナマ言ってっとッコロスぞらァッ!!」

　取り巻きが一輝にがなり立てるも、一輝は相手にしない。

　ここで相手にするべき人間は一人だ。

　一輝はそれを理解しているから、クラウドと呼ばれた髑髏の男だけに視線を向けた。

　すると、髑髏の男は一輝を興味深そうに睥睨へいげいし、不思議なことを尋ねてきた。

「……テメェ、剣客だな？」

「わかるのかい？」

「ハッ、何となくな。テメェらには独特の気配がある」

　呟くと、髑髏の男は一輝たちの近くで食事をしていた家族客のテーブルから、ビール瓶とグラスを取り上げると、

「悪かったなブラザー。食事の邪魔してよ。懐なつかしい顔だったもんでつい気安く話しかけちまったんだ」

　グラスにビールを注ぎ、一輝の前にそれを滑らせた。

「コイツは詫びの印だ。受け取ってくれ」

「ああ。悪いね」

　君のビールではないだろうと言いたかったが、ここで下手に事を荒立てるのは良くない。

　一輝はテーブルの上のグラスに手を伸ばし、

「イッキッッッ!!!!」

「黒鉄くんッッッ!!!!」

　瞬間、髑髏の男が振るったビール瓶が一輝の後頭部を強打した。





◆






　ガシャーン、とビール瓶が砕け散り、破片が飛散する。

　それほどの強打を頭部に受け、一輝はテーブルに突っ伏すように倒れた。

「ハッハーッ！　剣客が油断してんじゃねェよボケッ！」

「アハハ、やっるぅ」

「さすがクラウド。相変わらずブチキレた野郎だぜェ！」

「そこにしびれるあこがれるぅ!!」

　髑髏の男の凶行に取り巻きたちが歓声を、周囲の客が悲鳴を上げる。

　男は砕けたビール瓶を投げ捨てると、舌なめずりしながらあるモノを取り出した。

「オレァよ、テメェみてェな剣術小僧をぶっ壊すのが大好きなんだよ。さあやろうぜ。持ってんだろ霊装を！」

　男が取り出したモノはまるで白骨のように輝きのない白のノコギリ刃をもつ野太刀のだち。──固有霊装デバイスだ。

　そう、彼が着崩している臙脂色の上着は『破軍』と同じ東京にある騎士学校『貪狼どんろう学園』の制服。

　この男も一輝たちと同じ伐刀者ブレイザーなのだ。

「こぉんのクソ野郎ォォ!!　消し炭になる覚悟は出来てるんでしょうねッッ!!」

　一輝を傷つけられたことに激怒し、ステラの髪から焰ほのおの燐光りんこうが吹き上がる。

　そしてステラは《妃竜の罪剣レーヴァテイン》を取り出すべく手を広げ、

「よせ、ステラ」

　ぐっ、とその腕を一輝に摑まれた。

　一輝は、まるで何も無かったかのようにゆっくりと身体を起こし、

「……騒ぐようなことじゃないよ。少し、彼の手が滑っただけだ」

　一筋、頭から血を流しながらステラに微笑んだ。

「なっ、なに言ってんのよ!?」

「僕だって、ただ少し頭を切って服が濡ぬれただけだ。なにもケンカするようなことじゃない」

　一輝はそう言ってステラを制する。

　こんな場所で固有霊装デバイスを取り出して、あまつさえ乱闘騒ぎなんて起こそうモノなら停学どころではすまない。間違いなく退学になる。だから一輝はステラを止めた。しかし──

「「「ぷ、あははっはははっははっははははッッッ!!!!」」」

　髑髏の男の取り巻きたちには、それが臆病者おくびょうものが強者と目を合わせないように視線をそらす行為に思えたらしい。ゲラゲラと品のない笑声をあげ、指さして一輝を嘲あざける。

「おいおいマジかよ、いきなり頭割られておいてヘラヘラしてやがる」

「いくらクラウドがこえーからって、なんてプライドのねぇ野郎だ！」

「キャハハ。やだぁー。だっさーい！」

「ハハッハー。コイツはおどれェた。剣客のくせにとんだ腰抜けだぜ。テメェそれでもキンタマついてンのかァ？」

　髑髏の男が下卑げびた言葉を一輝に浴びせ、彼を嘲笑ちょうしょうする。

　しかし一輝は何の反応も見せない。ただ場を流すためのアンニュイな笑みを浮かべている。

　その顔に、髑髏の男は唾つばを吐き付けた。

「っ！」

　ステラが再び怒りのボルテージをあげるも、それを一輝は更に強い力で押さえつける。

　そこまでしても火がつかない一輝に髑髏の男は白けた表情を浮かべ、

「ハッ、興ざめだ。こんなチキンに絡んだらこっちの格も落ちちまうぜ。おい、行くぞテメェら」

　踵きびすを返し、店の外へ向かっていった。

「ばいばーい腰抜けくん」

「よかったなー。クラウドが弱いものいじめをしない奴で」

「ホントホント。弱くてよかったでちゅねー。あはははっ」

　彼らが姿を消すと慌てた様子で店長とおぼしき男が一輝の元に駆けつけてくる。

　彼は汗をだらだら流しながら、一輝にぺこぺこ頭を下げる。

「申し訳ありませんお客様っ、大丈夫ですか!?　今すぐ救急車を……！」

「ああ、大丈夫大丈夫。それより救急箱ありますか？　軽く手当だけするんで、あったら貸してください」

「は、はいっ、今すぐ！」

　一輝に頼まれ、店長はバタバタと慌てた様子でクルールームへ救急箱を取りに向かう。

　他のバイトたちは皆周りの客に騒動の謝罪をしていた。

　とりあえず、最低限の騒ぎで事態を収めることが出来た。

　それを確認すると、一輝はナプキンで吐き付けられた唾を拭ぬぐいながら、


「…………なんか顔が二倍くらいに膨張してるよステラ」



　横で風船みたいに頰をぷくーと膨らませたステラに話しかけた。

「ふくれっ面つらにもなるわよ！　あんなクズどもに好き勝手言われたら！　大体イッキ、アンタさっきのビール瓶、わざと避よけなかったでしょ！　どういうつもりなの？」

「下手に避けたら逆上させたかもしれないからね。こんな場所でもめ事起こすわけにはいかないだろう」

「それは、そうだけど……、あんな連中イッキなら《陰鉄》を使わなくてもひねれるでしょ？」

「さて、それはどうだろう」

「どういうこと？」

「あの真ん中にいた髑髏の入れ墨の彼、相当強い。空手でやり合うにはキツイ相手だ」




「そりゃそうさ。そうだろうともさ。なにしろ彼は昨年の七星剣武祭ベスト８だからね♪」




「「──っ!?」」

　突如、会話に割り込んできた場違いなほど明るい少年に、一輝とステラは揃って顔色を驚愕に染めた。

　何故そこまで驚くのか。

　それは、声の主が音もなく影もなく気配もなく、まるで映画の途中で別のフィルムが唐突に差しこまれたように、二人の眼前、食器が散乱するテーブルの上に姿を現したからだ。

　くすんだ銀色の癖毛。光のない金色の瞳。

　ともすると幼稚園児にすら見える小柄な少年は、しかしその小さな身体に破軍学園の制服を纏まとっていた。

　少年はまるで貼り付けたような笑顔で一輝に告げる。

「アハハ☆　いやぁ、災難だったね厄難だったね。目に付いた人間、誰彼構わず嚙みつくあの狂犬で有名な貪狼学園のエース、《剣士殺しソードイーター》倉敷くらしき蔵人に絡まれるなんて。……だけど君の判断は正しかったぜ《落第騎士ワーストワン》」

「クスクス……ええ、まったく。そのとおりです」

　次いで、今度は明確すぎる気配と共にもう一人の役者が現れた。

　店内だというのに日傘をさし、鍔つばの広い帽子をかぶった、背の高い女性。

　目元は帽子の鍔で見えないが、顎あごの輪郭やウェーブを描く美しいブロンドから整った容姿を想像させる。

　身に纏まとう貴婦人のような純白のベルラインドレスが目に鮮やかだ。

　だが──一輝とステラはその姿にざわりと、総身そうみの産毛うぶげがざわめく嫌悪感を覚えた。

　彼女が纏うは汚れ一つない清潔な白。なのに、




　一瞬その姿が鮮血に染まって見えたから。




　何故か。その理由に一輝はすぐ気づく。

　彼女の身体と気配には、香水などではおよそ隠しきれない濃密すぎる血の芳香が纏わり付いているからだ。

　その事実に一輝は確信した。

（……間違いない。本物だ）

「もし貴方たちまで暴れ出したら、この場でわたくしが全員取り押さえなければならなくなっていたところです」

　血と死の気配を纏う純白は、まるで唄うように典雅てんがな声音で呟く。

　そのあまりの不気味さに、ステラは警戒心をむき出しにしながら低い声で一輝に尋ねる。

「イッキ、コイツら誰。……何者なの」

「破軍学園生徒会副会長・御祓みそぎ泡沫うたかたさんと、会計の貴徳原とうとくばらカナタさんだ」

「……貴徳原ッ！　アンタが……っ」

　噂に疎いステラも貴徳原の名にはさすがに聞き覚えがあったらしい。

　貴徳原カナタ。《紅の淑女シャルラッハフラウ》の異名を持つ破軍学園校内序列第二位のＢランク騎士。

　抜きんでた戦闘力で名を轟とどろかせており、学生の身でありながら何度も『特例招集』という形で実戦に参加。《解放軍リベリオン》を筆頭とする様々な能力犯罪者組織の拠点を壊滅させた実績を持つ優秀な学生騎士だ。

「どうやら名乗る必要はないみたいだね。……いやいやしかしあの場面であえて避けなかった黒鉄くんの対応は本当に見事だったよ。《剣士殺しソードイーター》は非公式に他校に殴り込みをかけるわ、町の武術道場を潰して回るわ、とにかく凶暴な男だから、暴れさせると始末に負おえない。君のおかげでボクらも面倒を背負い込まずにすんだよ。本当にありがとう。どうやらボクらは君のことを少し低く見過ぎていたようだ」

「恋々れんれんさんが負けるのも無理からぬことでしたね。この素質を一戦で看破かんぱするあたりは、さすがは《夜叉姫やしゃひめ》といったところでしょうか。わたくしたちも認識を改める必要があります」

「あはは。まったくだ。……さて、ちょっと傷をみせてくれるかい？　手当してあげるよ」

「いや、このくらい自分で」

「いいからいいから♪　先輩にまかせなって。いたいのいたいのとんでけ～ってね」

　言うと、泡沫は優しく一輝の傷にふれ、

「はい。治った」

　裂けた皮膚も、打撲による内出血も、一瞬で綺麗に治ってしまった。


「な…………っ」



　その手際に一輝は三度みたび驚愕する。

　確かに傷は浅かった。避けこそしなかったが、芯しんは外していたから。

　だがそれでもこの手際は異常と言っていい。

　魔力制御だけならＡランクに匹敵する珠雫しずくでも、治癒にはもう少し時間が掛かる。

（いや、というか今のは治癒というより、まるで傷そのものが消えてしまったようだ）

　まず間違いなく、ただの治癒能力ではない。

　御祓泡沫。二つ名を《観測不能フィフティ／フィフティ》。一体どんな能力者なのだろうか。

　ただ者でないことだけは間違いないが──

「あはは。そんな怖い顔で観察しなくても大丈夫さ。ボクは代表選抜戦にはエントリーしてないから」

「あ、すみません。怪我けがを治してくれたのに不作法なことをして」

「あはは。いいっていいって。それでこそ騎士の卵だ。頼もしいよ。さて、じゃあ後輩くんの治療も済ませたし、ボクたちもこの辺で失礼するよ。いこうカナタ」

「はい副会長」

「君たちも夜遊びは程々にね」

　御祓泡沫と貴徳原カナタはその場を後にする。

　二人が去った後、窓から差し込む黄昏たそがれを見て、一輝は疲れをはき出すようなため息をついた。

（……逢魔おうまが時、とでも言うのかな）

　ずいぶんと大物ばかりに出会った気がする。

　しかし、いつまでも立ち去った人間の雰囲気に飲まれているわけにもいかない。

　一輝には、どうしても気になっていることがあった。

「……ねえ、綾辻さん」

「！」

　彼女もやはり自分に話をふられると思っていたのだろう。

　気まずそうな表情で、一輝から逃げるように視線を外す。

　だが一輝は構わず尋ねた。

「あの柄の悪い彼らとは、どういう関係なの？」

　向こうは絢瀬の名前を知っていた。

　絢瀬はメディアに名が出るようなレベルの騎士ではない。

　だから個人的な知り合いであることはもう間違いない。

　しかし、およそ和なごやかな関係でないことはわかる。

　絢瀬のあの表情を見れば一目瞭然いちもくりょうぜんだ。だったら、

「答えたくないなら答えなくて良い。でも……彼らに声をかけられたときの綾辻さん、ちょっと普通じゃなかった。もし彼らとなにかのトラブルを抱えているなら、僕もなにか力になれることがあるかもしれない」

　友達として、手を貸したいと思った。

　その一輝の問いかけに絢瀬は少し躊躇ためらいを浮かべながらも答えようと口を開き、

「……それは、」

　瞬間。生徒手帳から響くメールの着信音に会話を寸断された。

　メールの着信音は、一輝と絢瀬のポケットから同時に響く。

　一輝がこんなときに誰だとディスプレイを見る。送信者は──『選抜戦実行委員会』。

　……ひどく、イヤな予感がした。


　そして、…………それは悪いことに的中していた。






『黒鉄一輝様の選抜戦第十一試合の相手は、三年一組・綾辻絢瀬様に決定しました』




（……なんてタイミングだ）

　間違いなく絢瀬の方に届いたメールも同じ内容のはずだ。

　見れば絢瀬の表情からは血の気が失せており、

「あの、ごめん！　ちょっと、ルームメイトからすぐに帰ってこいってメールがきたから、今日は帰るよ！」

　青ざめた顔で突然そう切り出してきた。

　間違いなく噓だ。

　対戦通知メールを見たことで、一輝といるのが気まずくなったのだろう。

「……うん。わかった。じゃあまた明日」

　それを察して、一輝は絢瀬を引き留めなかった。

　蔵人と絢瀬の関係は少し気になったが、今この場を離れたがっている絢瀬を捕まえて無理矢理吐かせるような事ではない。

　この気まずさが落ち着いてから、また改めて尋ねればいいだろう。


「…………うん、また明日……」



　絢瀬はテーブルに自分の勘定を置き、一輝とステラを残して走り去る。

「すごい顔色だったけど、何かあったのかしら」

　状況を理解していないステラに、一輝は無言でメールを見せた。

「……あっちゃぁ」

「これも巡り合わせって奴なんだろうけど、出来ればぶつかりたくはなかったな」

「そういえばセンパイ、何かを取り戻すために七星剣武祭に出ないとって言ってたわね」

「ああ」

「……わざと負けたりしないわよね？」

「僕がそんなことをすると思う？」

　尋ね返すと、ステラは少し安心したように微笑み、首を横に振った。

「思わない。愚問ぐもんだったわ」

　そう、一輝はそんなことはしない。

　たとえ相手がステラだろうと、珠雫だろうと、それが試合ならば正々堂々戦う。

　それが騎士の礼儀だ。しかし、それでもやはりこの巡り合わせは不運だろう。

（……一応また明日、とは言ったけど、しばらく綾辻さんは修行に来ないかもしれないなぁ）

　そして一輝のその予感は真実となる。

　その日から、絢瀬は一輝たちの前に姿を見せなくなった。
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「いやーしかし傑作だったなぁ、今日のあの男は」

「ははっ、ああいうのをホントの『弱虫』っていうんだろ」

「ねーっ。あそこまでやられてずっとヘラヘラしてるだけなんて、だっさーい」

「言ってやるなよミサト。クラウドに逆らわないなんて利口じゃないか」

「くはは。確かにな。勝ち目のないケンカなら、しねえほうが賢いか！」

　溜まり場にしている廃墟はいきょのような道場で、煙草を吹かしながら少年たちがゲラゲラと品のない声で嘲笑する。

　話のネタはファミレスで見た男の醜態しゅうたいだ。

「……ハハッ、テメェらはそう思うか？」

　ふと、一人離れた場所で崩れた屋根の穴から覗く月を眺め、酒を飲む蔵人が取り巻きたちに問いかける。

「ああもちろんだ。あんなもやしがアンタに勝てるわけねえよクラウド」

「まったくだ。あんなチキン、クラウドが相手にする価値もねえ。オレだって片手でひねってやるぜ」

「ぎゃはっは。弱いものいじめはやめろよー。まーた警察にチクられちまうぞー」

　ゲラゲラ。

　何がそこまでおかしいのか、少年たちは笑い続ける。

「ハハッ」

　その姿を一瞥いちべつし、蔵人は再び月に目をもどした。

（……阿呆あほうが。なにもわかってねぇなテメェらは）

　思い出すのはまっすぐ自分に向けられていた一輝の瞳だ。

　そこには怯えや竦すくみなどの感情は一切なかった。

　ただただ、氷のような冷静さがたゆたっていた。

　この場をいかに、最小限の騒ぎで切り抜けるか。

　あのとき一輝はただそのことだけをしたたかに考えていたのだ。

　挨拶あいさつ代わりに放った自分の一撃を受けたのも、まずワザとだろう。

　あれだけの目が出来る男だ。あの程度の奇襲を躱かわせないはずがない。

「お高い野郎だぜ。あんな安い挑発じゃその気にならねェか。……ハハッ」

　まあいい。

　あのレベルなら必ず『七星剣武祭』に出てくるはずだ。

（野郎を潰すのは、そのときのお楽しみだ）

　蔵人はグラスの酒を呷あおる。

　久しく見なかった大物の手応てごたえに胸を高鳴らせながら──
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　絢瀬が一輝たちに会いに来なくなってから三日。

　試合前日の夕刻になっても、絢瀬は一輝たちの前に姿を見せなかった。

　その事実に、ステラが少しアンニュイなため息をつく。

「結局、一度も来なかったわね。センパイ」

「あら。ステラさんにとってはそっちのほうが都合が良いんじゃないですか。お兄様につきっきりで剣を教えてもらえる綾辻先輩に散々ヤキモチを焼いていたのですから」

「……うるさいわね。それとこれとは別問題なの。いなかったらいないで寂しいのよ」

「わがままな人ね。……まあ、そこが良いところなのかもしれませんが」

「何か言った？」

「脚太いですよ」

「太くないって言ってるでしょッ！」

　仲が良いんだか悪いんだか、いつものようにじゃれ合いをはじめる二人を遠巻きに見つめながら、一輝は手元で生徒手帳を遊ばせる。

　その一輝に有栖院ありすいんの長い影が近づいてきた。

「もうずっとメールでも音沙汰無し？」

「……まあね」

「本当に？」

　一輝は顔を上げ、有栖院のほうに目を向ける。

　彼は口元に穏やかな笑みを浮かべていたが、……何かを探るような気配を瞳に宿していた。

「……どうして疑うんだい？」

「どうしてもなにも、当然の懸念けねんでしょう？　色々わからないことは多いけど、絢瀬さんの『絶対目的』ははっきりしているわ。『七星剣武祭に出場すること』。だったら明日の一輝との試合は負けられない」

　七星剣武祭代表は代表戦の戦績優秀者から『六名』選抜される。

　担任教師である折木おれきの口ぶりから、おそらく試合数は多くて二十。

　そのくらいならば無敗を維持する生徒がある程度出てくる。

　一敗すれば、まず出場の可能性はないと考えた方が良い。


「でも普通に戦えば彼女が勝てる見込みはない。当然よね。レベルの差がありすぎる。そしてそれは、貴方あなたに直接剣を教わっている彼女が一番よく知っている。なら…………当然事前に勝つための策を打ってくるはず。違うかしら？」



「アリスは本当に鋭いね」

　肩をすくめ、一輝は手に遊ばせていた生徒手帳を有栖院に投げて渡した。

　そのディスプレイには、一通のメールが表示されている。

　差出人は綾辻絢瀬だ。




『黒鉄くんにしか話せない大切な相談がある。

　君の力を貸して欲しい。

　明日の午前三時、本校舎の屋上で待っている』




「今朝方に届いたメールだよ」

「いかにも罠わなでござい、って感じよね。これ」

「はは……、確かに。でも、これは罠なんかじゃないよ」

「断言するわね」

「信じてるからね。綾辻さんはそんな卑劣ひれつなことをする人じゃない。ほんの数日だけど、彼女と一緒にいた僕にはわかる」

　一輝から見た絢瀬は真面目すぎるくらい真面目で実直な努力家だ。それに、

「彼女は僕の手を好きだと言ってくれた」

　試合の相手に場外工作を仕掛けるような卑劣な人間がそんなことを言うだろうか。

　そんな、他人の努力を、この戦いに望むすべての騎士の覚悟を嘲笑あざわらうような人間が。

　──言うわけがない。

「だから、僕は彼女に会いに行くよ」

　絢瀬は大切な友人だ。その友人が自分にしか出来ない相談があるという。ならば、それを放ほうっておくことは出来ない。そう一輝は断言する。すると有栖院は、

「眩まぶしいわね。貴方」

　苦笑しながら、手を伸ばせば届く場所にいる一輝を、とても遠い……どうあっても手が届かないものを見るような瞳で見つめた。

「眩しい？」


「ええ、とっても。たまに羨うらやましくなるわ。珠雫やステラちゃんみたいに、誰かを必死で愛せる気持ちや、一輝みたいに、誰かをまっすぐに信じられる心が。…………そしてそのたびに自分の心の醜さを思い知らされる。あたしはもうどうしても、人を真っ直ぐ見ようという気になれないから」



　でも、と有栖院は言葉を句切って今一度気遣わしげな表情を作り、忠告する。

「そんなあたしだから気づけることもある。……余計なお世話かもしれないけど、もしものときは、彼女との縁を切る覚悟はしておいたほうがいいわ。人間なんて一皮剝けばどんな顔をしているのかなんてわからないものよ。半端に動揺を引き摺ずっては、勝てる試合も勝てなくなる。《狩人》との試合のときのようにね」

「そういえばあのときも、忠告をくれたのはアリスだったね。でも大丈夫だよアリス。僕にとって一番大切なことは、もう揺るがないから」

　そう告げて、一輝は視線を珠雫とじゃれ合うステラに向ける。

　──頂点を巡る戦いで再会しよう。

　彼女とそう約束した。だから、

「僕は彼女との約束を裏切らないよ。何があってもね」

「ふふ、余計なお世話だったわね。ごめんなさいね。不快なことを言って」

「別にそのことは不快なんかじゃないよ。……ただ、桐原くんとの試合前といい、今回といい、物事のターニングポイントで僕を気遣って助言をしてくれる僕の素敵な友人を醜いと言われるのは気分が悪いね。たとえそれがアリス自身であってもさ」

　瞬間、有栖院は躊躇ためらうような、困ったような複雑な表情を見せた。

　だが、すぐにそれを引っ込める。

「ふふ。あんまり格好いいこと言っちゃうと、……惚ほれちゃうわよ」

「冗談は性別だけにしてくれ」

　返ってきた言葉はいつもの有栖院の軽口だ。

　だから一輝も軽口を返し、それ以上は踏み込まない。

　これ以上突つついても、有栖院からは何も出てこないだろうから。

　なら今は、……目の前のことに集中だ。

　一輝は夕焼けに染まる校舎、その屋上を見上げる。


　明日の午前三時。…………そこで彼女が待っている。



（僕は、彼女の力になれるだろうか……）
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　約束の時間の十分前に一輝はステラを起こさないように自室を出る。

　そして皆が寝静まり物音一つしない廊下を抜け、外へ。

　空にぼんやりと浮かぶ青ざめた月の明かりを頼りに、あらかじめ開けておいた校舎の窓を目指す。

　そこから夜の校舎に身を忍ばせると、踵かかとが床を叩き、音が薄闇に残響した。

　普段賑にぎやかな場所だからこそ、この死んだような静寂が不気味だ。

　一輝はその耳が痛くなるような静寂の中を歩き、屋上を目指す。

　階段を上へ上へと進み、やがて目の前に現れる鉄の扉を押し開く。

　風が、びゅうと吹き込み、同時に青白い月光が差し込む。

　眼前に広がる屋上の景色はただただ殺風景なものだ。

　暖かみのないコンクリートの床が広がり、無骨なフェンスが夜空を汚している。

　寒々しい景色だ。

　吹き込む風も、月の光も、初夏だというのにすべてが冷たい。

　そんなすべてが青ざめた光景の中心に、フェンスを背に浴衣ゆかた姿の綾辻絢瀬は立っていた。

「やあ。プール以来だね。綾辻さん」

「うん……こっちから頼んだことなのに、すっぽかしてゴメン」

（……ん？）

　すまなそうに謝る絢瀬の瞳に、一輝は微細な違和感を覚えた。

　自分に真まっ直すぐ向けられた目線が、どうにも乾いて見えたのだ。

　まるで、作り物のガラス玉のように。

　最近は一輝になれてきたからか、一々目線を逸らすようなことをしなくなった絢瀬だが、プールの日もやはり、ふと会話が途切れた瞬間などに視線が合うと、その視線をさりげなく外したりはしていた。まあこのくらいは異性慣れしていない人間の普通な反応だと思う。

　しかし、だからこそ今日の絢瀬の視線が一輝には気になる。

　彼女は、こんな静かな夜に自分を真っ直ぐと見つめてくる女性だっただろうか、と。

　──だが、違和感と言っても本当に微細なものだ。

　だから一輝もわざわざ口に出してそのことを追及したりはしなかった。

　今日はそんな話をしに来たわけではないのだから。

「別にいいよ。さすがにあんなメールの後じゃお互い気まずいのは当然だから」

「そう言ってもらえると助かるよ。……それに、約束通り一人で来てくれたんだね。ありがとう。だけど彼女持ちとしてはあまり褒められた行動じゃないよね？」

「ああ、やっぱり気づいてたんだ。ステラには内緒だよ。嚙みつかれてしまう」

　肩をすくめ、冗談めかしながら一輝は絢瀬に歩み寄り、今日の本題を問いかけた。
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「……それで、僕に相談ってなんだろう？」


「────」



　絢瀬は押し黙る。

　切り出すことを迷っているのか、それとも別の意味の沈黙か。

　作り物めいた瞳からは絢瀬の感情が読み取れず、一輝も判断がつかなかった。

　だがこのまま黙っていても始まらない。

「切り出しにくいなら僕の方から一つ、質問してもいいかな」

　一輝は切り口を変えた。絢瀬は答えない。

　だがこの場合の沈黙は肯定と見なし、一輝は改めて──今度は大きく核心に踏み込んで尋ねた。

「前の話の続きだけど、綾辻さんから大切な何かを奪ったのは倉敷蔵人なんじゃないか」

　瞬間、作り物めいた瞳が驚愕に揺らぐのを一輝は見逃さなかった。

「……どうしてそう思うの？」

「ちょっとした直感と考察だよ。食事の時『奪われた大切なものを取り戻す』と言った綾辻さんは殺気すら漂わせる鬼気迫る表情をしていた。そして綾辻さんは同じ殺気をあの日、もう一度放っていた。《剣士殺しソードイーター》が現れたときだ」

　唇を嚙みしめながら下を向いていたとき。

　絢瀬から感じた殺気は、食事中に垣間見せたそれと同じものだと一輝には思えた。

「そして、綾辻さんはその奪われた何かを取り戻すために『七星剣武祭』に出なければならないと言った。つまり──奪った人間は大会に出てくるような騎士ということ。《剣士殺しソードイーター》は昨年のベスト８。この戦績なら新宮寺体制の破軍のような特殊な選抜方法を用いてない限り、まずシード枠は揺るがない。この二点から、綾辻さんが『何か』を取り戻そうとしている相手は《剣士殺しソードイーター》なんじゃないか、と考えたんだ。どうだろう。間違っているかな？」

　そう問いかけつつも一輝はこの考察が当たっているモノと確信していた。そして、

「フフ、本当、なんでもわかってしまうんだね。黒鉄くんは。そこまで正確に言い当てられると隠す気もなくなるや」

　それは全くその通りだった。

「あのね。今日黒鉄くんをここに呼びだしたのは、ちょっと聞きたいことがあるからなんだ」

「……聞きたいこと？」

「うん。──プールの更衣室でヴァーミリオンさんに聞いたんだけど、黒鉄くんはヴァーミリオンさんと『七星剣武祭』の決勝戦で戦う約束をしているんだってね」

「うん。まあ決勝戦で都合良く当たれたら、の話だけどさ。でも、どこであろうと必ずもう一度相見あいまみえようとは誓い合っている」

「だけどそこにたどり着く前に自分では到底勝てない敵と戦うことになってしまったとしたら、黒鉄くんはどうする？」


「…………？」



　質問の意図がわかりかね、一輝は一瞬首をひねる。

　どうして絢瀬が自分とステラのことを知りたがるのか。

　だがすぐに、この質問が絢瀬自身の現状にもかかっていることを理解した。

　一輝は約束のために。絢瀬は『何か』を取り戻すために。

　理由は違えど、立場は似ている。

　……大一番の前に、それに臨む心構えを他人に尋ねてみたい。そういうことだろうか？

　やはり意図ははっきりしないが、質問の答えは決まり切っていた。

「正々堂々全力を尽くして戦う」

「勝てなくても？」

「やってみなければ分からないけど……たとえ負けるとしても、全力を尽くして戦う以外に出来ることなんてない」

《狩人》との戦いの時、一輝は一度、自分で負けを認めそうになった。

　だが、ステラのおかげで彼は思い出すことが出来た。

　敵に負けて負う傷は確かに辛いモノだが、いずれ癒いえればまた戦える。

　でも、自分に負けて負う逃げ傷は、生涯残る決して癒えない傷なのだと。

　だからこそ、たとえ負けるにしても、その試合を戦い抜いた自分を誇れるように全力を尽くす。

　一輝はもはやそれを見失うことはない。──だが、




「ボクはそうは思わない。結果が伴わない正しさなんて、ただの戯ざれ言ごとだよ」




　その回答を、絢瀬は氷柱つららのように鋭く冷たい声で切り捨てた。


「え…………っ」



　あまりに意外すぎる言葉に、一輝は息を呑む。

　絢瀬から……そんな『勝てればなんでもいい』という理論が出てくるとは思ってもいなかったから。

（……どうして、そんなことを）

　自分の中にある絢瀬の像からはあり得ない言葉に、一輝は返す言葉を紡つむげない。

　しかし、……言葉は返せずとも、彼は気づいた。

　作り物のような瞳の下、絢瀬の薄い唇が……嘲るような微笑を浮かべていることに。

　それは一輝が見たことのない絢瀬の表情だった。

　その表情を目にしたとき、一輝には二つの疑問が浮かぶ。

　これは、本当に絢瀬なのか。いやそれとも、──これが本当の絢瀬なのか。と。

　そして困惑する一輝に追い打ちを掛けるように、絢瀬は冷笑の表情のまま、

「だからボクの答えはこうだ。──どんな手段を使ってでも、その相手を蹴落とす」


「────!!」



　右手に緋色に輝くの刀身を持つ刀《緋爪ひづめ》を顕現けんげんさせた。

　その瞬間、夜の空に何かを断ち切る太刀音おとが二つ、高く響いた。





◆






「ッ!?」

　太刀音に対し、一輝は咄嗟とっさに身構える。

　間違いなく、今絢瀬は何らかの能力を使用し、何かを切断した。

　一体何を斬きったのか。

　一輝は警戒と集中のレベルを跳ね上げる。意識を眼球に集め、色彩と音の認識を放棄する代わりに、状況の認識に最大限の集中力を用いる。

　異変はすぐに見つかった。

　眼前の絢瀬。その背にあるフェンスが後ろに倒れていっている。

　何故か。──それは彼女の背後にあったフェンスの両端が断ち切られていたからだ。

　響いた太刀音は二つ。ならば絢瀬はここを何らかの能力で切ったということだろう。

（なんのつもりだ？）

　どうしてそんなところを切る必要があるのか。

　理解出来ずに困惑する一輝の眼前で……更に理解出来ない出来事が起こる。

　後ろに倒れていくフェンスと共に、絢瀬の身体もが後ろに倒れ、──四階建て校舎の屋上から真っ逆さまに落下したのだ。


「な────ッ!?」



　驚愕、愕然、しかし自失することは咄嗟の判断力で押さえ込む。

　絢瀬の行動は理解出来ない。

　能力使用の失敗か。はたまた何かしらの意味ある行動なのか。……わからない。

　だが、今はそれを考察するときではない。一輝は取るべき行動を迷わなかった。

　瞬時に一輝の身体を青色の焰が包む。伐刀絶技ノウブルアーツ《一刀修羅いっとうしゅら》の魔力光だ。

　自らに一分間限定の超人的な身体強化をかけ、切り取られたフェンスの穴から身を乗り出す。

　そして眼下に地面へ真っ逆さまに落下する絢瀬を捉えると、彼は校舎の壁を走って絢瀬を追いかけた。

《一刀修羅》の脚力ならば地面に落下するまでに追いつくのは容易たやすい。

　一輝は落ちる絢瀬の右手を捕まえると、そのまま胸に抱き込む。

（追いついたッ！）

　でも、ここからどうする!?

　このままでは一秒後には地面に墜落。

　校舎の壁を走って加速を付けたぶん、まず助からない。

　一輝は瞬間の中で考え、そして視界の端にあるものを見つけた。

　眼下に広がる中庭の広場に設もうけられている小さな池だ。

　池の位置は落下位置から直線距離で三十メートルほど先。

　遠い。でもやるしかない。

　ぐるん、と中空で一輝は筋肉の力で強引に身体を半回転させると、

「うぉぉおぉおおおぉぉおおおおおおおおおおおおおおおお!!!!!!」

　渾身こんしんの力で校舎の壁を蹴けりつけた。

　瞬間、コンクリートの壁は鉄球を打ち付けられたかのように、一階から四階に至るまで大きくひび割れ、衝撃で一面のガラスが全て砕け散る。そしてその蹴りの反動はそのまま一輝と絢瀬を大きく真横へ吹き飛ばす力となり──二人の身体をため池まで運んだ。

　大きな水音を立てて、二人はため池の中に落下する。

「ぷハッ。はっ、ハッ、ッ！　ハァッ!!」

　本当に間一髪だった。

　一輝の行動があとコンマ一秒でも遅ければ、取り返しのつかない事態になったかもしれない。

　その事実に、一輝は身体が震えるほどの恐怖を感じた。

　自分の判断が僅わずかに狂えば、絢瀬が死んでいたということだから。

　手足が震える。身体の芯が凍える。

　だが、恐怖と同時に沸わき立つ感情がある。怒りだ。

　一輝は池から抱きかかえた絢瀬を引き上げると、

「あ、アンタなにやってんだよッ！　僕が助けなかったら死んでいたぞッッ!!」

　はだけた胸ぐらを摑み、彼には珍しい大きな声で怒鳴りつけた。だが──


「…………ふふ、はは、あはははっははっ！」



　返ってきたのは、夜の闇に冴さえ冴ざえと響く高らかな嘲笑だった。

「大丈夫だよ。黒鉄くんが助けてくれることは、わかってたんだから」

「……なっ!?」

　カラカラ笑いながら絢瀬は胸ぐらを摑む一輝の手を引き剝はがすと、一人で立ち上がり、ずぶ濡れになった一輝を見下し口唇で歪ゆがんだ弧を描く。

「使っちゃったね。《一刀修羅切り札》を」


（…………！）



「まさか、はじめから……僕に《一刀修羅》を使わせるのが目的だったのか……ッ!?」

「もちろん」

「そ、そんな……そんなことのために、アンタは自分の命を捨てるような真似をしたのかッッ!!!!」

「言ったよね？　どんな手を使っても──って。もし黒鉄くんがあの問いに、ボクと同じ答えを出してくれたなら買収も出来たかもしれないけど、まあ当然黒鉄くんはそう答えるよね。君はとても正しい人だから。……だったらもう実力行使しかないじゃないか。只ただでさえ『剣術』の力量は勝負にならない程離れてる。その上《一刀修羅》なんていうとんでもない切り札まで持たれていちゃ、ボクに勝ち目はない。なら、それをどこかで殺そがないといけない。……《一刀修羅》は一日一度しか使えないと聞いてる。試合は今から十時間後。回復は間に合わない。これならボクにも勝ちの目が生まれる。剣士としての力量は届かなくても、騎士としての能力を合わせれば、切り札を失った黒鉄くんを倒すことは出来るかもしれない」

　淡々と語られる計略に、一輝は歯がみする。

　確かにその通り。《一刀修羅》は大前提として一輝の全力を賭として初めて至れる極限の世界。

　全力とは、彼が保有する魔力の最大量ということだ。

　ならば、試合前にあらかじめ魔力を使わせてしまえばいい。

　これ以上の《一刀修羅》殺しはない。だが──

（僕が、間違っていたのか……。見誤っていたのか……っ）

　一輝は絢瀬のことを実直な努力家だと思っていた。

　だけど、そう見えたのは全部演技で、これが……対戦相手への『妨害工作』という、騎士としての禁忌きんきを平然と犯おかす、そんな絢瀬が本当の彼女だったのか。

　父親の剣を誇りにしていたことも、それに少しだけ追いつけたことを子供のように喜んでいたあの笑顔も──、すべて偽りだったのか。

「……はじめて綾辻さんの手のひらを見たとき、僕は嬉しかったんだよ。この学園にもまだ自分以外の剣術家がいるんだって知って、仲間が出来たみたいですごく嬉しかった」

「ボクのことを鍛えてくれたのは感謝している。この力も存分に、黒鉄くんを倒すのに使わせてもらう」

「こんなことをする人じゃないって……、信じていたのに……っ」

「買いかぶりだよ。幻想を押しつけられても迷惑だ」

「……ッ！　綾辻さんが《剣士殺しソードイーター》に何を奪われたのかはしらない。だけど、綾辻さんのしていることは、僕だけじゃなく、ステラや珠雫……この七星剣武祭に臨む全ての騎士に対する侮辱だッッ!!　僕たちの誇りに泥を塗って、自分の誇りまでかなぐり捨てて、その果てにその『何か』を取り戻したとして君はそのことを誇りに出来るのかッ!?　その戦果に胸を張れるのかッ!?」

「そんなこと、黒鉄くんには何の関係もない話だよ」

　悲鳴のような一輝の問いかけをバッサリと切り落として、絢瀬は彼に背を向ける。

「黒鉄くんがなんと言おうと、ボクは絶対──君に勝つ。勝たなきゃいけないんだ」

　そして、そのまま夜の闇中あんちゅうに沈んでいく。

　その背中は距離としてはまだ近くにあるはずなのに、一輝にはひどく遠く見えた。

　やがて、その背中が完全に見えなくなった後、

『もしものときは、彼女との縁を切る覚悟はしておいたほうがいいわ。半端に動揺を引き摺っては、勝てる試合も勝てなくなる』

　ふと、有栖院の忠告が脳裏を掠かすめる。

　その通りだ。こんな乱れた気持ちのままじゃ、太刀筋が鈍る。

　ならば、切り捨てるのか。絢瀬との縁を。


　切り捨てて、割り切って……、忘れる。それで…………本当に、それでいいのか。



「っ」

《一刀修羅》の反動か、はたまた心を覆う暗雲の重さか。

　一輝はその場に膝をつき、一度だけ、

「くっそぉぉおぉおおおおおおお!!」

　誰につくでもない悪態をついて、芝生しばふを殴りつけた。







[image: ]







[image: ]




　一輝いっきとの決戦の朝。

　絢瀬あやせは九時頃ごろに気だるい目覚めを迎えた。

　夜中に一輝と決別してから、彼女は自室で仮眠をとっていた。

　一輝との交渉もそうだが、試合のための下準備などで疲れていたからだ。

　備え付けの二段ベッドから這はい出ると、テーブルの上にはルームメイトの置き手紙がある。




『昨日、来るなと言われたから今日の試合は見に行かないね。

　だけど悩み事があるなら相談して欲しい。

　最近の暗い顔した絢瀬を見てると、私はとても心配です』




「……ホント、ろくでもない女だね。ボクは」

　恩人を裏切り、ルームメイトをこんなにも煩わずらわせている。

『僕たちの誇ほこりに泥を塗って、自分の誇りまでかなぐり捨てて、その果てにその『何か』を取り戻したとして君はそのことを誇りに出来るのかッ!?』

「……っ」

　悲痛な声で投げかけられた問いかけが、今もまだ耳朶じだの奥で残響している。

　良くないコンディションだ。

　今日は負けられない試合だというのに。

　これはすぐに是正ぜせいしなければならない。

　気分を切り替え、引き締めなければならない。

　そう考え、絢瀬は午前中の時間を使い、とある場所へ向かう事にした。





◆






　破軍はぐん学園の最寄りの駅から電車で十五分ほど。

　絢瀬は目的の施設へ到着する。

　雲一つない夏空に眩まぶしくそびえる白亜の棟。

　ここは『宍戸ししど総合病院』。破軍学園から一番近い大病院である。

　そこの５１５号室が、絢瀬の目的地だ。

　彼女は慣れた足取りでスムーズに目的地までたどり着き、スライドドアを開く。

　部屋の中にはぽつんとベッドが一つだけ。

　ここは個室なのだ。

　そしてベッドの側そばにはパイプ椅子いすに腰掛けた身なりの綺麗きれいな中年女性がいた。

　中年女性はドアを開いた絢瀬を見ると驚きの声を上げる。

「あら。絢瀬ちゃんじゃない！」

「こんにちわ。涼香すずか叔母おばさん」

「こんにちわ～。どーしたのこんな時間に。学校は？」

「今日は自由出席です。その日に代表選抜戦を控えている生徒は、当日の授業を免除されるんです。だから、その時間を使ってお見舞いに来ました」

「へぇ。選抜戦といい、ルームメイトの件といい、面白いことをするのね、新理事長は」

　黒乃くろのの方針をそのまま説明すると、叔母は納得してくれた。

　叔母はパイプ椅子から立ち上がりベッドに向かうと、

「兄さん。可愛かわいい娘が会いに来てくれたわよー」

　ベッドに横たわる男に声をかけた。

　頰骨ほおぼねの形に痩こけた頰ほお。干上がった大地のようにひび割れた皮膚。冬の枝のように細い腕。

　やせ細り、ミイラのようになったその男こそが、絢瀬の父、綾辻あやつじ海斗かいとだった。

「おはよう。父さん」

　叔母に続き絢瀬も声をかける。

　だが、海斗は何も返さない。

　何も返さず、ただ眠り続けている。

　そう……眠り続けているのだ。二年間も。

「じゃあ親子水入らずの邪魔をするのも悪いし、アタシは外の喫茶店にいるから。絢瀬ちゃんは何時までいるの？」

「午後から試合なので、正午にはここを出ます」

「オッケー。じゃあその頃になったらもどってくるね。それじゃー」

　バイバイと手を振って叔母は病室を後にする。

　いつ会っても快活かいかつな人だ。少しは兄にわけてあげて欲しい。

（……ううん。違うな。父さんも昔は──）

　そのときだ。


「…………っ、…………ッ」



　ベッドの上の海斗が、枯れた唇を小さく、震えてるような弱々しさで動かす。

「父さん……」

　いつものことだ。

　呟つぶやいているのだ。いつもの言葉を。

　声は聞こえない。聞こえるような声じゃない。

　だが、その唇の動きを絢瀬は覚えている。




　すまない。




「……ッ！」

　ギリッ、と絢瀬の歯が軋きしむ。

　叫び出しそうな悔しさと苦しさを、歯を食いしばって堪こらえる。

　あの日からずっと、海斗は絢瀬に謝り続けていた。

　守れなかったことを。託せなかったことを。ただ一人、永遠に続くあの梅雨の中で……。





※　※　※






　いいか絢瀬。どんなときにも、誇り高さを忘れるな。

　俺たちの剣は人を殺せる力だ。お前たちの異能は人を超えた力だ。

　だからこそ、誇り高さを忘れちゃいけない。そいつをなくしたら、それはただの『暴力』だ。

　常に礼節を重んじ、弱きを助け悪を憎め。

　決して力に溺おぼれることなく、どんな相手にも正々堂々立ち向かえ。

　他人にも、自分にも、恥じることのない騎士になれ。




　それが絢瀬の父、《最後の侍ラストサムライ》綾辻海斗がいつも絢瀬に言い聞かせていた言葉だ。

　力を持つ者の責任。

　海斗はそれをよく理解していたから、伐刀者ブレイザーとして生を受けた絢瀬にも剣を教え、武の道徳を叩たたき込んだ。

　彼女が力に溺おぼれ、驕おごり高ぶった安い人間にならないように。

　海斗の教育は、お世辞にも優しいものではなかった。

　苛烈かれつ。そう言ってもいいかもしれない。

　だがそれでも……絢瀬は海斗の語る気高い強さが好きだった。

　剣を振るう凛々りりしい父の背中が好きだった。

　自分が一つ成長するたび、くしゃくしゃと頭を撫なでてくれる海斗の大きくてザラザラした手が好きだった。

　小さな道場と、十名ほどの門下生と、父と自分。

　決して裕福な暮らしではなかったが、そこには暖かい時間が流れていた。

　それは幸せな時間だった。

　ずっとこんな時間が続いて欲しいと、絢瀬は心から願っていた。

　だが、その願いは無情にも打ち砕かれた。

　二年前の雨の日……。

　彼女の日常に現れた、一人の男によって。





※　※　※






　絢瀬が破軍学園に入学し、二カ月ほど経たった頃。

　季節はちょうど梅雨の入り。

　空は重苦しい雨雲に覆われ、風までジメジメした蒸し暑い時期。

　授業が終わった後、寮に戻らず、絢瀬は雨の中、傘を差して実家の道場へ向かっていた。

　もちろん、目的は学園ではどうあっても学ぶことが出来ない剣術を学ぶためだ。

　絢瀬が中学一年生のころ、海斗は心臓に今の医療を以もってしても治癒ちゆ不可能な病を抱えていることがわかり、この頃にはもう殆ほとんど剣を振るうことはなくなっていた。海斗が最後に剣をとったのは、破軍への入学が決まった絢瀬に、彼が自ら編み出した『奥義』を託たくしたとき。はっきり言ってもう剣を振るえるような身体からだではない。

　だが道場には海斗から『綾辻一刀流』を学んだ門下生たちがいる。

　少数ながら、絢瀬と同じように幼い頃から《最後の侍ラストサムライ》の下で剣を学んだ猛者もさたちが。

　なかでも塾頭の菅原すがわらは、海斗には及ばないものの、絢瀬よりは遙はるかに強い。

　だから彼に稽古けいこを付けてもらうため、絢瀬はこの頃週三くらいの頻度で実家に通っていた。

　一日でも早く、父から託された『奥義』を使えるよう、強くなりたかったから。

　故にこの道行きは、絢瀬にとって半ば日課になっていた。

　だがその日、弟子たちを迎え入れるために開け放たれた門をくぐったところで、

　──彼女は彼女の日常にあり得るべきではない『異形いぎょう』と出くわした。

「え？」

　鉢合わせたのは、こうもり傘を差した長身の少年。

　髪を明るい色に染め、口にはくわえ煙草たばこ。眼光は餓狼がろうのように鋭く、だらしなく着崩された貪狼どんろう学園の制服の間からは髑髏どくろの入れ墨が覗のぞく。およそ道場や武道などという礼の世界からはかけ離れた凶悪かつ凶暴な外見の少年だ。

　ただでさえ異性が苦手な絢瀬は、その威圧的な外見に思わず後ずさりした。


「…………ハハッ」



　その様子を少年──倉敷くらしき蔵人くらうどはからかうように嗤わらい、

「またな」

　曇天どんてんに覆われた灰色の町に姿を消した。

（なんだ、今の人……）

　どうしてあんないかにも不健康で不健全な出いで立たちの人間が自分の家から出てくるのか。

　それも貪狼学園の制服。つまり彼は伐刀者ブレイザーだ。

　いずれをとっても剣術道場とは縁遠い。道でも聞きに来たのだろうか。

　と、絢瀬は疑問を浮かべながら家の敷地の中にある道場に向かって歩を進める。すると、

「くっそぉ！　あの野郎ゆるせねえ！」

　絢瀬とは幼なじみともいえる門下生の一人。塾頭・菅原の怒声が道場の中から響いてきた。

　何事かと、絢瀬は急ぎ道場の引き戸をあけ、中に入る。

　中ではいつものような活気ある剣戟けんげきの音は響いていなかった

　菅原を含めた七人ほどの門下生たちは全員が怒りに歯を食いしばる表情で立ち尽くしており、師範である海斗も難しい表情でまぶたを閉じたまま正座していた。

「どうしたんですか？　なにか、あったんですか？」

　絢瀬は菅原に尋ねる。

「さっき、ヘンな格好をしたチンピラみたいな奴が突然上がり込んできたんだ。『この道場を賭かけて勝負しろ』って」

「道場破り、ですか」

「ああ。でも今師範せんせいは身体を壊しているし、なにより『綾辻一刀流』はそういうギャンブルまがいの野良試合を禁止してるだろ」

　それは絢瀬も知っている。

　綾辻の剣は『守る』ための剣。いつも海斗が言っていることだ。

　無駄な争いを起こすための剣でも、自らの力を誇示するための剣でもない。

　その理念の下、公式の試合以外の私闘を綾辻一刀流は厳格に禁じていた。

「だから師範はその試合を断ったんだ。そしたら……」

「あの野郎ォ、師範のことを落ちぶれたとか、臆病者おくびょうものだヘタレだとか、散々バカにして、師範の顔に唾つばまで吐きかけやがったんだ！」

「ただのチンピラのくせに、能力が使えるからって偉そうに……ッ」

　門下生たちが次々と怒りの声を上げる。

　幼い頃から道場に足繁あししげく通う彼らは海斗を実の父のように慕したっていた。

　だからこそ、海斗を罵ののしられたのが許せないのだろう。

　それについては絢瀬も同じ気持ちだ。

　父の顔に唾を吐きかけた。その一事を聞くだけで体温が二度ほど上がった感覚を覚える。

「くそ、アイツの靴あとがまだ残ってる。神聖な道場に土足で踏みいるなんて……っ。師匠の身体が万全だったら、あんなガキ一ひねりなのに……ッ」

「それは違うぞ、新田にった」

　門下生の一人がぽつりと零こぼした言葉に、今までずっと沈黙を保っていた海斗が鋭い声を差し込む。

「たとえ身体が万全であっても俺は受けなかった。綾辻の剣は人を守るための剣だからだ。無益な争いのために振るう剣ではない。今日日きょうびもう剣で人を守るような時代でもないが、その心意気だけは忘れてはならない」

「は、はい！　すみませんッしたっ！　猛省するッス！」

　静かな声音こわねながらも鋭い海斗の叱責しっせきに新田は素直に頭を下げる。

「よし。他ほかの者たちも手が止まっているぞ！　罰として素振り千本追加だ！」

　新田に綾辻の剣道を説いたところで海斗は、ぱちんと手を打って場の空気を切り替えた。

　門下生たちも「押忍オス！」とそれに続き、道場にいつもの活気が戻る。

「よし絢瀬ちゃん。早く道着に着替えておいで。絢瀬ちゃんをあんな力に溺れた伐刀者ブレイザーにするわけにはいかないからな。今日もビシビシ鍛えてやる」

「はい！　よろしくお願いします！」

　活気の戻った道場の光景に胸をなで下ろし、絢瀬は急ぎ更衣室へ向かう。

　だが、その途中、……ふわりと道場では嗅かいだことのない香りが鼻腔びこうを刺激した。

　それは蔵人が残していった紫煙しえんの残り香。

　その残り香がいつまでもいつまでも、絢瀬の愛する日常に巻き付いていた。

　まるで不吉を運ぶ蛇のように。

　──そして、悪いことにその予感は、当たっていた。





※　※　※






　翌日。その日も絢瀬は昨日と同じようにうっとうしい雨の中、道場までやってきた。


「こんにちわ～。…………あれ？」



　挨拶あいさつして道場の扉を開くも、中には座布団ざぶとんに正座した海斗しかいなかった。

「父さんだけ？　みんながボクより遅いなんて珍しいね」

「そうだな。アイツらが揃そろって遅刻するのも初めてのことだ」

　海斗も不思議そうな表情で首をひねる。

　だが全員がまとめて遅刻してくることは今まで無かったが、一人一人が遅れてくることはままあった。たまたまそれが一度に重なっただけだろう。

　このとき、二人はそう考え大したことだとは思わなかった。

「まあそのうちやってくるだろう。どれ、せっかく二人きりなのだから、久しぶりに俺が直々じきじきに剣を見てやる」

「見てもらえるのは嬉うれしいけど、……振っちゃダメだよ？　父さんは病気なんだから」

「心配性だな絢瀬は。大丈夫、見るだけだ。最近は雨続きで身体の調子もあまり良くないからなぁ」

　こうして絢瀬は他の門下生たちを待つ間、海斗に破軍進学のときに伝授された『奥義』を放つ際の構えを見てもらうことにした。

　絢瀬は木刀を正眼に構え、スタンスを僅わずかに開く。

　腰を僅かに落とし、肩の力を抜く。

　あの日見た、己の中の記憶にある海斗の動きをトレースする。

　一工程一工程、丁寧ていねいに。だが──

「違う」

　すぐに海斗から駄目出しが飛んできた。

「肩の力は抜いても腕の力は緩めるな。もっと手首をしめろ。だが決して力むな。自然体を心がけろ」

「む、難しいよ。それは」

「それが出来なくては『奥義』は使いこなせん。もう一度手本を見せてやる」

　言って海斗は壁に立てかけてある木刀に手を伸ばす、が──

「じとー」


「…………」

「じとーーーーーー」

「………………わかったわかった。振らん。握らん。それでいいだろ」



　後ろから非難の視線をぶつける絢瀬に負けて、両手を挙げて降参のポーズを取る。

「まったく。死んだ母さんによく似ているな、そういうところ。母さんも俺を非難するとき口では言わずそうやってじとーっと睨にらみ付けてきたもんだ」

「当然だよ。母さんから教えてもらったんだから。父さんが馬鹿ばかなことしようとしたらこうして止めろって」

「母子おやこ二代で尻しりに敷かれるのはたまったもんじゃない」

　海斗はため息を一つつくと、絢瀬の後ろに回る。

　そして絢瀬の背を抱くようにし、自らの両手を木刀を握る絢瀬の両手に重ねた。

「いいか。手首の角度はこうだ。この奥義の要かなめは刀を攻めの姿勢から崩さないことにある」

　自分が破軍に向かう娘への手向たむけにと託した奥義の要所を説明しながら、海斗は絢瀬の構えに手を加える。

　絢瀬の手を包み込む、硬くごわついた手のひらの感触。

（……大きいな。父さんの手）

　絢瀬はその決して優しいとは言えない感触が大好きだった。

（そういえば……こういう風に付きっきりで教えてもらうのもずいぶん久しぶりだ）

「……ふふ」

　それを意識すると、なんだか無性に嬉しくなってしまい、絢瀬は囀さえずるような笑みを零した。

「どうした。突然笑い出して」

「なんでもない。……ただ、父さんにこうして付きっきりで色々教えてもらうのは久しぶりだなって思って。それが、なんだか嬉しかったんだ」

　絢瀬はこてん、と海斗の厚い胸板にもたれかかり、甘えるように頰ほおを寄せる。

　とくん、とくん、と緩やかに刻まれる大好きな父の鼓動を聞きながら──

「……ずっとこんな優しい時間が続けばいいのに」

　誰だれに言うでもなく、そう呟つぶやいた。


「…………」



　海斗からの言葉は返ってこない。

　当然だ。それが叶かなわない望みなのを海斗は知っている。もちろん、絢瀬も。

　海斗の命はもう、決して長くはない。

　今聞いているこの鼓動が止まる時は、着実に近づいてきている。

　だからこそ、海斗はまだ未熟な絢瀬には手に余る奥義を伝授したのだ。

（あと何年、父さんは生きられるだろうか）

　死別の覚悟はもう、出来ている。

　でもだから絢瀬は願うのだ。

　その最期の日が、この瞬間のような優しい日でありますようにと。




　──そして、その願いは最も残酷な形で裏切られることとなる。




　瞬間、がらりと道場の引き戸が開いた。

　ようやく門下生たちがやってきたのかと絢瀬と海斗の二人は入り口に目を向ける。

　そこにいたのは、確かに門下生の一人、塾頭の菅原だった。の、だが、

「す、菅原さん──ッ!?」

　絢瀬の顔色が一瞬で青ざめる。

　菅原が顔と身体のあちこちに包帯やガーゼを貼はり付けた痛々しい姿をしていたからだ。

「そのケガ、一体どうしたんだ!?」

　海斗も血相けっそうを変えて菅原に駆け寄る。

　駆け寄ってきた師範を見て、菅原は一瞬泣き出しそうな表情になると、


「師範…………ッ、申し訳ありませんでしたァッッ!!」



　そのまま道場の床に頭を叩きつけるように土下座どげざした。

　顔は窺うかがえないが、すすり泣くような声が聞こえる。
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　ただ事でないことはすぐにわかった。

「顔を上げろ。この怪我けがは……転んだわけではないよな。一体誰にやられた!?」

「あ、あの、昨日来た男にやられました……ッ」

「なに……!?」


「昨日の夜、道場の帰り道でアイツ、俺たち七人を待ち伏せてしてたんです……っ。そして、いきなり棒切れで殴りかかってきやがったんですよ！　アイツ、正気じゃねえ！　何の躊躇ためらいもなく、人間の頭を叩き割ろうとするなんて、イカれてやがる……ッ！　だから俺たち、仕方なく全員で応戦したんですけど…………ッ」



　菅原はそこで一度大きくしゃくり上げると、

「歯が立ちませんでした！　能力を使うどころか、魔力で身を守ってすらいないあの男相手に、七人がかりでも触れることすら出来ませんでしたッ!!」

「……ッ！」

　その言葉に衝撃を受け、絢瀬は息を呑のんだ。

　菅原はもちろん、他の門下生たちも絢瀬と同じで、子供の頃から綾辻の剣を振るってきた者たちだ。それが、そこまで歯が立たないなんて、

（アイツ、そんなに強かったのか……っ）

「師範に何年も剣を教わっておきながら、……あんなチンピラ一人にいいようにされてッ！　本当に、すんませんでしたっッ!!」

「もう謝らなくていい！　それより他のみんなは無事なのか!?」

「……新田はボンボンだから再生槽カプセルで治療出来たんですけど、後は全員入院ッス」

　再生槽は健康保険適用外なので使用にはそれなりの費用がかかる。

　だから七人のうち、菅原と新田を除く五人はまだ病室で寝たきりらしい。

　ひどい者では、もう二度と腕が元のように戻らないと診断された者もいるという。

　それら全てを告白し、最後に菅原は顔を上げると、

「先生……っ。俺たちは、先生に憧あこがれて今日までやってきました。先生みたいな、誇り高い男になりたくって。だけど……、こんなこと言いたくないんですけど、俺たちが何年もやってきたことって、なんだったんすかねェ……ッ!?」

　涙を零しながら海斗に問いかけた。


「…………っ」



　その兄弟子のあまりに無残な姿に、絢瀬は言葉を失った。

　塾頭として絢瀬に剣の指導をしていた菅原は、もうどこにもいなかった。

　その瞳ひとみは絶望と恐怖で淀よどんでいる。

　彼の心はもう元に戻らないほどぐちゃぐちゃにへし折られていたのだ。

　いや、菅原だけじゃない──

「すみません。俺たちはもう、剣を握れません……っ」

　菅原はしゃくり上げながら、懐ふところから七人分の退会願を取り出した。

　そう。ここにいない六人もまた、彼と同じように心を折られていた。


（ひどい…………っ）



　どうしてこんなことをするのか。

　どうしてこんなことが出来るのか。

　みんな小さな頃から一生懸命、真まっ直すぐに剣の道を歩んできたのに。そんな者たちの心を、なんで戯たわむれのようにへし折ることが出来るのだ。

　絢瀬には理解出来ない。

　そして、その理解出来ないことをした男が、




「ハハッ、これはおもしれェとこに出くわしたな」




「「ッ!?」」

　狙ねらい澄ましたかのようなタイミングで道場に現れた。

「まさか全員辞めちまうとは、ちょっと虐いじめすぎたか」


「ひ、ひぃぃいぃぃぃぃッッ!!」



　その姿をみた瞬間、菅原は女のような悲鳴を上げて、バタバタと四肢をばたつかせ道場の奥へ逃げる。

「おいおいそう逃げるなよ。傷つくぜ」

　ゲラゲラ品のない声で笑いながら、蔵人が土足で道場に踏み入る。

「く、くるな、来ないでッ、ひっ　ひぃいっ！」

「や、やめろ！　怖がってるじゃないか！」

　共にずっと剣の道を歩んできた仲間のあまりの姿に堪えきれず、絢瀬は菅原を庇かばうように前に出た。

　だが、その肩を硬い手のひらに摑つかまれる。

　海斗だ。

　彼はゆっくりと絢瀬の肩を引くと、入れ替わるように前に出て、招かれざる客を睨み付ける。

「何の用だ」

「要件は昨日と同じだ」

「断ったはずだが」

「今日来れば違った答えが返ってくるんじゃねェかと思ってなァ。ハハッ」

「そうか。お前は俺を引きずり出すだけのために、俺の弟子にこんなことをしたのか」

「ああ。もっとも昨日一日じゃそっちの女には手が回らなかったがな」


「…………何故なぜだ？」



「あん？」

「何故こんなことをする。お前は伐刀者ブレイザーだろう。学園なり七星剣武祭なり、暴れる場所も相手も事欠かないはずだ。なのになぜ俺にここまでこだわる」

「またわからねぇことを聞くな、オッサン。隠居いんきょすると心の刃も錆さび付くのかよ？」

「……！」

　その言葉に、海斗の瞳が僅かに見開かれる。

「ハハッ……、まあいい。理由なんて簡単なことよ。オレはひけらかしてェンだよ。オレの強さを。オレの力を！　伐刀者ブレイザーだろうが普通の人間だろうが関係ねェ。目につく奴やつ全員にな！」

　牙きばを剝むいた口から語られる蔵人の動機に、絢瀬は煮え立つような怒りを覚えた。


「そんなくだらないことのために……、こんなひどいことを…………！」



「くだらない？　……ハッ、なにがだ。強ぇ奴とやりたい。強ぇ奴をぶっ潰つぶしたい。そんなの当たり前の感情じゃねえか」

「ふざけるな！」

　こんな奴の好きにさせてたまるか。

「何度来ても無駄だ！　ここは貴方みたいな人が土足で踏み入っていい場所じゃないし、ただ力を誇示するためだけに振るう安い剣術はない！　父さん、今すぐ警察を呼ぼうッ!!」

　だが、海斗は──

「いや。もうそういうわけにもいかんな」

　小さく呟くと、

「綾辻一刀流道場はお前の挑戦を受け入れる。ルールは有効打二本先取で勝利。木刀使用。魔力使用はなしでいいな」

　あろうことか蔵人の道場破りを受け入れた。

「な、と、父さんッ！」

「せ、師範せんせいッ！」

　海斗が蔵人の勝負を受ける旨むねを口にした瞬間、二人の弟子たちは顔を青くして海斗を止める。

「やめてください師範ッ！　こんな奴と戦っちゃダメだ!!　第一師範は心臓が……っ！」

「そうだよ父さん！　そんな身体で戦えるわけがない！　どうしてもやるならボクが代わりに戦うッ！」

　海斗の娘である絢瀬はもちろん、さっきまで蔵人の恐怖にすくみ上がり、身体を丸めていた菅原も、自分の恐怖を押し殺して必死の形相で海斗を説得しようとする。

　だが海斗は表情に小さな微笑ほほえみを浮かべ、

「ありがとうな二人とも。そうして俺の身を案じてくれるお前たちの優しさを、俺は誇りに思う。でもだからこそ──」

　海斗の脳裏にはさっきの言葉が焼き付いている。

『俺たちが何年もやってきたことって、なんだったんすかねェ……ッ!?』




「そんなお前たちを傷つけたコイツを、俺が許せるわけないだろうッッ!!」




　他人任せになど出来ない。この男だけは、自分の手で倒す。

　鬼おにの如ごとき形相ぎょうそうで蔵人を睨み付ける海斗の瞳には、確かな覚悟と決意が宿っていた。

　その表情を見て、絢瀬は言葉を失う。

　わかってしまったのだ。自分の言葉ではもう、彼が止まらないことが。

「……わかった。父さんがそこまで言うなら、もう止めない。ボクも審判として、この戦いを見届けさせてもらう」

「ああ、よろしく頼む」

「絶対、勝って……父さん」

　祈るように願う絢瀬に、横合いから無粋ぶすいな声がかかる。

「おい。話がついたならさっさと始めようぜ。いい加減待ちくたびれちまったよ」

「……わかってるよ」

　絢瀬は聞きたくもない声に顔をしかめると、床を踵かかとで叩いて催促する蔵人に、武器となる木刀を投げつけた。

「ハハッ、乱暴な女だ」

「ルールはさっき父さんが言った通り、有効打二本先取で勝利。武器は木刀。魔力の使用は禁止だ。わかっているな」

「念を押されるまでもねェ。対等の勝負じゃねェと戦う意味がないからな」

　ギラリと蔵人の笑みの奥で犬歯が光る。

　彼の双眸そうぼうはもうただ一点、海斗だけを見据えていた。

　一方で海斗も精神を集中させているのか、木刀を右手に握り、眼を閉じたまま佇たたずんでいる。

　双方準備は出来ているようだ。だから絢瀬は審判として、


「では両者向かい合って、…………始めッ！」



　二人の戦いの火ぶたを切って落とした。





※　※　※






「ハハッ！　いくぜッ！」

　開始の宣言がなされた瞬間、風を巻いて蔵人が海斗目掛けて走り出した。

　脚力に任せた突進で間合いを潰し、脳天のうてん目掛めがけ木刀を振り下ろす。

　大気を裂いて振るわれる一刀には技術なんてどこにもない。

　脚からの力の伝達も、脇わきを締めることによる広背筋こうはいきんの活用も、何一つ為されていない。

　ただ腕の力だけで振るわれるワイルドスイング。

　明らかな素人剣術。だというのに──

（速いッ！）

　達人の海斗の眼から見ても、そのキレは異常だった。

　素直に受けるのは危険と判断。

　海斗はすり足で素早く斬撃ざんげきの軌道から逃れる。

　瞬間、蔵人の木刀は海斗の鼻先を掠かすめ、そのまま道場の床を──割り砕いた。

「なんて馬鹿力……っ！」

　審判の絢瀬が動揺を声にする。

　床を割るような一撃が父親の顔面スレスレを掠めてはハラハラするのも仕方がない。

　だが、海斗は違った。

　今の際どい回避はわざとだ。

　すり足による微細な間合いの調整は剣客の基本技術。

　あえて皮一枚で躱かわすのは、カウンターを見据え開く間合いを最小限に抑えるため。

　床を割る程のフルスイング、当然防御の態勢へ戻る動作は遅れる。

　その一瞬の隙すきが、達人相手の試合では決定的な隙となる！

　そして『後ごの先せん』をとるカウンターは、『綾辻一刀流』の最も得意とする分野だ。

　海斗は蔵人の剣先が床を抉えぐった瞬間に、今度は脚を前に擦すらせ間合いを半歩詰める。

　そこは、海斗の間合い──

「──ッ」

　小さく息を吐き出し、今度は海斗が刃を返す。

　同じ打ち下ろし。

　だが海斗の一刀は先ほどの蔵人の野蛮な一刀とは比べものにならないほど美しく、そして速かった。

　その速度、雲耀うんようの如し。病やみ衰おとろえたとはいえ、かつては《最後の侍ラストサムライ》とまで呼ばれた稀代きだいの天才。

　素人剣術など比べるのも愚おろかしい。

　初撃を大きく外した蔵人にこの一刀を避けられる道理は存在しない。

　──はずだった。

「ハッハー！」

　がつん、と海斗の手のひらにしびれが跳ね返ってくる。

　蔵人の脳天を撃ち抜いた感触ではない。蔵人の木刀が、打ち下ろした海斗の剣を打ち上げる己の剣で弾はじいた。その衝撃が骨を軋きしませたのだ。

「意外そうなツラだなオッサン。今ので決められると思ったか？」

「……ああ。正直返されるとは思っていなかった」

　それは本当に驚きだ。完全な想定外と言っていい。

　だが、それにいちいち動揺を示すほど、海斗は未熟な剣客ではない。

（大した勘の良さだ）

　どうやらこちらがカウンターを狙っていたのはばれていたらしい。

　そうでなければ、あの反応速度はあり得ない。人間の速度じゃない。

　しかし、──一手防がれた程度、何の問題にもならない。

　海斗の引き出しはまだまだ存在する。

「そぅら！　お返しだァ!!」

　再び芸もなく同じ軌道同じ速度で振り下ろされる剛剣。

　なるほど確かにその威力いりょくたるやすさまじいものがあるだろう。

　まともに受ければ、木刀は砕け散るに違いない。

　それを、──海斗はあえて木刀で受けた。

　逃げ損なったのか。否、これは海斗の策だった。

　回避してからの攻撃が読まれるなら、そもそも回避しなければいい。

　海斗は木刀と木刀がかち合った瞬間、己の木刀がへし折れるよりも早く、手首を巧みに操り、防御する木刀の刀身に角度をつけると、インパクトの衝撃を外側に逃がす。

　衝撃を逃がされたことで、ずるり、と蔵人の木刀が外側に滑り、彼は大きく体勢を崩す。

　受ける避けるなんてものは、原始的な防御に過ぎない。

　武道はさらに上の領域に存在する画期的な防御術を編み出している。

　すなわち『受け流し』だ。

　相手の攻撃を受け、決して受けきらずに相手の力を利用し流す。

　これにより、敵の身体は泳ぎ、体勢は崩れ、決定的な隙が生まれる。

　そしてその隙を、今度こそ海斗は捉えた。

「ハァア!!」

　すれ違い様ざま、深々と海斗の木刀が蔵人の胴を薙なぎ払う。

　海斗が最も得意とする、受け流しからのカウンターは文句の付けようがない手本のような有効打となった。

「胴あり！　一本ッ!!」


「はぁ……、はぁ…………」



　審判の絢瀬が有効のジャッジをとった瞬間、


（この、感触…………）



　ズシン、と手のひらに返ってきた有効打の手応てごたえに、不意に海斗は己の心がざわめくのを感じた。

（……なんだ。この感じは）

「さすが師範！　とても病人の動きには見えない！」

「父さん、すごい……！　やっぱり父さんはすごいよっ！」

　自分の先制点に喜びの声を上げる弟子たちに、海斗は内心の不可解なざわめきを悟られないよう笑顔を向け、改めて目の前の敵を見据える。

　ちょうど蔵人が脇腹を押さえながら膝ひざを起こすところだった。

「ハハッ……。さすが《最後の侍ラストサムライ》。こんな鋭い一発を貰もらったのは初めてだ。だけど……これが全力か？　──だとしたら、死ぬぞ。オッサン」

　先制されても蔵人はその表情から闘志を消さない。

　瞳は未だ爛々らんらんと飢え乾いた光で海斗を突き刺している。

「そんなわけがあるか。ここからだ。小僧」

「結構。……じゃあこっちも次は本気で行くぜッッ！」

　再び蔵人が凶暴な笑みを浮かべながら、脚力に任せた突進で距離を詰めてきた。

　そして振り下ろすは、三度同じ剛剣。

（懲こりもせず……！　筋はいいがやはり素人か！）

　確かにこちらのカウンターを見切って防いだ一合目は大したものだと思った。

　だが、攻撃はただ感情と筋力にものを言わせて振り回すだけ。

　そんなただ威力が高いだけの剣、卓越した剣客には脅威にならない。

（コレで決める……ッ!!）

　海斗は再び受け流しの体勢を取る。

　打ち下ろされた一撃を外に逃がし、それでフィニッシュだ。

　海斗も、脇で見ていた絢瀬や菅原も、そう確信した。だが、

　そのとき、打ち下ろされた蔵人の木刀が、霞かすみの如く消え去った。

（なっ!?）




　瞬間、海斗のあばらがへし折れる音が道場に響いた。





※　※　※






　ドサッ、と蔵人の木刀に胴を薙ぎ払われた海斗がその場に崩れ落ちる。

　粗暴で乱雑で、しかし文句の付けようのない一本。

　だが、絢瀬にそのジャッジを冷静に下す余裕はなかった。

　崩れ落ちた海斗が、脇腹を押さえながら喀血かっけつしたからだ。

　それも半端な量じゃない。

　明らかに内臓が破裂している。

　その事実を見て取り、絢瀬は顔を青くして海斗に駆け寄った。

「父さん！　大丈夫ッ!?」


「来るな…………っ！」



　だが、近づいてきた絢瀬を海斗は口の端から血を零しながら、しかし強い声で一喝した。

「まだ試合は、終わっていない……！　公正なジャッジがとれないなら下がってろッ！」

「もうそんなこと言ってる場合じゃ──！」

「絢瀬ェッッ!!」

　制止を無視して近づこうとする絢瀬に、血の霧をはき出しながら海斗が吠ほえた。

　絢瀬はこれまで何度も父に怒鳴られてきたが、その一声はそれらとはまるで異質。

　直接心臓を殴りつけられるような、恐怖すら覚える、猛獣の咆吼ほうこう。

「俺の決闘だッ！　邪魔をするなッッ!!」


「あ、ぅ…………、とう、さん!?」



　そのこれまで聞いたこともない海斗の本気の怒鳴り声に、絢瀬の腰が抜けた。


「大丈夫だ！　……俺は、勝つ…………ッ！」



　ボタボタと口から血を零しながら海斗が立ち上がる。

　彼の血走った瞳は一点、蔵人のみを凝視している。

　燃えるような闘気を滾たぎらせて。


「いくぞッ！　小僧────ォォォオオ!!!!」



　海斗は駆けた。

「ハハッ！　何度やっても同じだ！」

　迎え撃つ蔵人。

　三度はじまる二人の剣戟。

　しかし、それはもう一方的なものだった。

　海斗はもう致命傷を負おっている。

　数年間剣を握っていなかった故の衰えもまた、攻防の一つ一つに如実にょじつに現れていた。

　押し込まれる。

　無慈悲な、振り回すような技も美もないむき出しの暴力に、押しつぶされる。

　辛うじて乱撃を木刀で防いでこそいるが、もう全く手が出ずにいる。

　そして、そんな満身創痍まんしんそういの海斗にとどめを刺すべく、蔵人が再び、先ほど海斗から一本を奪った『技』を放つ。

　斜め下からの胴狙い。

　海斗はこれに素早く防御の態勢をとる。

　木刀を立て、受けきる構え。だが海斗の木刀にぶつかる寸前、蔵人の木刀が霞のように消え、再び海斗の身体を打つ。

　今度は頭蓋ずがいへの打ち下ろし。

　わけがわからない。

　なぜ胴を打ち上げに来た刀が真上から打ち下ろされているのか。

　その挙動はおよそ人間の性能を超えてる。

　何かしらのトリックか。それはわからない。誰にも見切れない。

　しかし打ち下ろされる木刀は確かに、海斗の頭上に存在し、無慈悲に彼の頭蓋を叩き砕く。

　はずだった。

「なにッ!?」

　驚きは蔵人のもの。

　決定打を確信した一刀は、しかし頭蓋を打ち叩けずに海斗の首筋に落下。鎖骨を叩き折る。

　紙一重のところで有効打にならないよう海斗が回避したのだ。

「ッ、コレは有効とは言えないな……小僧ッ！」


「…………ハハッ、死に損ないがッ!!　足掻あがいてんじゃねえよ!!」



　海斗の腹を蹴けりつけ、間合いを開かせると、蔵人は再び野蛮な剣を振るい襲いかかる。

　鎖骨への一撃が有効打とならずとも海斗の体力をそぎ取ったのだろう。

　海斗の動きはもう、最初とは比べものにならないほど鈍重で、精彩を欠くものとなり、数え切れない打撃を被弾する。

　鋭い木刀の一撃に、骨が砕け、皮膚が裂け、血の飛沫しぶきが道場を濡ぬらす。

　それでも……、それでも海斗は最後の有効打だけは渡さない。

　全身を血に染めながらも、二本の脚で立ち、戦い続ける。

（……どうしてっ！）

　絢瀬には海斗の行動が理解できなかった。

　勝敗などもう明らかだ。

　なのに、なぜ戦いをやめないのか。なぜ膝を屈さないのか。


「やめて……もう…………やめて…………」



　ぐちゃりぐちゃりと肉を潰す音が響く。

　そのたびに蔵人の朱に染まりきった木刀が血の飛沫をまき散らす。

「ハハハッ！　ハハッハッハハハハハッ!!!!」

　血に染まった蔵人の高笑が響く。

　もう海斗はただただ打ち据えられているだけだ。

　勝負になっていない。試合になっていない。

　涙で滲にじむ絢瀬の視界には、もう海斗がどんな表情をしているのか、そもそも意識があるのかすら見ることができない。

　止めないと。

　止めないと。

　止めないと、──父さんが殺される！

　それがわかる。なのに、絢瀬は動けない。

　海斗の流血が服を汚しても、砕けた海斗の歯が頰に張り付いても。

　先ほど海斗の咆吼で抜けた腰に力が入らない。

「やめて、もういやだ！　道場なんてもういいから！　もう父さんを叩かないでッ!!」

　絢瀬には叫ぶ事しかできなかった。

　だが絢瀬の叫びは……死線の中に立つ二人には届かない。

　海斗は膝を屈さず、また蔵人も打ち据える剣撃を止めることはない。


「────ッ」



　瞬間、全身を血に染めた海斗が最後の攻勢を見せた。

　木刀を正眼に構え、まっすぐに蔵人目掛け駆ける。

「オオオオオォォオォオォォォオォォ!!!!」

「ッ！」

　もう有効打を防ぐだけだった瀕死の獲物から何かを感じたのか、蔵人の表情が一瞬こわばる。

　だが蔵人はその場から退ひかずに、己の木刀を力任せに振り下ろす。

　狙うはこちらに向かってくる海斗の頭部。

　風を裂いて迫る木刀に、しかし海斗は前進を止めない。

　否、それどころか正眼に構えた木刀を動かしもせず、振り落ちる落雷の如き一閃いっせんになんの防御の態勢もとらない。

　ただの特攻か。一見無謀なその行動の意味を、


（あの、構えは────ッ！）



　絢瀬は知っている。

　それは《最後の侍ラストサムライ》綾辻海斗が人生のすべてをかけて行き着いた、綾辻の剣の奥義。

　この状況を打開する可能性を唯一秘めた技。

　だが、……病み衰え、傷ついた海斗にそれを使えるわけもなく──

「やめてぇぇえええええええええええええええええええええええええ!!!!」




　無情な一刀が、海斗の頭蓋と意識を打ち砕いた。





「あ…………」



　二本目の有効打。

　それが決まった瞬間に、海斗の身体がぐちゃりと地面に崩れ落ちる。

「ああ、ああああああああああああああ!!!!」

　半狂乱になりながら絢瀬は倒れた海斗に駆け寄る。

　そして何度も何度も呼びかけるが、海斗は何一つ返事を返さない。

　海斗の口はただだらだらと鮮血を零すだけ。

「いや、いやぁああああ！」

「……ふん、つまらねぇ。思ったよりあっけないもんだな」

　カラン、と音を立てて、絢瀬の目の前に蔵人が使っていた木刀が投げ捨てられる。

　それは返り血でどす黒く汚れ、骨を砕きすぎて所々にヒビが入っていた。

　その有様を目にし、絢瀬は視界が赤く染まるほどの殺意を覚える。

　あの硬い木刀がこんなふうになるまで、父を殴ったのか。と。

「この、外道ぉぉおぉおおおお!!!!」

　理性が焼き切れた絢瀬は《緋爪ひづめ》を顕現けんげんさせ、蔵人に斬きりかかる。

　だが《緋爪》を振り下ろそうとした腕を蔵人は摑み上げ、軽々と絢瀬の身体をつるし上げる。

「そうカッカすんなよ。オレは雑魚ざこに興味はねェ」

「放せ！　放せぇえええええええ！」

「第一、お前は今オレとやり合ってる場合じゃねェだろ？」

　告げて、蔵人は絢瀬の身体を海斗の上に投げ捨てる。

「っ！」

　そのことで絢瀬も、ようやく今一番やらなければならないことを思い出した。

「菅原さん！　救急車を！　救急車を呼んで！　はやくっ！」

「あ、ああ！」

　道場の隅で呆然ぼうぜんとしていた菅原に指示を出して、絢瀬は必死に海斗の意識を呼び覚ますために呼びかける。

　その二人の様子を興味のない冷めた視線で一瞥いちべつし、蔵人はその場を後にする。

「明日までに荷物をまとめて出ていけ。ここはもうテメェらのモンじゃねェんだからな」

　去り際に、その事実一つを告げて。

　絢瀬は悔しさに歯を軋きしむほど嚙かみしめる。

　そのときだ。胸元で海斗がうめくような声を漏らした。


「す、……ま、……ない…………」



「父さん！」

　視線を落として海斗を見るが、目を覚ましてはいない。

　ただ弱々しく漏もれる吐息のように、彼は謝罪の言葉を口にした。





◆






　二年前のあの日、絢瀬は何もかもを失った。

　道場は看板も土地もすべて蔵人に奪われ……、門下生たちともそれ以来会うことはなかった。

　そして海斗自身も……ひどく痛めつけられ、昏睡こんすい状態に陥った。

　その眠りは、今もまだ醒さめずにいる。

　海斗は今もまだあの悪夢の日の中にいて、そして……ずっと謝り続けているのだ。

　すまない。すまない。と。

　守れなかった弟子たちの心に。

　そして、絢瀬に託すはずだった『綾辻一刀流』のすべてを奪われたことに。

（……父さんはもう、今年の冬まではもたないかもしれない）

　それは医者から告げられた余命宣告だ。

　死別自体は……病が発覚したときから覚悟していたことだ。それはもう納得出来ている。

　だがこのまま父が悪夢の中に永遠に取り残されることだけは、許せない。

　それだけは、絶対に許されない。

　だから絢瀬はこの二年間、道場の新しい主となった蔵人に何度も戦いを挑んだ。

　父が命を賭として守ろうとした道場を取り戻すために。

　しかし、海斗ですら勝てなかった蔵人に、絢瀬が勝てるはずもない。

　まるで獅子がじゃれつく子猫をあしらうように、絢瀬の挑戦は何度も退けられた。

　最初のウチは必死になって自分に挑んでくる無様な女の姿を、仲間内の見世物にして楽しんでいた蔵人だったが、それも飽きたのか、今ではもう門前払いにされ相手にすらしてもらえない。

　絢瀬がもう一度蔵人と戦うには、七星剣武祭にでて、そこに現れる蔵人に勝つほかないのだ。

　そして絢瀬も蔵人も三年で、海斗の命の刻限も迫っている今、次の七星剣武祭が最後のチャンス。

　それを逃せば、父の魂は永遠に失意の闇やみに囚とらわれてしまう。それは許せない。

　だったら、もうどんなことをしてでも勝つしかない。

　結果を得ること。それが何よりも優先される。手段なんてどうでもいい。

　それが正しい事だとは思わない。だけど決して間違ってなんていない。

　弱い者が強い者に勝たなければならないなら、手段なんて選べない。それが現実なのだ。

「ボクは必ず、道場を取り戻す。たとえ黒鉄くろがねくんに二度と許してもらえなくなったとしても」

　……そして失意の底に沈む父に言ってあげるのだ。もう謝らなくていいのだと。

　今一度自分の始まりを振り返り、絢瀬の気持ちは決した。

　彼女はもう揺らがない。

　彼女はもう躊躇わない。

　たとえ誰に誇れなくとも構わない。

　必ず勝って、道場を取り戻す。それが綾辻絢瀬のすべてなのだから。





◆






『えーそれでは、お待たせしました！　時間になりましたので、これより本日の第六訓練場・第一試合を開始致しまーす!!　この試合の実況は私、放送部三年の磯貝いそがいが、解説は一年一組担任・折木おれき有里ゆうり先生で担当させていただきます！　折木先生、今日は顔色がいいですね！』

『まだ一試合目だからね～。三試合目にもなればみんなが大好きないつものユリちゃんになるわよ～♪　でも大丈夫、血液の予備はリットル単位で用意してるから～』

『なるほど！　どうやら本日も実況席には血の雨が降りそうですね！　それでは、皆様お待ちかねの、選手入場を行います！』

　放送部の女生徒のアナウンスで、その日一組目の選手の入場が始まる。

『まず青コーナーから姿を見せたのは十戦十勝のパーフェクトゲームを続ける、今注目のＦランク騎士！　一年・黒鉄一輝選手です！』

　一輝が会場に姿を見せた途端、すり鉢型の観客席から黄色い歓声が沸わき起こる。

《落第騎士ワーストワン》の応援にやってきたファンの女生徒たちだ。

『姿を見せたと同時に歓声で会場が沸きます！　すごい人気です！』

『黒鉄くんは女性のファンが多いねー』

『あんなに強いのにＦランクっていうのがこう、報われてない感じがして応援してあげたくなるんですよ！』

『先生もその気持ちはわかるかなー』

『少し前までは誰の目にも止まらない無名の留年生でしたが、破軍の体制が変わったことにより、持ち前の実戦力の高さを武器にメキメキと頭角を現し、今や七星剣武祭代表有力候補の一人としても数えられるようになった《落第騎士ワーストワン》！　今日はどんな戦いを見せてくれるのでしょうか！　そして今、今日の彼の相手が赤コーナーから姿を現しました！　同じく十戦十勝の素晴らしい戦績をひっさげて十一回戦目に望むのは、Ｄランク騎士、三年・綾辻絢瀬選手です！』

　一輝に続き、黒い髪を靡なびかせながら絢瀬が姿を現す。

『奇くしくも彼女もまた黒鉄選手と同じく、今時珍しい《剣術家》で、これまでの試合を全て剣技のみで勝ち進んでおります。さらには大会実況に協力してくれている『破軍学園壁新聞部』の日下部加々美かがみさんからの情報によれば、彼女はなんと黒鉄選手に剣技のレクチャーを受けている弟子でもあるとか！　つまり今日の対決は師弟対決というわけですね！　弟子はこの強い師匠を超えることが出来るのでしょうか！』

『けほっ。綾辻さんにとっては今回の戦いが正念場になるね』

『はい。綾辻選手は《狩人》や《速度中毒ランナーズハイ》といった有力選手を蹴散らしてきた黒鉄選手とは違い、これまで格下のＥランク騎士としか当たっていませんでした。現時点では非常にくじ運に恵まれての十連勝と言えます』

『彼女はどんな伐刀者ブレイザーなの～？』

『それが綾辻選手に関しては情報が殆どないんですよね。去年までの公式戦には一つも出場していないのでデータが残っていませんし、今年も先ほど述べたように、剣技一本で勝ち上がってきているので一体どんな能力を隠し持っているのかわかりません！　この綾辻選手が隠し持つ切り札の存在も、この戦いの優劣に大きく寄与することでしょう！　さあそして、両者が今開始線につきました！』

　二人は直径約百メートルのリング中央で二十メートルほど間合いを開けて向かい合う。

　少し前までは実況が述べたように、共に剣を振るい、同じ時間を過ごした仲間だった。

　だが、今の二人の間にそんな和やかな空気は存在していない。

（……怖い顔だ）

　絢瀬は一輝の表情を見てそんな感想を抱く。

　自分を見つめる一輝の表情は、今まで見たことがないほどに硬く、険しいものだ。

　怒っている。

　反則という武人としてもっとも恥ずべき行為に手を染めた自分を。

　だが、絢瀬はすまないとは思わなかった。

　もう、この道を突き進むと決めていたから。

（むしろ……好都合だよ）

　自分が行った事前工作で一輝の魔力は完全に回復しきってはいない。

《一刀修羅》を使うことは出来ないはずだ。

　そのうえ、一輝は明らかに力んでいる。いつもの自然体ではない。それがはっきりと見て取れる。

　怒りは冷静さを奪い、冷静さの欠如はポテンシャルの低下に繋つながる。

　自分と一輝との間にある差が歴然である以上、削れるところで少しでも戦力を殺そがなければならない。だからこれは嬉しい副産物だと言えるだろう。

　さらに……絢瀬には『切り札』とも呼べる罠わながある。

　彼女は明け方、一輝と対面する前にそれを仕込んでいた。

（これだけ冷静さを失っている今なら、あっさり罠に飛び込んでくるかも……）




『それでは皆さんご唱和ください。──LET's GO AHEAD試合開始!!!!』





◆






　試合開始のブザーが鳴らされた瞬間、


「────！」



　まるで短距離選手スプリンターのような反応速度で、黒い刃を持つ剣士は絢瀬目掛け走り寄った。

　身体を低く、脚力だけでなく、全身のバネを用いての疾風が如き疾走。

　完全な開幕奇襲。

　まだ己の右手に持つ緋色の日本刀《緋爪》を満足に構えられてもいない絢瀬は、これに対応出来ない。


　だが────それは、ただの剣客同士での立ち会いならばの話！



　二人は、『伐刀者ブレイザー』なのだ！

「かかったッ!!」

　声と同時に絢瀬の霊装《緋爪》がその刀身から鮮血を思わせる赤光を放つ。その瞬間、




　──一輝の全身から血煙が噴き出した。




「ぐっあ、ぁああ!!」

　一輝は苦鳴を上げ、失速する。

　見れば、一輝の全身には幾筋もの太刀たち傷が走っていた。

『な、ななななんだいまのはぁあああ!!!!　と、突然黒鉄選手の身体が滅多切りに！　一体何が起こったんだぁあぁあああ!?!?』

『い、イッキくん!?』


『なに!?　何が起こった!?　突然《落第騎士ワーストワン》から血が…………っ』



　ギャラリーたちが突然の事態に響どよめく。

　誰もがあの瞬間、何が起こったのか理解出来ていなかった。

　だが、遠くの間合いにいる人間を一瞬でなます切りにするなどという滅茶苦茶が出来るのは、当然……伐刀絶技ノウブルアーツ以外あり得ない。

　そう、これこそが綾辻絢瀬の固有霊装デバイス《緋爪》の能力。

（ボクの能力は──『《緋爪》の刀身による刀傷を開く』こと）

　相手に与えた太刀傷を自由自在に開くことでどんな小さな傷でも『重傷化』させる力だ。

　しかし、これは人間に対して使用した場合の話。

　彼女の能力は、──空間に対しても使用できる。

《緋爪》が撫で斬った大気の傷痕きずあとを任意のタイミングで開き、瞬間的に真空の刃──カマイタチを発生させる。それが伐刀絶技ノウブルアーツ《風の爪痕つめあと》。

　絢瀬は明け方前、一輝との待ち合わせ場所に行く前に、試合の舞台となるこの第六訓練場に訪れ、リングの至る所に《緋爪》による爪痕をつけ、斬撃の地雷を配置していたのだ。

（この爪痕をボクは百以上もリングの彼方此方あちこちに配置している。いくら黒鉄くんが見切りの達人でも、見えない斬撃は防ぎようがない！　実際、今黒鉄くんはあっさりボクの罠にかかった）

　もちろん、これは反則だ。

　試合の中で爪痕を刻むなら問題ないが、試合が始まる前からステージにトラップを仕掛けるのは完全なルール違反である。

　だが、カマイタチは見えないが故にそのカラクリに気づきにくい。正規の魔導騎士である監督の折木ならこれに気づくかもしれないという懸念はあったが、今のところ折木からも反則のコールはかからない。ならば、

（いけるっ！）

　折木を出し抜き、絢瀬は確かな手応えを感じる。

《風の爪痕》によるカマイタチは『傷口を開く』という概念系魔法の副産物だ。

　正直、殺傷力は高いとは言えず、決定打に欠く。

　だが、《緋爪》による直接斬撃は別だ。

　絢瀬の能力仕様上、《緋爪》の刀身でかすり傷でも付ければその時点で勝ちを確定できる。

　どんな小さな傷でも、『傷口を開く』ことで骨まで肉を裂き、重傷化させることが出来るからだ。

　つまり絢瀬のゴールは、《風の爪痕》で一輝を翻弄ほんろうしつつ、《緋爪》による斬撃を一撃叩き込むこと。

（それが出来れば、この試合、勝てる！）

　残る問題はその傷を付けるために何時いつ仕掛けるか。

　一輝は並の剣客ではない。それは彼に指導を受けていた絢瀬が一番わかっている。

　下手に前に出れば返り討ちにあう。

　今の不意打ちでダメージを与えはしたが、前進を止めただけで膝は屈さなかった。

　傷を負いながらも最低限迎撃出来る体勢は崩していない。

（……だから、まだ早い。ここでは仕掛けない。そしてここでボクが仕掛けなければ、黒鉄くんの行動は一つ）

　突進の勢いは寸断された。そして逆に自らが深手を負う結果となった。

　心情的にも体勢的にも、ここは一呼吸挟みたい場面。ならば、

『おっと黒鉄選手、後ろへバックステップ！　謎なぞの斬撃を前に、ここは一度仕切り直そうという判断でしょうか！』

（──そこを狙い撃つ!!）

「がっ!?」

『あああ!?　なんということだ！　黒鉄選手、今度は後ろから斬りつけられた!!　一体リング上では何が起きているのかァ!!』

　絢瀬が作り上げたのは十重二十重とえはたえに重ねた斬撃の牢獄ろうごく。

　逃げ場などどこにも在りはしない。

　そして突然背中を斬りつけられて、ついに一輝の膝が落ちた。

　決定的な隙。そして絢瀬にとっては──

（千載一遇せんざいいちぐうのチャンス!!）

　ここで決めきる！　その気概を持って絢瀬は一輝に向かい進撃した。

『黒鉄選手が膝をついた瞬間、綾辻選手が仕掛けてきた!!　これはまずい！　こんな体勢では自慢の剣技も披露できないぞォォ!!』

　斬撃の牢獄を作り上げた以上、絢瀬には長期戦を行い徹底的に一輝を消耗させる手もあった。

　しかし彼女は勝負を仕掛けた。絢瀬は恐れていたのだ。

（黒鉄くんは、あの《狩人かりうど》に勝った男だ）

　それもただ勝っただけではない。

　ここで重要なのは、対人最強の伐倒絶技と名高い《狩人の森エリア・インビジブル》を破らずに、すべて受けきったまま《狩人》を倒しきったという事実。

　あの試合、一輝には最後の最後まで《狩人》の姿が見えていなかった。

　にもかかわらず、《落第騎士ワーストワン》は不可視の《狩人》を捉え、倒しきった。

　空恐ろしいほどの洞察力。それを以てすれば、絢瀬の思考を逆読みして《風の爪痕》の場所を看破かんぱしてきてもおかしくない。

　普通なら考慮にも値しない可能性だが、黒鉄一輝ならやりかねない。

　長期戦でちまちま体力を殺そいでも、精神的に立ち直られるのは不味まずい。

《落第騎士ワーストワン》の恐ろしさは体力よりも、その洞察を支える精神力のほうなのだから。

（だからこそ、──今行く！　かすり傷だけでいいんだ！　それだけで勝負はつく！）

「ハァァアアアアアアアアアアア!!!!」

『ここで綾辻選手が猛攻!!　ラッシュラッシュラッシュぅぅうぅ！　緋色の刃を振りかざし、膝をつく黒鉄選手目掛け斬撃の雨を降らす!!　黒鉄選手、不安定な体勢では受けるのが精一杯か!?　このまま斬撃の雨に切り刻まれてしまうのか!!　……いや!?　な、なんと黒鉄選手、片膝をついた不安定かつ不利な体勢にもかかわらず、降り注ぐ朱あかの斬雨ざんうを《陰鉄いんてつ》の刃で受けきる！　頭上から降り注ぐ刃を、一撃たりとも通さない！』

（……くっ、……！）

　届かない。

　ほんの少し掠れば勝てるのに、その少しが遠い。

　片膝をつくという圧倒的不利な体勢にあるにもかかわらず、手首リストの返しだけで自分の連撃を封殺する一輝に絢瀬は舌を巻く。

　さすがは……一部で《無冠の剣王アナザーワン》とすら呼ばれる騎士。

　簡単には決めさせてはくれない。

　しかも一輝は降り注ぐ斬撃を受けきりながら地についた膝を起こし、

「ハッ!!」

『あの状態から相手の剣戟を凌しのぎつつ、黒鉄選手、ついに体勢を立て直し反撃にでたァ！』

　放ってきたのは、叩き付けるような大振りの打ち下ろし。

　一輝にしては荒々しい力任せの一撃だが、しかしそれも考えあってのこと。

　──これは、実況が言うような『反撃』ではない。

　体勢は立て直せても、不利な体勢で剣戟を受け続けたことで崩れたリズムは簡単には戻らない。

　一輝としてはここは一拍間を置きたいところ。だからこその大振りだ。

　相手が避ければ当然距離が開くし、受ければ打撃力で相手を間合いの外へはじき出せる。

　どちらに転んでも一輝に利する。考えられた一撃だ。しかし──絢瀬はこれを読んでいた！

（ここだ！）

　一輝の動きを読み切り、絢瀬はこの瞬間こそを勝機と見た。

　絢瀬の修める『綾辻一刀流』は受け流しからのカウンターを得意とする流派。

（本気の黒鉄くんの斬撃に、ボクレベルがカウンターを被かぶせるのは、普通なら不可能）

　一輝の太刀筋は鋭すぎる。下手に手を出せば火傷やけどするのはこっち。

（だけどこの打ち下ろしは別！）

　これはただ密着を嫌って距離を取りに来ただけの威嚇いかくの剣。

　荒々しさはあれど鋭さはない。

（この剣なら、ボクにも受け流せる！）

　判断は一瞬。絢瀬は《緋爪》を斜しゃに構え、鉄槌てっついが如く打ち下ろされる重撃を、滑らせ外へ流す。

　受け流すと同時に蹴り脚の親指に力を込め、絢瀬は身体を前へ押し込んだ。

　狙うはカウンター。

　受け流しにより上体が泳いでいる一輝のがら空きの胴目掛け、すれ違い様に《緋爪》を振り抜く。

（貰ったッ!!）

　絢瀬は己の判断に確かな確信を得る。

　だが──返ってきたのは、腹肉を裂く感触ではなく、硬い何かを打ち付ける手応え。

（ガードされた！　どうして！）

　刃は外側に流していたのに、あのタイミングでなぜガードが間に合うのか。

　その答えは、一輝の手元にあった。

　彼は流された《陰鉄》の柄尻つかじりで絢瀬のカウンター胴薙なぎを受けたのだ。

『おおおおおぉおぉぉおお!!!!　カウンターを取られたと思ったやいなや、黒鉄選手、柄で防いでいた!!　なんというトリックプレー！』

『黒鉄くんはステラちゃんとの模擬戦でも同じようなガードをしてたね。刀身で受けられない攻撃は柄で受ける。刃と柄の二重の防御陣。相変わらずクロスレンジは鉄壁だね』

（……くっ！　そういえば黒鉄くんはこういう変則ガードも使いこなせるんだった……ッ！）

　折木の解説に絢瀬は舌打ちする。何という集中力か。

　だが何故これほどの集中を維持出来る？

　冷静さは失われていたはずなのに──

「──っ!?」

　疑問に思い、一輝の表情を窺った絢瀬は愕然がくぜんとする。

　そこには先ほどまでの怒りや焦りの色は微塵みじんも見えない。

　一輝は落ち着いた、波紋一つ立たない泉を思わせる静謐せいひつを宿した瞳で絢瀬のことを見下ろしていた。

（まさか、誘われた……ッ!?）

　背筋を走る悪寒に、絢瀬は即座に反応した。

　踵で強く地面を蹴り、大きく一輝の間合いから逃れる。

　追撃が来るか、と身構えたが、しかし一輝は絢瀬を追わなかった。

　絢瀬に追撃を行うこともなく、ただ静かに佇んでいる。

　今のは自分の思い違いか、過剰に警戒してしまっただけか。

（どっちみち、仕切り直しだ）

　仕掛けはまだまだある。長期戦は望むところではないが、しかし無理に短期決戦を狙って嚙みつかれては元も子もない。やはり次からはもっと慎重に──

「……よかった」

　瞬間、対峙たいじする黒い刀を持つ侍が、安堵あんどしたようにため息を零した。

「え？」

　よかったとは、なにがだ。

　こちらが間合いを開いたことだろうか。

　言葉の意味を測ろうと絢瀬は思考を回転させ、




「やっぱり綾辻さんは、僕が思っていたとおりの人だった」




　彼女の思考は、一輝の嬉しそうな微笑みの前に凍り付いた。





◆






　一輝の放った言葉に一人、優しい笑顔を浮かべる女性がいた。

　彼の担任であり、そしてこの試合の解説＆監督を務める折木有里だ。

　彼女が今朝、担任教師として校舎を破損させた一輝の聴取をしていたときのことだ。




『先生。今日先生が監督する僕の試合、僕の対戦相手は間違いなく反則を使ってきます』


『ブーーーーッ!!!!』



　あまりに突然すぎる話に折木はコーヒーと一緒に鼻血を噴き出してしまった。

『ちょ、え？　ちょっと、鼻血止めるからその間にどういうことか説明してくれる!?』

　そこで折木は夜中の間に一輝と絢瀬の間に起こった出来事の全すべてを聞かされた。

　絢瀬が一輝を呼び出したこと。

　呼び出して、そこで一輝の戦力を殺ぐために飛び降りたこと。

　それを助けるために能力を使い、校舎を壊したこと。


『そ、そんなことがあったの…………っ』



　本当だとすれば一発レッドカード。さすがに退学、とまではいかないが、試合の抽選からは確実に弾かなければならないような行為だ。

『で、でも、なんで試合中に反則をしてくるってわかるの？』

『……フェンスを切断したとき、彼女は何もしていませんでした。でも太刀音おとは確かにあの瞬間に聞こえた。そのことから察するに、詳しいカラクリまではわかりませんが、綾辻さんの能力は『斬撃の配置。および任意発動』だと考えてます。そんな能力を持っているなら、たぶんもう会場となる第六訓練場のリングにトラップを仕掛け終えていると思って間違いないでしょう。なにしろ僕の切り札を殺すために自殺まがいのことまでするくらいですから。きっと試合中もまず手段なんて選んでこない』

『確かに、そこまでやる人間が肝心の試合で綺麗な手段を使ってくるとは思えないけど……むむむ～、でも自殺未遂に妨害行為なんて……それが本当なら大問題だよこれは』

『でも僕の証言だけじゃ証拠になりませんよね』

『だねぇ。先生は黒鉄くんのこと信頼してるけど、ことがことだけに証言だけではちょっと動けないよ。でも話はわかった。先生も警戒はしておくよ。もし反則を使ったらすぐに試合を止める。だから黒鉄くんは安心して──』

『いえ、この試合、反則のジャッジを取らないで欲しいんです』

　再び折木の鼻から血が噴き出した。

　折木は貧血で激しい目眩めまいを覚えながらも、鼻にティッシュを突っ込んで、一輝に尋ねる。

『え？　なになにどういうこと？　言ってる意味がまるっきり理解出来ないよ!?　じゃあなんで今ここでわたしにこのことを話したの!?』

『校舎を壊した理由を問われれば、話さないわけにもいきませんから。それにたぶん折木先生なら僕から何も聞いていなくても綾辻さんの反則に気づく。気づいてその場で試合を止めてしまう。でも……それはやめて欲しいんです』

『どうして!?　もし本当に反則が起こったなら、没収試合で黒鉄くんの勝ちになるんだよ？　この代表選抜戦での一戦一勝がどれだけ大切か、気づいてるよね？』

『はい。たぶん無敗を維持しないと、代表には残れない』

『そう。もうぶっちゃけちゃうけど今の進行だと全勝しないと代表には残れない。それに気づいているのに、君はこの試合の反則をジャッジして欲しくないというの？』

『はい。お願いします。先生』

　折木には理解出来なかった。

　だって、一輝は誰よりも勝利に飢うえているはずなのだ。

　折木は一輝を受験生の頃から知っている。彼の入学試験を担当したのは自分なのだから。

　一輝ほどやる気と目的意識を強く持った受験生は見たことがなかった。

　そんな彼が大人の世界の理不尽で一年間をふいにしたことには、折木もひどく胸を痛めたものだ。

　体制が変わり、やっと平等なチャンスを与えられた今年。彼は是が非でも勝ちたいはず。
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　だというのに──なぜ自分に対し騎士としての究極のタブーを犯してきた相手のために、頭を下げるのか。


『…………理由を、教えてもらえるかな？』



『信じたいからです』

『……信じたい？』

『はい。……夜中彼女に会ってから、僕はずっと考えていました。友達アリスの言うように、ここで彼女との縁をすっぱり切ってしまえば、この一戦は確実に僕の反則勝ちになります。でも本当にそれでいいのかって。考えても考えても、答えは出ませんでしたが……ただ一つ僕にわかったことがありました』

『それはなに？』

『僕は彼女との縁を切りたくないんだという僕自身の気持ちです。……だから、それなら最後の、本当に最後の最後まで信じてみようと思ったんです。綾辻さんは何かに追い詰められるあまり、自分を見失っているだけなんだと』

　一輝は知っている。

　少し父の剣に近づいたことを子供のようにはしゃぎ回って喜ぶ絢瀬の笑顔を。

　自分の竹刀しないだこでぼろぼろになった手のひらを好きだと言ってくれた絢瀬の言葉を。

　あれがすべて噓うそだったとは、とても思えない。

『だから僕は決めたんです。昨日の夜に見た彼女ではなく、いつもの彼女を信じようって』

　必死になっているとき、人は自分が思っている以上に盲目になる。

　そう、自分自身すら見えなくなるほどに。一輝はそれを、身を以て知っている。

　そういう人間を助けられるのは、その者を大切に思う第三者の言葉であることも。

　だからもし絢瀬が、あのときの自分のように必死になりすぎるあまり、心の悲鳴が聞こえていないだけならば、

『僕は彼女を助けたい。だから先生。僕に、彼女の真意を確かめる最後の機会を許してください』




（……まったく。そんなこと言われて、断れる騎士なんているわけないじゃない）

　常に公正たれ。敵に対しても誠実であれ。

　騎士ならば誰もが夢見る理想の自分の姿だ。

　それは折木も同じ。だから彼女は一輝の頼みごとを受け入れた。

　もちろん絢瀬の反則には初見で気づいたがジャッジを下さなかった。

　この試合を、そして一人の少女の心を彼に任せると決めたから。

　無粋はしない。折木はただ静かに一輝を見守る。

（助けてあげて。貴方あなたの大切な友達を──）
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　早い話、初手から全てが一輝の手のひらの上だった。

　リングにトラップが仕掛けられていたことも知っていた。

　長期戦を嫌う作戦方針も看破していた。

　だからこそ、短期決戦を狙って攻め込んでくるよう、一輝は自ら斬撃に突っ込んだのだ。

　すべては……絢瀬と剣で語り合うため。

（最初から、こうしておけば良かった）

　一輝は自分自身の間抜けぶりに苦笑を滲ませる。

　ああそうだ、自分のような一番近くにいた恋人の想おもいにすら一カ月も気づけなかった男が、言葉だけで絢瀬を理解出来るはずなどないのだ。

　結局のところ、自分には剣これしかない。

　剣で語り合うしか、人の本心など見抜けはしないのだ。

　だが──今確かに一輝は絢瀬の本心を見て取った。

「よかった。……やっぱり綾辻さんは、僕が思っていたとおりの人だった」

「……どういう意味？」

「綾辻さんは、間違ったことをして平然といられるような人じゃなかったってこと」

「……何を言い出すかと思えば。アハハッ。それだけズタボロにされて、よくもまあそんな世迷よまい言ごとを言えるものだね。いくらなんでもお人好ひとよしが過ぎるんじゃないかな？」

　夜中の屋上で見せた、あの嘲あざけるような冷笑で絢瀬は一輝を睥睨へいげいする。だが──

「世迷い言なんかじゃないさ」

　一輝はもうそんな薄っぺらい表情うそにはごまかされない。

　剣は噓をつかないのだから。

「太刀筋も、踏み込みも、リズムも、呼吸も、何もかもが滅茶苦茶だ。僕が教えたことはおろか、元々出来ていた事すらまともに出来ちゃいない。得意のカウンターも動作がガタガタ。だからあんな簡単に防がれる。どれだけ頭で悪ぶった自分をつくっても、魂は欺あざむけない。心技体三つ揃ってこその剣術だ。心が迷っている剣に、本当の力は宿らない。……綾辻さんは、綾辻さん本人が思っている以上に誇り高い人だよ」

「そ、そんなことはない！」

　一輝の指摘に、絢瀬が急に声のボルテージを上げた。


「ボクは迷ってなんかいない！　二年前に思い知らされたんだ！　どれだけ誇り高く戦おうが、負ければ全部台無しなんだって！　結果の伴わないきれい事になんて何の意味もない！　勝たなきゃ守れないんだから！　だったら、何をしてでも勝つ！　どんなことをしてでも勝って────取り戻すんだ！」



　それは、一輝に対する反論というよりは、自分自身に言い聞かせる言葉だ。

　それが一輝にはわかる。必死になることで、自分の心の悲鳴に耳を閉ざしているんだ。

　いつかの自分のように。

「……なら、僕がやるべきことは一つだ」

　その悲鳴を、彼女の耳に届けること。

　今すべきことは、そのたった一つだけだ。

　だから、一輝は《陰鉄》の切っ先を絢瀬に向け、




「僕の最弱さいきょうを以て、君の誇りを取り戻す」




　そう宣誓した。
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『おーっとここで黒鉄選手の上体が沈み込む！　初手と同じ、突撃の構えだ！　あの謎の斬撃を受けても気後きおくれは見られません!!　《落第騎士ワーストワン》は攻めていく気だ！　まさかあの斬撃のカラクリを看破したのか!?』

　絢瀬はその挙動に素早く対応。更に後ろへ後退することで間合いを開く。

　だが対応こそは冷静だったが、その心中は大きく乱れていた。

（ボクが、間違ってる!?　心の悲鳴!?）

　何を馬鹿な。そんなことあり得るはずがない。

（ボクはどんなことをしてでも、道場を取り戻して父さんを安心させなきゃならないんだ！）

　迷ってなんていない。欺いてなんていない。

　自分を惑わすために一輝が三味線しゃみせんを弾いているだけだ。

　絢瀬はそう強く思い込み、深く考えることを避ける。

（──そこまで言うのなら、黒鉄くんの言う間違いで勝負を決めてあげるよ！）

　バックステップで開いた間合いは約三十メートル。

　そしてその間合いは斬撃の地雷原だ。

　一輝の突進速度は初手で完全に記憶した。

　次はもっと致命的なタイミングで《風の爪痕》を発動できる──ッ!!

「いくよ。綾辻さん」

　瞬間、沈み込んだ一輝の身体が持ち上がり、──前へ飛び出した！

（──ここだ!!）

　その挙動に反応し、絢瀬は一輝の前方に存在する《風の爪痕》の傷を開く。

　忽然こつぜんと生まれる大気の断層は、触れるもの全てを切り裂く真空の断頭台。

　触れればもちろん只ただではすまない。だが──


「な────ッッ!?」



　黒鉄一輝の身体は、初手とは比較にならない速度で弾丸の如く前へ飛び出し、真空が開くよりも早く駆け抜け、絢瀬の刃を置き去りにした。──その神速は《一刀修羅》と全く同じ！

『なんという速度だー！　黒鉄選手、ついに切り札の《一刀修羅》を使ってきたァ!!』

（ど、どうして!?　あの切り札は封じたはず……ッ！）

　錯乱する絢瀬に折木の声が届く。

『ううん。アレは《一刀修羅》じゃないよー』

『え？　そうなんですか、折木先生』

『あれはみんなと同じ、魔力放出で加速をつけているだけよ』

（魔力放出！）

　その言葉に、絢瀬は己の失策を悟った。

　魔力放出とは、己の魔力を放出することで行動を加速させる、他の多くの伐刀者ブレイザーがほぼ意識することなく行っている行動強化術だ。もちろん絢瀬も行っている。

『黒鉄くんは人並み外れて魔力が少ないから、こういう使い方をすると一回か二回程度で魔力切れになっちゃうから普段は使わないのよねー。だけど『使わない』のと『使えない』は違う。たぶん今回、彼は何かの理由で《一刀修羅》が使えない。だから、その代用として使ってきたんだと思うよ』

　折木の言うとおり『使わない』と『使えない』は違う。普段一輝は自分の魔力量に余裕がないから『使わない』だけ。だが《一刀修羅》を行うだけの魔力の回復が見込めない今、魔力放出による行動強化を躊躇う理由はない。だから使った。現有魔力をありったけ放出することで、一度きりではあるが《一刀修羅》にも劣らない速度を生み出したのだ！

（《一刀修羅》に気を取られすぎていた！）

　なんて致命的なミス。

　一輝はもう神速の踏み込みで剣の間合いに踏み込んでいる。

　今からでは《風の爪痕》は間に合わない。

　完全に心理の裏をかかれた。

（だけど、まだ終わりじゃない!!）

　間合いに踏み込まれた。

　切り結ぶことは避けられない。

　だが、この一回だ。この一回の剣戟を死力を尽くして凌ぎきり、もう一度距離を開く！

　そうすればもう一輝に魔力は残っていない。

　今回のような弾丸スタートはきれない。

（ボクの勝機はそこにしかない！　この一合は、何が何でも打ち勝つ──ッ!!）

　裂帛れっぱくの気合いを込めて、絢瀬は《緋爪》を振るい、眼前の一輝を斬りつけ──




　その刃は、何もない空を薙いだ。





「────え……」



　確かに目の前には一輝がいたはずなのに──

　絢瀬の渾身こんしんの一閃は、前から走ってくる一輝の鼻先を僅かに掠めただけで、届かなかった。

　間合いを間違えたのか。

　そんなことはない。確かに一輝は剣の間合いにいた。

　だがその一輝は蜃気楼しんきろうのように消え去り、その後ろからもう一人の一輝が走ってきた。

　絢瀬の頭が真っ白になる。もう何が何だかわからない。

　──だが、それは無理もない混乱。

　これこそが、黒鉄一輝が持つ、『第七秘剣・雷光』と並び立つ、オリジナル技の一つ。

　足捌きによる急激な緩急かんきゅうで『走る自分の前方に残像を作り出し、間合いを誤認させる』技。




「第四秘剣──蜃気狼しんきろう」




　瞬間、渾身の一刀を空ぶった絢瀬の身体を、《陰鉄》の斬撃が切り裂いた。
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『決まったぁぁあああああああ!!!!　黒鉄選手の一撃がクリーンヒット!!!!』

　実況のゲインを振り切った声に、観衆もまた同調し、大きな歓声が上がった。

『綾辻選手の両膝が地面に落ちる！　しかし血は流れておりません……！　これは……』

『こほっ、けほっ、……うん、斬りかかる瞬間に《幻想形態》にしたんだろうねー』

『と、いうことは疲労がたまっただけで致命傷を受けたわけではないと』

『うん』

『しかしどうしてそんなことをしたのでしょう？　女性は傷つけたくないということでしょうか？』

『それはないかなぁ。わたし彼に斬られたことあるし。たぶん、はじめから体力だけを殺ぐことが目的だったんだと思うよ。……今回黒鉄くんの目的は、ただ勝つことだけじゃないから』

　誰に言うでもなく折木は呟つぶやき、リングを見下ろす。

　ちょうど絢瀬が地についた両手両膝に力を入れ、立ち上がろうとしているところだ。

　絢瀬は身体を震わせながら、顔だけを上げて自分の前に佇む一輝を睨み付ける。


「…………、どういう、つもり……？」



「何が？」

「とぼけないで……っ。どうして斬らないの……！」

「斬らなくても、綾辻さんはもう戦えないから」

（ばかにして……ッ）

　侮あなどられた。

　それを侮辱と思い、絢瀬は両手両膝に渾身の力を込める。

　幻想形態の霊装に斬られたところで、肉体的なダメージは受けない。

　体力が直接こそぎ取られるだけだ。

　絢瀬も、体力には自信がある。

　一輝とステラの毎朝のランニングにも余裕を持ってついて行けるほどだ。

　この程度の疲労、どうということはない。


「…………あれ」



　そのはずなのに、……身体に力が入らなかった。


「………………どうして……」



　今立ち上がらなければ、この戦いに勝たなければ、すべてが終わってしまうのに。

　父を救えないのに。どうして、なんで、

（ボクの心は……こんなにも寒々しいの？）

　心が沸き立たない。

　身体の底から力を振り絞って、再び立ち上がろうとする気概が沸き起こらない。

　その事実を実感して、絢瀬は気づいた。

　自分の魂が、この誇りなき戦いを拒絶していることに。


（そうか…………。これが、ボクの心の悲鳴なんだ…………）



　人は追い詰められたとき、己の胸に誇りがあるから立ち上がれる。

　まだやれる。まだやろう。諦あきらめるな。そう自分を鼓舞こぶできる。

　絢瀬も今までずっとそうやってきた。

　どれだけ修行が辛つらくても、手の豆が潰れて痛んでも、《綾辻の剣》を振るう己に誇りを持っていたからがんばれた。

　だが、……その誇りを自ら否定した絢瀬には……

「……黒鉄くんの言うとおりだよ」

　もう立ち上がる力は残っていなかった。


「…………ボクの負けだ」
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『あーっと、ここで綾辻選手からギブアップが出ました！　試合終了～～～～!!　勝利したのはやはり《落第騎士ワーストワン》黒鉄一輝選手!!　黒鉄選手はこれでなんと十一連勝!!　それも《狩人》に《速度中毒ランナーズハイ》という名だたる面々を下しての十一連勝です！　もはや七星剣武祭代表枠は確実と言っていいでしょう!!』



　勝負の結果に沸き立つ観衆を尻目に、絢瀬は乾いた嗤わらいを浮かべる。

「情けないな……。捨てることはおろか、貫くことも出来ないなんて……」

　唇から零れるのは何者にもなりきれない半端な自身への嘲笑ちょうしょうだ。

　だが、その嘲笑を、

「情けなくなんかないさ」

　一輝は強い口調で一蹴いっしゅうした。


「え…………？」



「迷って、間違って、見失って。だけど捨ててはいなかった。それは綾辻さんの強さだ」

　そして一輝は倒れた絢瀬に手をさしのべ、問いかける。

「綾辻さん。教えてよ。……君が《剣士殺しソードイーター》に奪われたものが何なのかを。なにがそこまで、君を追い詰めるのかを」

「そんなこと聞いて、どうするのさ……」

「僕が取り戻す」

　迷いなく告げられる言葉には、僅かばかりの躊躇いもごまかしもない。

　絢瀬が頼れば、一輝は何の躊躇ちゅうちょもなく彼女のために戦うだろう。

　それがわかる。わかってしまうからこそ、

「……教えられない。黒鉄くんには関係のないことだから」

　あんな理不尽ばけものと戦わせるわけにはいかない。

　こんな優しい男の子を、自分のようなどうしようもない半端者のために、傷つけるわけにはいかない。


（あんなのはもう…………父さんだけで十分だ）



　だから絢瀬は全てを伏せた。すると──

「だったら調べる」

「え？」

「綾辻さんのことつけ回してかぎ回って、全部調べる」

「な、なにを言って……」

「全部調べて、全部取り戻す。綾辻さんだって最初僕をストーキングしてたんだから、おあいこだ。文句を言われる筋合いはない。そうだよね？」

　わけがわからない。

　何がおあいこだ。……おあいこ、なんかじゃない。

　こんなの借りの作りっぱなしだ。

「……どうして、」

　絢瀬は声の震えを、滲む涙を止められなかった。


「ボクは黒鉄くんを裏切ったのに……っ。あんなに、ひどいことをしたのに……ッ、なのに……、っ、どうして…………助けてくれようとするの？」



　震える声で絢瀬は尋ねる。一輝の答えはとても明瞭めいりょうなものだった。

「友達の涙を拭ぬぐうのに、理由なんていらないよ」


「…………！」



　瞬間、絢瀬の瞳に映る一輝の姿が、……かつての海斗の姿と重なった。

　傷つけられた弟子のために戦いの舞台へ上った父の姿と。

　一輝も彼と同じだ。

　唾を吐かれても、理不尽な罵声ばせいを浴びても、そんな些細ささいなことで剣は抜かない。

　だが、大切な仲間が傷つけられれば、剣を抜くことを躊躇わない。


（ああ……、そうだ…………）



　いつから見失っていたんだろう。

　これこそが、自分が、あの道場で目指し続けた姿だったはずだ。

　絢瀬は自分の両手に目を落とす。

　そこにあるのは幾度も豆が潰れ、お世辞にも綺麗とは言えない手のひら。

　父や一輝のそれと同じ、剣士の手のひらだ。

（そうだ。ボクはただ父さんのようなかっこいい剣士になりたくて、剣を握ったんだ）

　一時は蔵人の暴力的な強さに打ちひしがれて、道場を取り戻さなければという焦燥の中で、見失っていた自らの誇りの在処ありか。

　絢瀬はようやくそれを思い出し、自らの手を強く握る。

　その瞬間、絢瀬の心は決まった。


「……黒鉄くん…………ボクを、たすけて…………！」



　今の自分がすべきことは、父の教えに背いて、自らの誇りを裏切って、悲劇のヒロインじみた自己陶酔じことうすいに浸ることじゃない。

　この優しくて強い少年に、助けを乞こうこと。そして、彼の勝利を信じることだ。

　だから絢瀬は差し出された一輝の手を取った。

「その一言が聞きたかった」

　その言葉に、一輝は本当に嬉しそうに微笑んで、彼女の手を強く握りかえした。
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　絢瀬あやせとの試合があった日の深夜。

　一輝いっきたちが普段鍛錬たんれんを行っている森の広場に、一つの影が踊っていた。

　木々の合間から差し込む僅わずかな月明かりの下で、人影は鈍く光る刃を振るう。

　風のない夜。夜半の静寂に鋭く風を斬きる音が連なる。

　影が踊るのは、舞のように美しい演武だ。

　だがその動きが唐突に停止する。

「ステラか？」

　影……黒鉄くろがね一輝は汗を拭ぬぐいながら広場の入り口を向いて尋ねた。

　そこに人の気配を感じたからだ。

　呼びかけられ、入り口に横たわる闇やみから姿を見せたのは、予想通り、闇夜にありてもその艶つややかさを損なわないファイアブロンドの少女、ステラ・ヴァーミリオンだ。

　彼女は少し呆あきれたように眉まゆをひそめて苦言する。

「まだやってるの？　いい加減にしておかないと、明日の戦いに響くでしょ」

　ステラが言う明日の戦いとは、蔵人くらうどとの決闘のことだ。

　一輝とステラは絢瀬の試合の後、彼女から二年前に起こったことのすべてを聞いた。

　その始まりから顚末てんまつまで、すべて。

《最後の侍ラストサムライ》綾辻あやつじ海斗かいとがいかにして破れたのかを。

　そして、すべてを知った上で明日蔵人に道場を賭かけた決闘を申し込むと、一輝は絢瀬に確約したのだ。

　明日は……今日の絢瀬との試合以上にハードな戦いが待っているかもしれない。

　となれば、早く身体からだを休めた方が良い。

　それは一輝もわかっているのだが、どうにも落ち着かない。

「……ショックだった？」

「まあ、ね。……僕にとっても海斗さんは、ある意味憧あこがれの人だったから」

　黒鉄の大人たちが誰一人として味方になってくれなかった一輝にとって、海斗や他ほかの著名な剣術家は師も同然だ。

　彼らの試合を、彼らの剣技を必死で盗んで、解析して、反復した。

　それが今の一輝の土台となっているのだから。

　だからこそ、一輝にとって絢瀬の語った過去の断片は衝撃的だった。

　病やみ衰おとろえたとはいえ、魔力を用いない決闘……言うなれば騎士ではなく剣士の土俵で、あの海斗がそこまで一方的に破れたとは。

「やっぱり。半端じゃないよ。倉敷くらしき君は」

「もしかしてナーバスになってる？」

「……相手が相手だからね」

　貪狼どんろう学園のエース。三年・倉敷蔵人。去年の七星剣武祭ベスト８。

　このくらいのクラスになれば、ある程度の情報は探ればすぐに見つかる。

　彼の固有霊装デバイス《大蛇丸おろちまる》は変幻自在に変形伸縮し、あらゆる間合いを浸食しんしょくする。

　遠い距離にいる敵には弾丸のような速度で突きを伸ばし、それを躱かわされてもリング全体を薙なぎ払うような切り払いで切り伏せる。

　間合いに飛び込んでくる敵に対しては《大蛇丸》を片手剣ほどに縮小し、連打の回転で圧倒する。

　どんな間合いにおいても最善のリーチを選択できる蔵人の伐倒絶技《蛇骨刃じゃこつじん》は、剣戟けんげきにおいて一切いっさいの死角を持たない。

　派手さこそないがシンプル故に極めて攻撃的でやっかいな能力だ。

　特に、剣戟を主とする一輝のような剣士にとって、絶えず相手の間合いが変化するのはかなりやりづらい。

　故に《剣士殺しソードイーター》。その二つ名の通り、蔵人の能力は剣士にとって天敵だ。

　海斗が破れた以上、それ以外にも何か蔵人には秘密があるのだろうが──

「だけど、それはまあわかってたことだ」

　レストランで、あの獣気じゅうきとすら表現できる野蛮やばんなオーラを見たときから。

　でも一輝が落ち着かないのは……それが理由ではない。

「……ねえステラ。ステラは綾辻さんの話を聞いてさ、どう思った？」

「面倒な狂犬に目を付けられたものだと、センパイには同情するわ」


「それだけかい？　…………僕は」



「それ以上は言わなくてもいいわ」

　一輝の言葉にかぶせて、ステラは呟つぶやく。

「たぶん、同じことをアタシも考えてるから。だから言ったでしょう。センパイにはって」

「──そうか。……そうだね。ステラなら、そうだと思った」

　一輝は嬉うれしそうに相好そうごうを崩くずす。

　自分の愛する人が、自分と同じことを考えていたことが喜ばしかったのだ。

「でも、真相がどうだからってイッキには関係のないことでしょう。イッキのやることは変わらない」

「ああそうだ。そうだとも」

　頷き、一輝は再び闇に太刀たちを振り下ろす。

　……身体の調子は良い。気力も十分だ。

　後は、明日の戦いを待つばかり。明日になればすべてが明らかになるだろう。

　──絢瀬が気づいていない。二年前の真実が。
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　翌日の夕刻。

　学校が終わってから一輝とステラは、絢瀬に案内されて旧・綾辻剣道場に向かった。

「懐なつかかしいな。この道も」

　やや古めかしい家々が立ち並ぶ街道を歩きながら、一輝が呟く。

「そうか。黒鉄くんは確か一度ウチに道場破りに来ていたんだったな」

「うん。そういうのやってないって言われて追い返されたけどね」

「イッキの中学時代の話よね。そうやっていろんなところの道場を見つけては訪ね回ってたのって」

「我がことながらやんちゃだったよ。時間を作っては日本全国の道場を訪ねて、試合を申し込んでたんだ」

「すごい行動力だね黒鉄くんは。……でも、危なくなかったの？　中学生がそんなことをしたら、生意気だ！　ってボコボコにされちゃいそうだけど」

「もちろんそういうこともあったよ。門徒もんと総出で半死になるまでタコ殴りさ。だけど……それは仕方ない。こっちは道場破りなんて無礼なことをしてるんだから。道場破りは道場側に何をされても文句なんて言っちゃいけない。それは鉄則だよ」

　そう。危険なことはわかってたし、実際殺されかけた回数も片手の指じゃ足りない。

　だけど、それを押してもあのころはとにかく強くなりたかったのだ。

　周りの大人は誰一人味方してくれなかったから、とにかく何でも吸収して、経験して、体験して、そのすべてから力を得ようと必死だった。

（まあそれでも道場破りを拒否しているところの門下生を襲って、無理矢理試合させたりはしなかったけど）

　そんな昔語りをしているうちに三人は街道を抜け、雑木林ぞうきばやしの目立つ閑散とした空間にでる。

　三人の眼前には、ぽつんと長い塀に囲まれた大きな家屋が建っている。

「ここが……昔ボクの実家だった場所だよ」

　それは──もう廃屋はいおくと言って差し支えないほどに痛んだ武家屋敷だった。

　瓦かわらは剝はがれ、門を支える木柱は黒ずみ、腐り落ちている。

　敷地の周りには煙草たばこの吸い殻、空き缶やパンの包み、スナック菓子の袋などが散乱し、白塗りの壁面はカラフルなスプレーで殴り描かれた品のない落書きに汚されていた。

「センスのない落書き。こういうの、たまにびっくりするほど上手うまい人とかいるけど、ここのは全然ダメね」

「……呆れるところ、そこじゃないと思うけどね。しかし、ひどい有様だ」

　案内してくれた絢瀬は悔しさを嚙かみ殺すような痛ましい表情をしていた。

　自分たちの思い出の場所がここまで無残に蹂躙じゅうりんされれば、心が痛むのは当然だろう。

（早く、取り戻してあげないとな）

　一輝は改めてそう強く決心して、手に持つ細長い袋から木刀を取り出した。

「黒鉄くん。それで……どうやって道場を取り戻すの？」

「そりゃもちろん、正面から真まっ直すぐ突っ込んで、道場破りするしかないね」

　二年前の話を聞いて一輝が思ったことは、蔵人のやり口が意外と真っ当だったということだ。

　道場破りを承諾させるために門下生を襲撃したのは確かに犯罪的だが、しかしすべての決着は合意の元に行われた決闘の中で決した。つまり、善も悪も、正も邪も、すべてはその戦いの勝敗にゆだねられたということだ。ならば、その結果に第三者がああだこうだと口を挟むのは無粋ぶすい。それは海斗に対する侮辱ぶじょくでもある。

「イッキらしいわね」


「わかった。…………だけど黒鉄くん。気をつけて。あの男……《剣士殺しソードイーター》は本当に強い。父さんは確かに衰えてたけど、あの時点でもボクや他の門下生とは比較にならない程強かった。だけど、勝てなかった……」



「わかってる。そうでなくても相手は貪狼のエースだ。僕程度が油断できる相手じゃないさ」

　一輝は一度深く息を吸うと、

「じゃあ、いくよ」

　臍ほぞを固めて、旧・綾辻道場の門に向かった。

　今にも崩れ落ちそうなほど朽くちて傾いた門の前には、五人ほどの柄の悪い学生が座り込んで下品な声で談笑している。

　中に一人、以前レストランで見たスキンヘッドがいる。

　間違いなく蔵人の仲間だ。

「話してるところ悪いんだけど、ちょっといいかな」

「あぁん？」

（なぜこの手の人種は何事も威嚇いかくから入るのだろう）

「……あ、お前、前にファミレスであった腰抜けじゃねえか！」

　どうやらスキンヘッドも一輝のことを覚えていたらしく、すぐにこちらに気づいた。

「え？　それってもしかしてよ、この間話してたやつ？」

「そうそう。クラウドに殴られても唾つば吐かれてもガタガタ震えるだけで文句一つ言えなかった臆病者おくびょうものだよ！」

「ははは！　確かに弱そうなモヤシ面づらしてるぜー。破軍はぐんの制服着てるけど、本当に伐刀者ブレイザーなのかコイツ」

「ん？　つーか後ろにいるの絢瀬チャンと……うぉ！　誰よあっちの赤髪の女！　すっげー美人なんだけど！」

　たむろしていた少年たちの一人がステラの存在に気づき、ニヤニヤ品のない笑みを浮かべて彼女に近づく。

　一方ステラはその少年をまるで汚い虫を見るような目つきで睥睨へいげい。

　チリッ、と小さな火の粉が空に散る。

（あ。これヤバイ）

　焼死体が一つ出来上がるまえに一輝は手を伸ばして、ステラに近づこうとした男の肩を摑つかんだ。

　それは親切心だったが、周囲の空気が唐突にざわりと剣呑けんのんなものに変わる。

「おい、なんだよこの手は」

「助けてあげたつもりなんだけど。まあとにもかくにも先に僕の話を聞いてくれ。倉敷君に決闘を申し込みに来た。彼のいるところまで案内してくれないか」

　下手にステラの逆鱗げきりんに触れられて面倒になる前に一輝は用件を率直に伝えた。

　その言葉に少年たちは一瞬目を丸くし、

「「「ハハハッハハッハハッハハハ!!!!」」」

　口を大きく開けてゲラゲラと笑い出した。

「おいおいまじかよ！　決闘だって!?　お前みたいなチキン野郎が？　コイツはケッサクだ！」

「そもそもテメェ、決闘って言葉の意味をしってンのかぁ？」

「ひひひ！　あー腹いてぇ」

「くくく……。おい兄ちゃん。生憎あいにくクラウドはテメェみたいな腰抜けの雑魚ざこを相手にする趣味はねェンだ。だからオレが代わりに戦ってやるよ。オレに勝てたらクラウドのところまで連れてってやってもいいぜー？」

「ヒュー、ファイトファイト、たのしいねー」

　言って少年たちの一人がアーミーナイフ型の固有霊装デバイスを顕現けんげんさせ、一輝の頰ほおを刃の腹でぺちぺち叩たたく。

　その挑発を受け一輝は、

（ああ、この人たちも貪狼の生徒なのか）

　──それは、とても都合が良いと頰を叩くナイフを持った少年の手首を、ガシッと摑むと、

「話が早くて助かるよ」

　ニッコリ、と残酷なくらいいい笑顔を浮かべた。
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「でよー、その茶髪野郎があんまりにもしつけーから、ズボン引っぺがして大通りに転がしてきてやったのよ」

「ギャハハ。まじかよ！」

「ヤダー！　キャハハ！」

　ゴミが散乱した旧・綾辻剣術道場の床に座り込み、ゲラゲラと雑談する少年たち。

　話題はいつも大抵同じ。

　誰々を殴った。誰々を騙だました。誰々とヤった。

　そういった話題に蔵人は特に興味がなかったので、一人仲間たちの輪から外れ、持ち込んだソファーで煙草を吹かす。

（……よくまあ毎日毎日同じような話をして飽きねぇな）

　自分を慕ってくる気のいい連中だが、こういう部分は理解に苦しむ。

（貪狼ウチでも破軍がはじめたような選抜戦をやってもらいたいもんだ）

　そうすれば、刺激的な毎日が送れるというのに。

　ため息と共に紫煙しえんを吐き出し、穴の空いた屋根から覗のぞく夕空むかって立ち上る煙を眺める。

　思い返せば、この道場を奪ってからもう二年になる。


（もうそろそろ、売っぱらっちまうか…………）



　ぼうっと紫煙でくゆる思考を巡らしていたときだ。

「なあ、クラウド」

　仲間の一人がなにやら青い顔で声をかけてきた。

「どうした。腹でも痛いてェのか」

「……こないだファミレスでクラウドがからんだ奴らのこと、覚えてるか？　ほら、絢瀬チャンと一緒にいた二人だ」

「ああ。それがどうした」

「オレ、アイツらの顔どっかで見た気がして……昨日ようやく思い出せたんだ」

　そう言って仲間は蔵人に貪狼学園の電子生徒手帳を見せる。

　ディスプレイには──『Ａランク騎士《紅蓮ぐれんの皇女こうじょ》模擬戦でＦランク騎士《落第騎士ワーストワン》にまさかの敗北』と銘めい打たれたネット掲示板のまとめ記事と、参照動画が表示されていた。

　参照動画は言うまでもなく、一輝とステラの試合の模擬戦の動画だ。

「今日、破軍のダチに聞いてみたら……、そいつ、この間あの《速度中毒ランナーズハイ》を倒しちまったらしいんだよ！　しかも一部では《無冠の剣王アナザーワン》なんて大層なあだ名で呼ばれてるらしい。なあ……、もしかしてオレたちって、とんでもねーのにからんじゃったんじゃ……っ」

　自分たちが口汚く罵ののしった相手が誰だったのかを知り、仲間は青い顔に脂汗を浮かべている。

　だが一方で蔵人は、


「…………ハハッ」



　その動画を見て、臆おくするどころか、犬歯をむき出しに獰猛どうもうな笑みを浮かべた。

「なるほどな。絢瀬あの女以外は並じゃねェとは思ってたが、まさかここまでとは」

　蔵人は急に身体の体温が上がったことを自覚する。

　内から噴き出すエネルギーを爆発させたくて仕方がない。

（面白おもしれェ）

　七星剣武祭までお預けと思っていたが、もういっそ今から破軍に出向くか。

　それとも絢瀬あたりをつかって燻いぶり出すか。

　そんな邪悪な思考を蔵人が巡らした瞬間、


「…………あ？」



　蔵人は土を踏みならしながら近づいてくる足音を聞いた。

　ずいぶんと綺麗きれいな音だ。

　音が綺麗と言うことは、姿勢が正しいということ。

　彼の仲間にこんな姿勢良く歩ける人間はいない。

「ハハッ。おいおい、おもしれェことになってきたな」

「え？　クラウド、何を言って……」

　瞬間、足音は道場の入り口の前で止まり、扉が勢いよく開かれた。

　現れた客はいずれも、蔵人が予感した通りの顔ぶれ。

　以前レストランで会った、黒鉄一輝、ステラ・ヴァーミリオン、綾辻絢瀬の三人だ。

「お邪魔するよ」

「うわ、道場の中もきったない。アンタらよくこんなゴミためみたいなところにいられるわね」

「な、なんだお前ら！」

「コイツ、こないだファミレスの……！」

　突然の訪問者に浮き足立つ仲間たちを尻目しりめに、蔵人はどっかりとソファーに腰を下ろしたまま、木刀とコンビニのビニール袋を手に道場に入ってきた一輝の姿を睥睨する。

「──奇遇だな。今ちょうどテメェのトコにいこうかと思ってたところだ」

「そうか。入れ違いにならなくてよかったよ」

　一輝の返答からは敵地に乗り込んできた気負きおいなどは一切感じられない。

　ずいぶんと肝の太いことだ。

「それで、何しに来た。腰抜け」

「この状況を見てそれがわからないほど鈍い男じゃないと思うけど。……助太刀すけだちだ。綾辻さんに変わって、この道場を取り戻しに来た」

「ハハッ!!　何を言うかと思えば、くだらねェ。そこの女に何を吹き込まれたかはしらねェが、この道場は正式な決闘で得た戦利品だ。剣客ならこの意味がわかるだろ？」

「もちろん。──だから、ただ返せなんて言わない」

　告げると、ゆっくり蔵人の座るソファーに近づき、

「倉敷君。君に決闘を申し込む」

　木刀の切っ先を蔵人の鼻先に突きつけた。

「道場破りか」

「倉敷君と同じ方法だ。まさか逃げはしないよね」

（ほう、挑発までしてきやがるか！）

　この間会ったときとは別人だ。

　一体どんな心境の変化があったのかは知らないが、……面白い。

　蔵人は鼻先に突きつけられた木刀を握ると、

「ハハッ。いいぜ。受けてやる」

　己の握力で木刀を握り砕いて、一輝の挑戦を受け入れた。

「ただし、オレがここを奪ったときと同じように、テメェ一人でここにいるバカ共三十人全員の相手をしてもらう。まずはそこからだ」

「構わない。彼女たちはただ見学に来ただけだし、道場破りは道場主の提示するルールに従うのが礼儀だからね」

「挑戦者の作法は知ってるようだな。結構。待ってろ。今全員呼んでやる」

　蔵人は外にたむろしている仲間を呼びつけるために、生徒手帳の電話機能を使う。だが、

「いや、その必要はない」

「あん？」




「そう言われると思って、ここに来るまでに全員片付けてきた」




　言って、一輝は蔵人の前で手に持っていたビニール袋を逆さに向けた。

　バラバラと音を立てて道場の床に散らばるのは、何十もの貪狼学園の生徒手帳。

　そのうちの一つが着信音を鳴らす。

　それはまさに、蔵人が今し方かけた電話の着信だった。

「後はここにいる七人だけだ」

　戦利品を見せつけ、一輝は蔵人に威圧するような不敵な笑みを浮かべる。

「こ、この野郎！　舐なめた真似まねしやがって！」

「ぶっ殺してやるッッ!!」

　自分たちの仲間がやられたことを知り、道場にいた蔵人の仲間たちは各々の霊装を顕現させる。

　だがそんな彼らを蔵人は一瞥いちべつし、

「テメェら下がってろ」

「クラウド？」

「び、びびるこたぁねえ！　全員でフクロにしちまおう！」


「下がってろ。────邪魔だ」



「ひっ！」

　仲間たちが息を詰まらせ、青ざめる。

　蔵人の瞳ひとみに宿る危険な色が、彼らを威圧したのだ。

（なるほど、こいつらじゃ束になってかかってもお遊びにもならねェ）

　なら時間の無駄だ。

「ルールの変更だ。勝負はオレとテメェの『真剣勝負』。死んだほうが負けだ」

　告げて、蔵人は己の固有霊装デバイスである白骨を削りだしてつくったかのような野太刀のだち《大蛇丸》を顕現けんげんさせる。

　基本的に学生騎士は校外での能力使用を許可されていない。

　だが、いくつかの例外は存在する。

　何かしらの事件に巻き込まれたとき。そして、認可を受けた私営道場で道場主がこれを許可した場合だ。

　今回のケースは後者に当たる。故に一輝もこの申し出を断る理由はない。

「勝負を受けてくれて感謝するよ。《剣士殺しソードイーター》」

　答え、一輝も応じるように砕けた木刀の代わりに《陰鉄いんてつ》を顕現させ、それを構えた。

　瞬間、向かい合う蔵人は総身の毛が逆立つような感覚を覚える。

　──なるほど。一級品だ。こんな感覚は《最後の侍ラストサムライ》以来だ。

（やっぱ剣客はいい。能力にかまけたバカとは向かい合う緊張感が雲泥うんでいの差だ）

　刺すような視線。鈍く光る切っ先。すべてがこちらの心の臓を穿うがたんと揺れる。

　たまらなく、滾たぎる。

　こんな感覚、七星剣武祭しちせいけんぶさいでもそうそう味わえない。

　その興奮に蔵人は唸うなるように喉のどを鳴らし、

「じゃあ、──行くぜ!!」

　血の猛たけりのままに一輝に斬りかかった。





◆






　初手、距離をまず潰つぶしにかかったのは蔵人だ。

　魔力を込めた脚で地面を床を蹴けり砕き、爆はぜるが如く一輝に迫る。

「ハハッ！」

　豪腕一閃いっせん。

　風を鳴らして右手一本でノコギリ刃の野太刀を振るう。

　隙すきだらけ、粗あらだらけ。実に雑な素人剣術。防ぐは容易たやすい。しかし──

　野太刀の基本的な扱い方も心得ていない、片手の腕力だけで振るわれる一閃。


　それは斬るというよりも叩き付けると表現するのが的確だろう。だが────



（乱暴なモーションなのにスイングが鋭い！）

　一手、二手、三手──

　続けざまに乱撃を受けた《陰鉄》が軋きしむ。

　支える一輝の両腕が悲鳴を上げ、衝撃がくるぶしまで突き抜ける。

　なんというパワーか。まるで獣けだものだ。

　野性のままに振るわれる大剣はさながら獣の爪つめ。

　理論も理念も無く、ただ力で人を圧するむき出しの強さ！

（だけど、そういう『手振り』は身体の軸がぶれて戻りが遅くなる！）

　三度ほど大剣の乱撃を受けてから、一輝はすり足で身体を後ろに運び、振り抜かれる蔵人の横一閃を躱かわす。

　轟ごう、と大砲が掠めるような剣圧が鼻先を撫なでる。

　片手の腕力のみで大剣を振るった故に、蔵人の胸元が大きく開いた。

（ここだ──！）

　鼻先を剣圧が撫でるほどギリギリで回避したのは、打ち終わりにカウンターを入れるため。

　一輝は定めたチャンスに迷わず飛び込み、胴を薙ぎ払いにかかる。

　しかし──その果敢な判断を、蔵人の開かれた胸元から覗く髑髏どくろが嗤わらう。

「っ!?」

　一輝の手に返ってきたのは鋼はがねの手応てごたえ。

　白骨の刀身が一輝の完璧かんぺきなタイミングで放たれたカウンターを刃を立てて受け止めたのだ。

「ハハッ、残念」

　舌を出してせせら笑う獣。

　確かに残念だ。タイミングは完璧だった。あのタイミングで泳いだ右腕を引き戻すのは、人間の反射神経では不可能だ。

　こちらのカウンターを見越してあらかじめガードすると決め打っていなければ。

（……いや、それともまさか）

　ふと一輝の脳裏にもう一つの非常に厄介な可能性が浮かぶ。


「ハッ、ッッハ────!!」



　だが深慮している余裕はない。

　蔵人は受けた《陰鉄》ごと片手の腕力だけで一輝の身体を後ろへ押し飛ばした。

　吹っ飛ばされ、間合いが剣の間合いから槍やりの間合いへ変わる。

　それは双方の剣が届かない位置。一度距離を置き仕切り直しか。──いや、違う。

「追い殺せ《蛇骨刃》！」

　そこは依然、《剣士殺しソードイーター》の間合い！

　蔵人の《大蛇丸》はぞろりとその刀身を蛇のようにくねらせて、一輝を刺し貫かんと追いかけ伸びてきた。

「ッゥア！」

　一輝は反射的に伸びてきた刀身を《陰鉄》で弾はじき、防御するが、

「ハハッ！　まだまだァ！」

　蔵人の斬撃ざんげきは一撃で終わらなかった。

　蔵人は伸ばした刀身をすぐさま刃を引き戻し、しなる刀身を鞭むちのようにして遠い間合いにいる一輝を切り刻む。

　今二人の間合いは《剣士殺しソードイーター》の攻撃だけが一方的に届く距離だ。

　一輝は遠い間合いから放たれる斬撃の前に防戦するほかにない。

「くっ」

　一撃一撃にガリガリとノコギリ刃の刀身が、受ける黒刃こくじんを削り、火花を散らす。

　遠い間合いからの連撃に、一輝の両腕が軋む。


「おっしゃーーー！　やれクラウドーーーーーー！」



「ズタズタのボロぞうきんにしてやれ!!」

　優勢に沸わく蔵人サイドの観衆。

　一方で防戦を強いられる一輝サイドの応援である絢瀬は、この展開に表情を青くした。

「このままじゃガードを吹き飛ばされる！　黒鉄くん、一旦いったん距離をとって！」

「無駄よ。距離をとったところで向こうが《大蛇丸》をその分伸ばしてきたら意味がないわ。むしろイッキの間合いが遠くなって逆に不利になるだけよ」

「くっ、ジリ貧ってこと？」

「ええ。だけど……この程度のことで大人しくなるような男じゃないわよ。イッキは！」

　強く断言する《紅蓮の皇女》の言葉は的中する。

　当然だ。《落第騎士ワーストワン》を一番よく知るのは彼女なのだから。

　遠い間合いでの防戦を余儀なくされていた一輝が、前傾姿勢をとる。

　そしてそのまま脚力で全身を前にぶち込んだ。

　当然蔵人もおいそれと接近を許しはしない。

　この間合いならば蔵人のワンサイドゲームだ。一輝に為す術すべはない。この距離に釘付くぎづけにせんと迎撃の刃を振るう。

　空を斬って一輝に襲いかかる刃の蛇。

　それは一輝の頭蓋ずがいを割り断たんと牙きばを剝むく。だが一輝は──その一刀をさらに前傾を深くしてかいくぐった。

　まるで這はうようなダッシュ。一輝の鍛え抜いた体幹たいかんあればこその超人芸だ。

《落第騎士ワーストワン》は低空を駆けて刃をくぐり、倒すべき敵目掛け走る。


「やった…………！」



　見事な回避に試合を見守る絢瀬が[image: 拳]こぶしを握る。だが、

「ハハッ」

　一撃躱されただけで接近を許すほど、《剣士殺しソードイーター》は甘くない！

　瞬間、標的を見失った《大蛇丸》の切っ先が己が意志をもつ蛇の頭が如ごとく、己をかいくぐった一輝の背中目掛け鎌首をもたげ、追いかけてきた。

「あ、あの剣は伸びるだけじゃないのかッ!?」

　絢瀬が悲鳴を上げる。

　そう《大蛇丸》の真骨頂は『刀身の伸縮』ではない。持ち主の意のままに『刀身が動く』ということだ。

　まるで剣そのものが生きているかのように『ぬるり』と身を翻ひるがえし、再び一輝に襲いかかる。

　一輝は刃をかいくぐったと確信し《大蛇丸》の切っ先に背を向けている。

　故に串刺しは免まぬがれない──！

「ああ。倉敷君ならそう来ると思った」

　ただ一点、その追尾を読み切っている場合を除いては。

「な！」

　一輝は最低限のサイドステップで背後から一輝を刺し殺さんとした切っ先を躱す。

　そう、彼はただ防戦していただけではない。そんな大人しい人間ではない。

　この男の防戦には必ず不貞不貞しい目論見もくろみがある。

　彼は蔵人の連撃をからくも防ぎながら、彼の行動パターン、コンビネーションパターンを盗み、そこから倉敷蔵人という男の根底を暴いていたのだ。

《完全掌握パーフェクトビジョン》

　視認することすらできない《狩人》を捉えた《落第騎士ワーストワン》の照魔鏡しょうまきょうは、爪振るう獣の思考を読み切り、反撃のチャンスをたぐり寄せた。

　蔵人の奇襲を読み切って放つカウンターは、日本刀における最速の攻撃手段──刺突。

　制服から覗く髑髏の眉間みけんを穿つ最速の一撃。

　奇襲を空ぶった蔵人は完全に隙だらけ。

　剣を引き戻すことはもちろん、ここから回避運動に移ることも出来ないだろう。

　それは人に可能な挙動ではない。

　故に必中。黒い切っ先は蔵人の胸を刺し穿つ！




　そのはずだった刹那せつな、──標的である髑髏が一輝の眼前から消失した。





（…………はっ!?）



　どういうことだ。このタイミングでなぜ標的を見失う。

　理解出来ない。本当に霞かすみが如く蔵人は消え去ってしまったのか。

　いや、それはない。

　一輝の心臓が、痛いくらいに早打ち警鐘を鳴らす。


　危険、危険、キケン、キケン────!!



（下かッ!!）

　第六感の閃ひらめきが、一輝に敵の位置を示した。

　蔵人は《陰鉄》が胸を刺し貫く刹那に上体を地面と並行になるほど思い切り寝かせ、突き出された刃を回避したのだ。

　そして蔵人は空を突いた《陰鉄》を真下から嘲あざけるように見上げ、


「ハ────ハァッ!!」



　上体を寝かせたまま、野太刀を一輝に叩き付けた。

「ぐっ!!」

　紙一重、首を刎はねに来た刃を《陰鉄》で受ける。

　際どい防御だったため、衝撃を上手く散らせずに肩が脱臼だっきゅうしかけ、一輝の表情が険しくなる。

　しかし、一輝が表情を険しくしたのは、不安定な体勢でも衰えないその攻撃力にではない。


（この男……、やっぱり…………！）



　動揺する一輝に、剣を振り払う勢いで身体を起こした蔵人は、三度みたび乱撃を仕掛ける。

　一輝の呼吸は先ほどの勝負を仕掛けた一突きを避けられたことで乱れている。

　ここは無理できない。

　防御に注力する。そう身構え、振り下ろされる野太刀を受けるべく頭上に《陰鉄》を構える。

　だが刃が交わるその瞬間──




　陽炎かげろうが如く、蔵人の野太刀が消失した。




　これは──

（──不味まずいッッ!!）

　一輝はなりふり構わず自分の身体を全力で後ろに投げた。

　その刹那、一輝が今までいた空間を風を裂く一閃が奔はしった。

「っ！」

　何も考えず後ろに飛んだため、一輝は姿勢を崩して尻餅しりもちをつきそうになるが、よろめきながらも何とか堪こらえて体勢を立て直す。

　その二人の攻防を道場の壁際で見守っていたステラと絢瀬はその一輝の姿を見て息を呑のむ。

　一輝の制服……その腹部が大きく引き裂かれていたからだ。

　太刀痕たちあとがあのとき一輝が後ろに飛ばなければ、彼の臓物ぞうもつがぶちまけられていたことを物語る。

「ハハッ、今のを初見で躱すとは、やるじゃねェか」

「……な、なによ、今の……っ!?」


「黒鉄くん…………っ」



「おっしぃぃいぃいぃ！」


「あとちょっとで真っ二つだったのによ～～～～～～!!」



「でもさすがだぜクラウド！　そんな奴やつ敵じゃねえ！」


「やっちまってくれ～～～～～～ッ!!」



　動揺と困惑。期待と興奮。

　両者の応援団のボルテージに明確な差が現れる。

　だが、一輝にそんなことを気にしている心の余裕はなかった。

「……なるほど。そういうことか」

　彼は気づいてしまったのだ。

　一番最初のカウンターがあり得ないタイミングで回避されたときから頭の片隅にあった極めて非常識な一つの可能性。

　それが最悪なことに現実であると。

「これが、《最後の侍ラストサムライ》を倒した君の本当の力というわけか」





◆






「綾辻さんから二年前の海斗さんと倉敷君の戦いを聞いていて、僕にはどうにも納得出来ないことがあった。どうして海斗さんがそこまで一方的にやられたのか。病み衰えていたとはいえ、かつては剣の世界の栄冠を欲しいままにし《最後の侍ラストサムライ》とまで呼ばれた剣客。自分の土俵でそうそう一方的にやられるとは思えない。相応の理由がそこには存在するはずだ」

　そして、それこそが蔵人を強者たらしめるファクターだと一輝は思っていた。

「今、それがなんなのか確信したよ」

　絶対に防げないはずのタイミングで行われる防御や回避。

　霞のように消え、全く別の角度から襲い来る斬撃。

　それらはすべて同一の力によって生み出されるものだった。

「それってなんなの!?　もしかしてなにかのイカサマなの!?」

　外野の絢瀬が身を乗り出して話題に食いつく。

　彼女としても、海斗がなぜあそこまで一方的に破れたのか、ずっと疑問だったのだろう。

　なにかしらのイカサマを用いたのではないかと。

　だが一輝はそれを首を振って否定した。

「いや、イカサマでもトリックでもない」

「ハハッ。どうやら気づいたみたいだな。……言ってみろ。答え合わせしてやる」

　ニヤリと片笑む蔵人に、一輝は己が看破かんぱしたその力の正体を告げる。

「倉敷君の強さを根底から支えている力。それは──『反射神経』だ」

「はんしゃ、しんけい……」

「イッキ、それって……アタシたちにも普通にある、あの反射神経？」

「半分そうで半分違う。言葉としての意味合いならその通りだ。でもその性能、反射速度が違いすぎる。反射速度とは人間の行動『知覚し、理解し、対応する』この行動工程の速度のことだ。大体普通の人間で〇・三秒。一流の短距離選手スプリンターで〇・一五秒と言われている。そしてこの伝達信号インパルスの速度は、どれだけ鍛えても〇・一秒を超えることはない。それが常識。……だけど今の攻防でカウントしてみたら、彼の反射速度は〇・〇五秒を割っていた」


「「────ッ!?」」



　その事実にステラと絢瀬が絶句する。

　驚くのも当然だ。

　一輝やステラでさえこの反射速度は〇・一三秒程度。

　もはや蔵人の反射速度は人類の領域を超越している。

　すなわち蔵人は一輝たちが一つの行動を起こそうとする間に、二つから三つの行動を起こせるということなのだから。

「そしてその常識を超越した反射速度を以もってすれば、僕たちの常識では回避出来るはずのない攻撃を回避することや、全力の打ち下ろしに刃と刃がぶつかる瞬間に軌道修正を加え、まったく別の角度から打ち込む──そんな常軌を逸いっした動作も可能となる。太刀が途中で消えたように見えたのはそのためだ」

「ハハッ、ハハッハハハ！　大正解だ!!」

　一輝の回答に蔵人は嗤いながら花丸をつける。

　そう。蔵人の剣に技術なんてない。

　あるのはむき出しの暴力だけ。

　その暴力だけで、……《剣士殺しソードイーター》はすべてを蹂躙じゅうりんできる。

　なぜならば、反射速度とは、全ての運動の根底を司つかさどる速度だから。

　どれだけ身体を鍛え、どれほど型を磨き、駆け引きを覚えても──全てを初速で置き去りにされては無意味。

　どんな優れた駆け引きの果ての不意打ちであっても、蔵人は見てから対処できる。

　どんな雑な打ち込みであっても、蔵人は相手のガードを見てから打ち込む位置を変えられる。

　そのさながら後出しジャンケンのような理不尽さこそが《剣士殺しソードイーター》の真価。

　技も経験も、策略も駆け引きも、全てを無意味と化す悪夢じみた天性ギフト。

　超人の域に達した反応速度と、その反応速度を生かしきる行動速度。二つの神速を以て成す絶技──《神速反射マージナルカウンター》だ。

「オレの《神速反射マージナルカウンター》を初見で見破った奴はテメェが初めてだ！　褒めてやるぜ《落第騎士ワーストワン》！　やっぱりテメェはピカイチだ。だが、だからどうした!?　カラクリがわかったところで、どうにか出来るのか？」


「…………」



　その問いに一輝は表情を曇らせる。

　そう。《完全掌握パーフェクトビジョン》は後出しジャンケンの前には無力。

《一刀修羅》はあくまで身体能力強化であり、脳の伝達信号インパルスの速度を上げる力はない。

　つまり蔵人の言うとおり、一輝には《神速反射》を破る手立てがないのだ。

「ハハッ。どうにも出来ねぇだろ。オレの《神速反射マージナルカウンター》は『技』じゃない。ただの特性だからな。攻略法なんてねぇのさ。……そして、《神速反射マージナルカウンター》の最高速は、こんなもんじゃねェぞ!!」

　吠ほえるように告げて、蔵人が一輝との距離を潰つぶす。

　そして一輝目掛けて放つは、先ほどよりも速い、瞬間二点同時攻撃ッ!!

「《蛇咬へびがみ》!!!!」

　右手一本で放たれる挟み込むような左右同時斬撃。

　そんな非現実的な幻すら見せるほどの気迫と速度で繰り出される、防御不能の二連斬。

　片方を防御しても、同時にもう片方のノコギリ刃が一輝の身体を切り裂くだろう。

　ならば一輝のとれる行動は一つだけだ。

　身体を渾身こんしんの力で後ろへぶち込んで、回避を試みる。

　射程から逃れれば人の領域を超えた瞬間二連斬だろうが何だろうが関係がない。

　だが、相手は間合いを自在に変える《剣士殺しソードイーター》！

「二度も同じ方法が使えるわけねェだろうがあァァアア!!!!」

　ぞろり、と《大蛇丸》の刃がその刀身を伸ばし背後に身を飛ばした一輝を追う。

　もはや距離を取って躱すことも出来ない。

　ノコギリ刃の断頭台が左右より迫り、一輝の身体を両断する。

　──その刹那に、一輝が行動を見せた。

　ガキィンと、刃と刃がかち合う音が鳴り響き、魔力を帯びた火花が散る。

　一輝が右手に構えた《陰鉄》で、右から迫る《大蛇丸》の第一撃を弾いたのだ。

　だが──しかしそれは、悪手！　イッキの反射速度では左からの第二撃を防げない！

　左からのノコギリ刃が一輝の胴を抉えぐり斬る。

　ノコギリ刃にこそぎ取られた肉が宙を舞い、血の飛沫しぶきが朽ちた道場を濡ぬらす。──はずだった。

「なに!?」

　だがそうはならなかった。

　散ったのは鮮血ではなく火花。

　何故か。──その答えは《蛇咬》を防いだ一輝の手元にあった。


「テメェ…………！」



　それを見つけた蔵人が唸るような声を上げる。

　一輝は──陰鉄の柄つかではなく、刃の根本を握り、自らのリーチを削っていたのだ。

「そうか、小太刀こだち術……！　さすがイッキだわ！」

「黒鉄くんは小太刀も使えるの!?」

「小太刀の霊装を持つ珠雫しずくに剣を教えてるくらいだもの。当然使えるわよ！」

　ステラは他人に間違ったことを教えることを極端に嫌う一輝の性質からそれを確信する。そしてそれは正しかった。

　彼が身につけている武芸は剣術だけじゃない。武芸百般、弓術や格闘術までも、すべてだ。

　何か少しでも自分の力になればと、彼は一切の努力を惜しまずに、自分に許されたすべての時間を使ってそれらを死にものぐるいで身につけてきた。

　自分が誰よりも弱いことを自覚していたから。

　そして、そのときに身につけたすべてを一輝は確かに記憶し、己の引き出しとしている。《狩人》の不可視の矢が自分に刺さった強さや角度から、相手の位置を予測出来たのもすべてはこの積み重ねに起因している。

　そして、今この瞬間の攻防を凌しのいだこともまた然しかり。

　小太刀は日本刀と違いリーチが短い分攻撃力が下がるが、手元での回転が速くなり防御力が跳ね上がる。

　それにより速度を稼ぎ、一輝は蔵人の神速に食らいついてみせたのだ。

「リーチを操れるのは、君だけじゃないってことさ」

　一輝は短く構えた《陰鉄》で蔵人の《蛇咬》を凌ぎ、即座に踏み込んで反攻をかける。

「ハハッ」

　圧倒的な速度差を見せつけられてもそれでも負けじと挑み掛かってくる一輝に、蔵人は笑みを零こぼす。

　この切り替えスウィッチ一つとっても、魔法に頼り切った学生騎士には一生涯行き着けない判断だ。

　蔵人は一輝の捨て身の対応に賞賛を送る。だが、

（だがよォ、それじゃあ勝てない。勝てないんだよ）

　小太刀術へのスウィッチはたしかに妙手だった。

　だが、所詮しょせんはただの小手先だ。

　──だから教えてやろう。

　全国ベスト８。七星の頂の高みに住まう者として、たった一つの決まりきった答え。

　強さとは、目を奪われる華麗な技術にあらず。

　強さとは、友のために戦う貴き心にあらず。

　もっともっと、単純で、もっともっと、醜悪な、




　──理不尽なほどの、暴力なのだと。





「ハッハァァアア────!!!!」



「なッ──!!」

　瞬間、一輝はもちろん、遠巻きに戦いを見守っていたステラも絢瀬も、言葉を失った。

　反撃を仕掛け、間合いに飛び込んできた一輝に放たれた蛇は──四つ首！

　まさかの瞬間四連斬ッ!!


（まだ、速くなるのか────ッ！）



　完全な不意打ち。しかし一輝はそれでもすんでの所で己の首をかき斬りに来た横薙ぎと、左脇腹わきばらを抉りに来た切り上げを小太刀術で防御。

　しかし足りない。

　蔵人が一輝の行動一回分の時間に放った斬撃は四本。

　残る二本が、一輝の胸を十字に切り裂いた。


「ぐ、あぁああああああ!!!!」



「イッキ！」

「黒鉄くんッ！」


「……大丈夫だ！　まだやれる…………！」



　噴き出す血の量が多い。

　おそらく傷口は胸骨まで達している。

　だがそれでも一輝は落ちかけた膝ひざに力を込めて、倒れることを拒絶。

　目の前の敵を見据え続ける。

「ふん。第一撃と第二撃を受けた衝撃で身体を後ろへずらして致命傷を防いだか。どこまでも小賢しい野郎だぜ。だが……、それもここまでだッッ!!」

　離れた間合いから蔵人は一輝の鮮血に染まった《大蛇丸》を鞭のように伸ばし、

「その距離ではテメェは何もできねェ！　なます斬りにしてやるぜェェ!!!!」

　蔵人だけが攻撃できる間合いから、深手を負った一輝にたたみ掛けた。





◆






　最初、絢瀬は一輝が蔵人のしなる斬撃《蛇骨刃》を躱し懐ふところに飛び込んだとき、やったと思った。

《蛇咬》を小太刀術で防いだときはいける！　と──

　だが、そのたびに《剣士殺しソードイーター》はさらに上を行く。

　こちらの想定を、遙か高く飛び越えて行く。

　まるで、悪い夢だ。

　今や破軍学園の七星剣武祭有力候補の一人とまで謳うたわれるようになった一輝が、クロスレンジでは無類の強さを見せつけ《紅蓮の皇女》さえ無傷で退けてみせた《無冠の剣王アナザーワン》が──

（自分の土俵クロスレンジで、……何一つさせてもらえてない！）

《完全掌握パーフェクトビジョン》は《神速反射マージナルカウンター》の前に無意味と化した。

《一刀修羅》も《神速反射マージナルカウンター》がすべての行動のスタートダッシュで一輝を置き去りにする以上、使っても意味がない。

　むしろ下手に警戒されて守勢に回られたら致命的だ。

《一刀修羅》は一輝の『決意』と『覚悟』によって支えられている技だ。

　背水の陣、決死の覚悟によって自らの底力を使い尽くす技だ。

　途中で止めることも出来なければ、手加減して一分よりも長く伸ばす、などという細かい調整は利かない。

　だが、こちらが一度動く間に二度も三度も行動を起こしてくる異次元の速度を持つ相手に完全に守勢に回られたら、打ち崩すのに一分という時間制限は短すぎる。


（なにも……、手立てがない…………！）



　今も深手を負い、自分の血で作った血だまりの上で必死に《蛇骨刃》と《蛇咬》の乱撃を防いでるだけ。

　完全な防戦一方。

　絢瀬は牙をむき出しに、一輝に襲いかかる蔵人を見つめ、ゴクリと唾を飲み込んだ。

（……強い！　この男、やっぱり手が付けられない！）


　これが…………全国レベルッ！



　昨年の七星剣武祭ベスト８。《剣士殺しソードイーター》の本当の実力。

（七星の頂に近づくと、こんなとんでもない化け物がいるのか……！）

　勝ちが見えない。活路が見えない。

　ありとあらゆる駆け引きや技術をせせら笑いながら踏みつぶす圧倒的暴力。

　それを前に、見る見るうちに一輝が傷ついていく。

　胸の出血は止まらず、《蛇骨刃》と《蛇咬》を先読みと小太刀術の併用でぎりぎりのタイミングで払い続ける剣の速度も見る見る落ちて、防ぎきれない斬撃が増えてきた。

　その都度、ノコギリ刃が一輝の腕や腿ももを掠め、肉をそぎ取っていく。


（このままじゃ…………！）



　ふいに浮かぶ不吉なデジャヴ。

　なます斬りにされながら、それでもその場に踏みとどまり抗あらがい続ける一輝の背中が、あのときの海斗のものと重なる。


「～～～～～～！」



　絢瀬はもう我慢できなかった。

「ヴァーミリオンさん！　試合を止めよう!!　このままじゃ黒鉄くんが壊されるッ!!」

「今止めたら道場は返ってこないわよ」

「もうそんなのはいい！　黒鉄くんの身体の方が大事だよ！」

「そう。……だけどダメよ」

　腕を組み、切り刻まれる恋人を見つめながら信じられない言葉を吐くステラに、絢瀬は愕然がくぜんとする。

「どうして！　ヴァーミリオンさんは黒鉄くんの恋人じゃないか！　なのになんで！　まさかここからなにか逆転の手立てがあるの!?」

「──ないわね。アタシなら火力でねじ伏せられるけど、イッキにはそれがない。イッキには今の距離アウトレンジから仕掛けられる武器がない。加えて、唯一の武器である剣術が生きるクロスレンジの攻防すら歯が立たないとなったら、もう……かなり厳しいわ。正直想定外よ。あの骸骨男がここまでの化け物だったなんて」

　答える、ステラの声音こわねは平静そのもの。だがよく見れば、組まれた彼女の腕には爪が立てられて、白地の制服にじんわりと血のまだらが滲にじんでいる。

　堪えているのだ。今すぐにでも駆け出したい衝動を。

「全国レベルの看板に噓うそはない。ここまで来れば認めるしかないわ。あの男は強い。このままじゃ勝てない」

「わからない……。そこまでわかってるのになんで止めないのさ!?」

「止められるわけないじゃない」

「どうして!!」

「だって──イッキが、あんなに楽しそうなんだもの」

「え？」

　何を言っているんだと、絢瀬は血飛沫の中に立つ一輝の表情に目を向ける。

　そして、啞然あぜんとした。


（……わらって、る…………！）



　一輝は笑っていた。

　それもいつも絢瀬たちに見せていた優しくて純朴な笑みではない。

　牙を剝くような、獰猛な笑顔で。

「アタシの《天壌焼き焦がす竜王の焰カルサリティオ・サラマンドラ》を前にしたときも、そういえばイッキは笑ってたっけ」

「なん、で。今にも殺されてもおかしくないのに、あんなに血が、出てるのに……どうして」

「そんなの、楽しいからに決まってるじゃない」

　絢瀬には理解できない。

　彼女はまだ……そのような境地に達していないから。

　だけど、ステラにはわかる。そして──おそらくは、彼女の父、海斗にも。

「……ねえセンパイ。アタシとイッキはね、センパイの話を聞いて、どうしても一つだけ納得出来ないことがあったのよ」

「納得出来ないこと？」

「《最後の侍ラストサムライ》は、本当に無念の中に沈んだのかしら」


「…………は？　なにを言ってるの。そんなの、当然じゃないか！」



　絢瀬はステラの突然すぎる言葉に声を荒らげる。

「アイツさえ、アイツさえ現れなければ、ボクたちはずっと幸せなままでいられたんだ！　父さんが意識不明になることも！　道場がなくなることも！　門下生が傷つけられることもなかった!!　アイツが、ボクたちの幸せな日常を壊したんだ！　そんなの、無念に決まってる！」

「でもそれは、センパイの主観でしかないわよね」

「なっ」

「だって考えてみて。かつては剣の世界の栄冠を欲しいままにして、《最後の侍ラストサムライ》とまで称された男が、そんな頂にまで上り詰めたほどの向上心を持つ剣客が、……剣を持つことすら出来ずに、ただ剣客として朽ちていくだけの毎日を送るなんて、本当に幸せなことかしら？　ずっと続いて欲しいような、満ち足りた毎日かしら？　──アタシなら、とても耐えられない」


「…………──────！」



「確かに戦いに至る経緯には問題があったかもしれない。あの骸骨男が取った手段が、およそ褒められるべきモノでなかったのも事実だわ。だけど……そうまでして朽ち逝ゆくしかなかった自分に挑み掛かってきてくれる人間がいたって……、それって剣客としてすごく幸せなことだったんじゃないかしら」

　まさか。

　そんなことはない。

　だって、父はいつも笑っていた。

　弟子たちを暖かなまなざしで見つめ、自分の剣を後進に伝えることに生き甲斐がいを──




『俺の決闘だ！　邪魔をするなッ!!』





「──────ッッッっっ!!!!」



　そのとき、絢瀬の中で何かが、ずっと食い違っていた何かが、カチリと音を立ててかみ合った。

　そして、彼女はすべてを理解する。

　あの戦いの中、止めに入ろうとした絢瀬を海斗は、今まで見たこともないような恐ろしい形相で、今まで聞いたこともないような鬼の咆吼ほうこうのような声で怒鳴りつけた理由。

　誰の目にも勝敗が明らかな勝負を続けた理由。

　幾度打ち叩かれても戦うことをやめなかった理由。

　今まで気づかなかった、気づけなかった、海斗の本当の気持ちに。

　今まではずっと、父は蔵人のせいで受けたくもない勝負を受けさせられ、無念の中に沈んでいったと思っていた。

　だけど、違う。

　それは、違う！

　確かに傷つけられた弟子のために戦うという気持ちはあっただろう。

　娘に残す道場を守るために戦うという気持ちもあっただろう。

　だが、──それだけじゃない。

　あのときの海斗を支えていたのは、あのときの海斗を突き動かしていたのは──

　礼節や道徳、それらよりももっと単純で、純粋な感情。

　戦いたい。

　目の前の敵と戦いたい。

　目の前のすごい奴に、──勝ちたい！

　そんな、ただただ無垢むくな、餓狼がろうが如き闘争本能だ!!

　だってあの戦いは、病に冒され、生き甲斐剣術を奪われた海斗にとって待ち焦がれた一瞬。

　魂を焼き尽くしても悔いがないほどに焦がれ続けた、情熱のひとときだったのだから──


（…………ああ、そうか）



　──すまない。

（あの言葉は、ボクたちに言っていた言葉じゃなかったんだ）

　今ならわかる。

　海斗の言葉は、絢瀬たちではなく、蔵人に向けた言葉だったのだ。

　どんな理由であれ、どんなやり方であれ、病に朽ち逝くしかない自分に誰よりも勝る価値を見いだし、なりふり構わず戦うことを望んでくれた少年に、『綾辻一刀流』のすべてを出し尽くすことの出来ない自分ですまない、と彼は詫わびたのだ。

（──まったく、なんて父親だ）

　生涯最後の言葉になるかもしれない一言を、あろうことか敵に送るなんて。

　自分の父親はもっと理知的な、よくできた大人だと思ってた。

　それがどうだ。なんというエゴイストだろうか。

　まるで……負けず嫌いの少年だ。

　だけど、ああ、だけど──


（……それなら、父さんは、しあわせだったの、かな…………）



　瞬間、──ガキィン！　と、一際ひときわ大きな戟音が道場に響いた。





◆






　それまで一拍も間を置かずに打ち鳴らされていた戟音はやみ、道場に静寂が降りる。

「ハァ、ハァ！　ハァッ！」

　その静寂の中、一輝が荒い吐息を零す。

　数多あまたの負傷からくる失血が、著しく一輝の体力を奪っていた。

　だが──荒い吐息を零すのは、一輝だけではなかった。

「ゼェ、ッ、ハァッ、ハッ」

　傷を受けていないはずの蔵人もまた、顔を赤くし肩で息をしていたのだ。

　戦いを一方的に進めていたはずなのに、なぜ傷を負った一輝と同じほどに消耗しているのか。

　その答えに、ステラはすぐに気づく。

「なるほど！　これが《神速反射マージナルカウンター》の弱点なのね……ッ！」

「え、どういうことだ、ヴァーミリオンさん!?」

「髑髏男の顔をよく見てみなさい。そうすればわかるわ」

　言われ、絢瀬は蔵人の顔を注視する。

　彼の額には汗の珠が浮き上がり、それは顎あごのラインを伝ってボタボタと零れていた。

「……そうか、スタミナか！」

「そう。単純な話よ。常識を超えた圧倒的な行動速度を誇る《神速反射マージナルカウンター》は行動数が多い分、スタミナの消費が激しい。イッキはすぐにその弱点を看破して、なます斬りにされながらあの男のスタミナをそぎ落としていたのよ！」

　その事実を認めるように、蔵人は険しい表情で歯ぎしりする。

（味な真似しやがって……！　こっちのペースで試合を進めているはずだったのに、いつの間にか野郎の『持久戦』ってフィールドに引きずり込まれていた！）

　殆ほとんど死に体たいでありながら、刃すら届かない距離に身を置きながら、一輝はすぐさま《神速反射マージナルカウンター》の弱点を見切り、己の土俵に蔵人を引きずり込んでその体力を根こそぎ奪い取った。

　そう、ステラの言うとおり、一輝は大人しく防戦一方のままでいるような男ではない。

　彼の引き出しには、守りながら相手を崩す方法がいくつも存在している。

（まるで妖術ようじゅつ使い。……おっかねぇ野郎だ）

　ただの斬り合いにとどまらない一輝の引き出しの多さに、蔵人は寒気すら覚えた。

　一方で絢瀬は感嘆する。

「さすが黒鉄くんだ。剣も届かない場所から相手を削るなんて！　これなら、勝てるかも……！」

　だが、絢瀬が逆転の兆しに[image: 拳]を握る隣で、ステラは厳しい表情を作る。

「……それはどうかしら」

「え？　どういうこと？」

「持久戦はイッキとしても苦肉の策よ。自分の距離であるクロスレンジを完全に制圧されて、他に出来ることがなかった。ただそれだけ。それに疲れているのはイッキも同じ。削られ過ぎよ。この持久戦はイッキの勝利というよりは痛み分けイーブンに近い」

　絶望的に不利な状況を痛み分けまで持って行ったことはさすがと言うほかない。

　だがどちらかに優劣がついた状況ではない。一つ言えることがあるとすれば、

「どちらが勝つにせよ、……次の一撃が最後になるわ」

　その事実一つだけだ。


「……この野郎、しぶといにも、限度ってもんがあるぞ…………っ」

「ハァ、ハァ、……あいにく、負けず嫌いなもんで…………。それに……、ここまで剣戟で圧倒されたのは久しぶりだったから……、どうにも楽しくてね。終わらせるのが惜しかった」



「ハハッ、……ハァ、ッ、楽しい、か。ハハッハハハッ。テメェも大概たいがいイカレてやがる」


「お互い様だろう…………それは」

「……アァ、だが、もうそれも終わりだ…………！」



　のそりと、蔵人が息を整えて、背筋を伸ばす。

　そして《大蛇丸》を振りかぶり──

「次で、仕留める」

　目の前の血に濡れた侍に宣告した。

　次で、──殺すと。

　その死の宣告を受け、一輝は楽しそうに口唇を歪ゆがめる。

「──ああ、そうだね。僕もそう思ってたところだ」

　黒の刃を正眼に。切っ先はまっすぐ蔵人の眉間に向け、構える。

　二人の騎士は互いの必殺を誓い対峙たいじし──そして、

「最後に一つ、聞いて良いかな？」

「なんだ」

　戦いが終わる前に、一つ、どうしても聞きたかったことを尋ねた。




「僕たちが憧あこがれたあの偉大な剣客は、……今の僕らのように笑えていたかい？」




　その問いかけに蔵人は一瞬目を丸くすると、


「────ハッ、くだらねぇことを聞くな」



　吐き捨てるように答える。




「こんな熱い『死合しあい』をたのしめねぇヘタレが、《最後の侍ラストサムライ》なんて呼ばれるわけねェだろうが」





「…………そうか」



　それが知りたかった。そうであって欲しいと、願っていた。

　だから、一輝は──

「ありがとう」

　牙剝く獣目掛け、駆けだした。





◆






　十重二十重に刻まれた斬痕ざんこんから血の飛沫を散らしながら、一輝が低い姿勢で飛び込んでくる。

　朱に染まる全身は半死半生。

　されどその踏み込みの速度は初手から一切衰えることがなく、疾風の如し。

（大した野郎だ！）

　蔵人も眼前の敵に賞賛を惜しまない。

　ならばこちらとて出し惜しみは無しだ。

　次の一撃に全霊を込めると意を決し、《大蛇丸》のリーチを片手剣ほどまで短くする。

　リーチを捨て、速度を最優先。

　撃ち放つは己が全力にして全速。

《神速反射マージナルカウンター》を以て成す、この世で《剣士殺しソードイーター》にしかなしえない超人の絶技──!!





「《八岐大蛇やまたのおろち》────ッッ!!」






　渾身。

　振るうは全く同じ瞬間に放たれる八連斬。

　骨のように光沢のない八つ首の白蛇が、牙を剝いて黒髪の剣士に襲いかかる。

　四連にも対応出来なかった一輝にこれを防ぐ術はない。

　文句なく惨殺ざんさつされる。

　だというのに、だというのにだ。

《落第騎士ワーストワン》は止まらない。

　向かい来る八つ首の牙に臆することなく、前へ。

　刀を正眼に、切っ先を蔵人に向けたまま、守る素振りすら見せずに、前へ飛び込む。

　自暴自棄か。

　はたまた意を決した特攻か。

　──否。


（…………ちがう！　こいつはっ）



　正眼に構えられた切っ先から。

　その奥から刺すような輝きを放つ双眸そうぼうから。

　蔵人は身を切り裂く寒気を覚える。

　知っている。

　彼はこの感覚を過去に一度だけ経験したことがある。

　それは、──綾辻海斗との戦い。その最後の瞬間だ。

　あのとき、死に体の海斗がなにかをしようとした。

　今の一輝と同じように、剣を正眼に構え、防御を捨てて飛び込んできた。

　それがなんであるのか、今日まで蔵人にはわからずじまいだ。

　だが、あの瞬間確かに彼は感じたのだ。

　キケン。と。

　半死半生の男に、押せば倒れるような男に、髄ずいから震えがこみ上げてきた。

　そして、今も──だからこそ！

（おもしれェッッ!!!!）

　蔵人は剣を振るう斬撃を止めない。

　彼の《神速反射マージナルカウンター》ならば、この瞬間からでも回避に移ることは可能。

　それでも、あえて往ゆく！


（あたりまえだ…………！）



　蔵人はずっと、ずっとこれが見たくて、

　もう見ることが叶かなわなくなった、あの決闘の続きが見たくて、

　もしかしたら海斗が回復するかもしれない。

　もしかしたら絢瀬が彼と同じ剣を極め、自分に挑み掛かってくるかもしれない。

　そんな僅かな希望に賭けて、ずっとこの場所で待っていたのだから。

　だから、止まらない。止まる理由がない。


「待った甲斐があったぞ！　二年間──────ッッ!!」



　瞬間、二人の渾身が交錯し──、鮮血が宙に散った。





◆
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　道場の高い天井を汚すほどの勢いで散った鮮血の飛沫は、──蔵人の身体から迸ほとばしったものだ。

　蔵人は右肩から左脇腹にかけてを斜めに切り裂かれ、その巨体をぐらりと傾ける。

　一方で一輝は、全くの無傷。

　なぜか。《八岐大蛇》は回避も防御も許さない神速八連。

　事実、一輝は八つ首の牙をその身に受けていた。

　なのに──負傷はない。

　その理由を、絢瀬だけは理解していた。


（……ま、間違い、ない…………）



　かつて一度だけ、絢瀬はこの『技』を見たことがある。

　破軍に進学することが決まった自分に海斗が彼が編み出した綾辻一刀流の奥義を伝授したときだ。

　海斗に促されるまま、全力で海斗を斬りつけた《緋爪ひづめ》は確かに彼の身体を捉えていた。

　だが、斬れなかった。

　返ってきた手応えは、まるで宙に舞う花弁を斬りつけたような空虚なモノ。

　あのとき、海斗は言った。




　──『後ごの先せん』を取るために受け流しに刃を使うと、どうしても反撃が遅くなる。

　相手の刃を流した分、自分の刃もまた、攻めの位置から遠ざかるからだ。

　では、最速のカウンターに至るにはどうすればいいのか。

　海斗は答えを出した。

　ならば、刃を攻めの位置から動かさずに、刃を使わず敵の凶刃を受け流せばいい、と。

　それがこの奥義。

　森羅万象しんらばんしょうすべてに魂を散じ、すべてを感じ取ることで僅かな体捌さばきだけで敵の凶刃を受け流す無双の構え。





「綾辻一刀流最終奥義────《天衣無縫てんいむほう》！」






　でも、何故それを黒鉄一輝が知っているのか。

　海斗自身、一度として人前で使うことがなかった秘伝の奥義を、どうして──


「…………ぁ」



　その疑問を得たとき、絢瀬の脳裏にいつかのレストランでの一言がよぎった。

『すべて綾辻さんの努力あってこそだよ。それに、綾辻さんなら一人でもいずれは気づいただろうし、その奥義にもいずれは至れていた』

　一輝は決して確信のないことは言わない男だ。

　彼の誠実さは、直接彼の指導を受けた絢瀬がよく理解している。


「まさか、あのときにはもう…………！」



「《模倣剣技ブレイドスティール》」

「え？」

「相手の剣を見て、その奥義までもを見切る、イッキの剣術よ。アタシもやられたわ」

　そう、一輝はあのときにはもうすでに、見切っていたのだ。

　父に憧れ、模倣し、追い続けた絢瀬の未熟な剣が行き着くだろう、──到達点を。

　それを確信し、ステラは楽しそうに相好そうごうを崩す。

　彼女は知っている。これこそが一輝の本当の恐ろしさだと。

　これだけの力を、技を持ちながら、満足しない。

　僅かな交わりや邂逅かいこうからですらさらなる力を蓄え、使いこなし、さらなる高みへ進んでいく。

　そんなとどまることを知らない向上心こそ、《落第騎士ワーストワン》を《無冠の剣王アナザーワン》たらしめる要因であり、《紅蓮の皇女》が愛する黒鉄一輝の本質なのだ。

「……まったく。追いかけ甲斐のある背中ね。本当に」

　ステラが呆れたような声で小さく呟いたその瞬間、


「────ッ、アアアアア!!!!」



　その場にいる誰もが信じられない光景に言葉を失った。

　明らかな致命傷を受けた蔵人が、傾き倒れかけた身体を、咆吼を上げながら支え、倒れることを拒絶したのだ。

　ボタボタと零れる夥おびただしい量の血が彼の足下に血だまりをつくる。

　それでも、蔵人は膝を折らずに、敗北の縁で踏みとどまる。

（まだ倒れないのか）

　これにはさすがの一輝も驚愕を隠せない。だが、


「…………なるほど。こいつがオッサンがあのとき出そうとしたモンか」



　踏みとどまった蔵人の瞳に、もう戦意は感じられなかった。


「ハハッ……やるじゃねえか…………」



　ただかつてここで起こった戦いを懐かしむように呟き、楽しそうな笑いを零す。

　そして彼は鮮血に染まる身体を持ち上げ、背筋を伸ばすと、改めて一輝に視線を向ける。

「《落第騎士ワーストワン》──テメェの名前は？」

「黒鉄一輝」


「クロガネ…………。この続きは七星剣武祭でだ」



　言って、踵きびすを返す。向かう先は道場の出口だ。

　どうやら蔵人にはもうこの場で戦うつもりがないらしい。

　そのことを察し、一輝は遠ざかる背中に問いかける。

「倉敷君、この道場は──」


「好きにしろ。──もう、待っている意味もねェからな…………」



　それが答えだった。

「ま、まってくれよクラウド！」

「おい、お前らいくぞ！」

「う、うん！」

　蔵人に続き、彼の取り巻きたちも慌ただしく道場を後にする。

　そして全員の姿が道場の中から見えなくなったとき──

「うわ！　し、しっかりしろクラウドーー!!」

「やべえ、完全に気ぃうしなってやがる！」

「はやく救急車を！」

「待ってられるか！　俺の車で学園まで運ぶ！」

「クラウドー！　しっかりしてー！」

　遠くからそんな慌てふためく声が聞こえてきた。

　一輝はやれやれと感心したようなため息を零すと、《陰鉄》をしまう。

「弱ってるところは敵に見せないか……。意地っ張りな人だ」

「それはアンタもでしょうが」

「うわっ！」

　突然脚を刈られて一輝はその場に尻餅をつく。

「な、なにをするんだステラ」

「もう立てもしないくせに偉そうなこと言うんじゃないわよ」

「うっ」

　確かに一輝はもう歩くどころか、再び立ち上がることも出来ないほど消耗していた。

　そのことを見破られてばつが悪そうに顔を逸そらす。

「気づいてたんだ……」

「あたりまえよ。まったく毎回毎回ボロボロになって！　あんな隠し技もってるならもっと早く使いなさいよ！」

「無茶を言わないでくれ。他ならぬ《最後の侍ラストサムライ》の技だよ。いくら何でもぶっつけ本番で完璧に使いこなせるわけがない。倉敷くんを疲労させて刃筋を鈍らせてからじゃないと細切こまぎれにされていたよ」

「じゃあせめてもっと怪我しないように戦いなさいよ。まったくもう……」

　ため息をついて、ステラは持ってきたバッグを絢瀬に渡す。

「センパイ。一応応急セットは持ってきてるから、これ使って止血だけでもしてもらえるかしら？　こういうの、道場の娘さんの先輩の方が上手いだろうし。アタシはその間に先生呼んで迎えに来てもらうから。こんな血まみれで電車には乗れないし」

「う、うん！　わかった！」

　ステラに促され、絢瀬はバッグを受け取った。

　バッグの中には包帯や消毒液をはじめとした応急用品が一通り揃そろっている。

　ステラが生徒手帳で学園から車を呼びつける間に、一通りの処置は出来るだろう。

　絢瀬は手慣れた所作で一輝の傷を手当てしながら、


「黒鉄くん。…………ありがとう」



　一輝の手を強く握って、心からの感謝を伝えた。

「おかげで、ようやく父さんの本心を知ることが出来た。……父さんのことは誰よりもわかっているつもりだったけど、全然理解できていなかったんだね。ボクは」

「そんなことはないさ」

「え……？」

「今日僕が勝てたのは綾辻さんが海斗さんの剣を寸分違たがわず覚えていてくれたからだ。綾辻さん以上に海斗さんのことを理解している人なんていないよ。綾辻さんこそが、《最後の侍ラストサムライ》の後継者だ」


「…………」



　本当にそうなのだろうか。

　それはわからない。

　だが絢瀬は、確かに、そうありたいと願った。だったら、

「だったら、もっと強くならないといけないね。胸を張って後継者を名乗れるように。それこそ、……自分の力で、あの男に勝てるくらいに」

　呟く絢瀬の瞳に迷いはもう見られない。

　絢瀬はもう二度と迷わないだろう。

　彼女は自分自身の誇りの在処ありかを見いだしたのだから。

　そんな絢瀬の様子に一輝は安堵の微笑みを浮かべ、

「そうなる日を楽しみにしているよ」

　彼女が語る未来が現実のものとなるように、願いを込めたのだった。
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『《落第騎士ワーストワン》貪狼どんろう学園のエース《剣士殺しソードイーター》を盤外試合で撃破！』




　そう一面に銘めい打たれた壁新聞が掲載されたのは、決闘の日の翌日のこと。

　ご丁寧に隠し撮りされた試合の写真までついたその記事を作成したのは、新聞部の日下部くさかべだ。

　彼女は一輝いっきと絢瀬あやせの試合中の会話からネタの匂においをかぎ分けて、ずっと二人をマークして、決闘の当日もステラを含む三人の後をつけていたのだ。

『ジャーナリストとして、この程度の尾行スキルは当然だぜぃ！』

　とのことらしい。微塵みじんも気配を感じさせることなく行われたすっぱ抜きには、一輝としてももう舌を巻く以外になかった。

　そして、この記事が破軍にもたらした衝撃は決して小さくなかった。

　当然だ。相手は一校のエース格。

　たとえ盤外試合でも全国ベスト８相手にまぐれフロックはあり得ない。

　僅わずかに残っていたひがみ屋もさすがに言葉を無くし、黙り込む他ほかになく、もはや一輝の実力を疑える者は破軍はぐんに存在しなくなっていた。

　そしてそんな中、ぽつりと誰だれかが何処どこかで、こんな言葉を漏らした。




　破軍最強の現生徒会長《雷切らいきり》東堂とうどう刀華とうかと《落第騎士ワーストワン》はどちらが強いんだろうか──と。




　その疑問がどこから零こぼれてきたものかはわからない。

　だが、その疑問は破軍の生徒たちの好奇心に火を付けた。

《雷切》は全国ベスト４。《雷切》のほうが強いに決まっている。

　いや《落第騎士ワーストワン》なら勝てるかもしれない。

　そんなわけがない。いやある。ない。ある──

　議論はあちこちで白熱し、やがて一週間が過ぎる頃ころには、校内の誰もがそのカードの実現を熱望していた。





◆






《剣士殺しソードイーター》との決闘から一週間ほどたった日の夕方。

　一輝とステラは森の広場で日課のトレーニングを終え、二人並んでベンチに座り、休憩を取っていた。

　ちょうどそのとき、絢瀬から一輝の生徒手帳にメールが届いた。

　その内容は、──なんと、彼女の父、海斗かいとが目を覚ましたというものだ。

「え？　センパイのお父さん目を覚ましたの!?」

「らしいよ」

「すごいタイミングね」

「うん。綾辻あやつじさんもびっくりしてるよ。見てよこれ」

　一輝は絢瀬から来たメールの文面をステラに見せる。

『父さんが目を覚ましました!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!』

「うわほんとね。ものすごいびっくりしてるわね。ビックリマークの数がドラ○ンボールみたいになってるもの」

「まあ元気そうでよかったよ」

　実はあの決闘の日以来、一輝たちは絢瀬と一度も顔を合わせていない。

　なぜならあの日、学校に帰ってから絢瀬が、

『今回は何もかも黒鉄くろがねくんに任せっきりになってしまったから、自分でしたことのケジメくらいはつける』

　と言って、選抜戦実行委員会に黒鉄一輝戦で不正を働いたことを自首したからだ。

　折木おれきの取りなしと自分から申告したということで退学は免まぬがれたが、選抜戦のエントリーは抹消され、彼女は十日間の停学処分となった。

　だからこうして元気にしているのがわかるメールは素直に嬉うれしい。

「だけどお父さんが目を覚ましたとなったら、復学してからも大変でしょうね」

「そうだね……」

　何しろ二年ものあいだ眠り続けていたんだ。

　身体からだはきっと弱り切っているだろう。

　リハビリは辛つらいものになるに違いない。

　それに……海斗は心臓に病を抱えている。

　絢瀬としても少しでも長い時間、父の側そばに付き添っていたいはずだ。

「もう、ここの訓練には来ないだろうな」

「……少し、寂さびしいわね」

「だけど仕方のないことだ。こればかりは」

　むしろ、今年の冬は越えられないと言われていた海斗がここで目覚めたことは、喜ばしい奇跡だろう。

「短いかもしれないが、二人には有意義な時間を過ごして欲しいな」

「……そうね」

　夕焼けの空を見上げながら、ステラと二人でそんなことを願っていると、突然一輝の生徒手帳から着信音が響いた。

　電話をかけてきたのは、話題の人物、綾辻絢瀬だった。

「おっ、今度は電話だ。──もしもし？」

『君が黒鉄一輝くんか。話は聞かせてもらった。早速絢瀬と結婚して道場を継いで』ゴツン!!

『二年ぶりに目を覚ましたと思ったらいきなりなにをやってんのさ!!　ごめん黒鉄くん！　馬鹿ばかな電話かけて！　お礼が言いたいって言ったから電話させたんだけど』

『はははっ。隠さなくてもいいぞ絢瀬。本当は黒鉄くんのことが好きなんだろう。親なんだそれくらいわかる。黒鉄くんのことを話していたときの絢瀬は父さんに惚気のろけていてくれたころの母さんそっくりだったからな！』


『うわぁああ！　うわあああああ！　変なこと言うなそんなんじゃないからぁーーーー!!』



『照れなくてもいい。父さんが目を覚ましたからにはばっちりお前たちの仲人なこうどを──』


『もう二年くらい寝てろーーーー!!!!』

『ぐふっ!!　…………がはっ……』



『く、くく黒鉄くん！　今の忘れていいから！　それじゃ！』ぷつ、ツー。ツー。


「…………なんか、なんだかんだで長生きする気がしてきたよ。海斗さん」



「気が合うわね。アタシも同じこと考えてたわ」

　だけどまあ、

「一先ひとまず、一件落着って感じなんじゃない？」

「そうだね」

　道場は絢瀬の手に戻り、海斗も目覚めた。

　絢瀬が来なくなるかもしれないのは少し寂しいが、まあ別に永遠の別れというわけでもない。

　綾辻道場にまつわる一件には、レストランでの暴行事件からこっち振り回されっぱなしだったが、落ち着くところに落ち着いたという感じだろう。

「でも、やっぱり一人減ると静かになるな……」

「一人っていうか今日は三人も減ってるんだから当然よ」

「それもそうか」

　今日は絢瀬はもちろん、珠雫しずくと有栖院ありすいんも鍛錬たんれんに顔を見せていない。

「珍しいわよね。アリスはともかくシズクまでこないなんて」

「そうだなぁ。体調でも崩したのかな」

「……だから、二人っきり、よね」


「……………………」



　ふと、一輝の手にステラの手が重ねられる。

　見れば、潤うるんだ緋色ルビーが微熱を宿して上目遣いに一輝を見つめている。

　あのプール以降、二人の関係は……まあ依然プラトニックなままではあるが、格段に恋人らしい間柄になっている。

　だから、この手の『合図』も大体は共有出来るようになっていた。

　夕焼けの中、ベンチに座る二人の長い影が少しずつ少しずつ近くなる。

「ステラ……」


「イッキ…………」

「一輝…………♡」



「「え？」」

　一つ多い声に二人して振り向くと、

「むちゅー……あれ、キスしないの？」

　二人のキスに横から混じろうとしていた有栖院オカマがいた。

「「うわぁああああああぁぁぁあぁぁあぁぁぁ!!!!」」

　二人して、思い切りベンチから転げ落ちる。

「あ、アリス！　一体なにやってるのよ!?」

「いや～、今なら自然な空気で３Ｐに持って行けるかなって思って」


「「いけるかァーーーー!!」」



「冗談よ冗談～♪　もう、真まっ赤かになって可愛かわいいんだから二人とも～。アハハハ」

　一輝たちのリアクションがよっぽどおかしかったのか、有栖院は目尻めじりに涙すら浮かべて大笑いする。

「それにしてもお姉ちゃん驚いちゃったわ～。あんなハリネズミみたいに互いに距離を取り合っていた二人が、まさか青か──」


「そそそそこまではいってないわよーーーーッ!!」



「あらそうなの。でもおねだりの合図が使えるようになった時点で大した進歩よねー」

「……ていうかアリス、僕たちが付き合ってること気づいてたんだ」

「まあ、なーんとなくねー。今日ので確信したケド♪」

「うぐっ」

　その一言にステラが苦い表情になる。

　有栖院はその社交的な性格から、男女問わず顔が広い。

　ここに知られたのは痛い、と思っているんだろう。

　今からなんとかごまかせないかしら!?　と目で訴えかけてきてる。

　いや、どう考えても無理だろう。それは。

　でも一方で、一輝は彼ならちゃんと事情を話せば自分たちの関係を吹聴ふいちょうしたりしないと信じていた。

　だから、この際だ、全部話してしまえと有栖院にきり出す。

「あのさ、アリス。このことは──」

「わかってる。安心なさい。言いふらしたりなんかしないから」

　こっちが事情を話す前からすでに察してくれていたらしい。

　有栖院は人差し指を唇の前に立て、ウインク一つで沈黙を約束してくれた。

　さすがはあの人間嫌いな珠雫に懐なつかれるだけあって、人間が出来ている。

「特等席で鑑賞させてもらうだけだから～♪」

　ような気がしたが別にそんなことはなかった。

　馬に蹴けられればいいのに。

「はぁ……アリスに見つかったのは失敗だったけど、ここにシズクがいないのが不幸中の幸いね」

「まったくだ。……そういえばアリス。珠雫はいっしょじゃないの？」

「ええ。アタシはファンの子たちとＵＮＯやってたら盛り上がっちゃって遅れただけだけど、珠雫は今日は一人で訓練するって言ってたから」

（一人で訓練……）

「へえ。珍しいわね。シズクがイッキから離れるなんて。しかも自分から」

「まあ。気を締めてるんでしょうね。……次の相手が相手だし」

「あれ？　珠雫の対戦相手ってもう決まったんだ？」

「あら？　もしかして二人ともまだ知らないの？」

　ステラに知ってる？　と目配せするも、ステラは首を横に振って否定。

　もちろん一輝も知らない。

「アリス。珠雫の次の対戦相手って誰なんだ？　相手が相手って言うほどだから、相当な強敵みたいだけど」

　少し心配になって尋ねると、有栖院はとても難しい表情になった。


「強敵も強敵よ。だって────この学校のナンバーワンだもの」







◆







　同時刻、第六訓練場────



　七星剣武祭しちせいけんぶさい代表選抜戦中は、正午から十七時までは試合が行われているが、それが終われば訓練場は各々が自由に戦えるバトルロイヤルの場となる。

　もちろん『幻想形態』での戦いだが、しかし細かいルールがなく、授業などとも違い各自が好きに暴れられるため、選抜戦に参加していない生徒も率先して参加する。

　だからいつもこの時間、訓練場は戦いの賑にぎわいで沸わいている。

　しかしこの日は違った。

　賑わいなどどこにもない。

　戦いの熱など感じられない。

　ただただ……凍いてつくような冷気だけが第六訓練場を包んでいた。

　それもそのはず、


「な、なんだよ…………、あいつ」



「ばけもんだ……」

　ここにいた騎士たちは全員……すでにリングの上で氷の彫像と化しているのだから。


「本当に、五十人を……たった一人で倒しちまった…………ッ」



　すり鉢状の観客席にいる生徒が震える声で告げた、本当に、という言葉の意味は、今から僅か十分ほど前にさかのぼる。

　この第六訓練場に、一人の一年生がやってきて、その場にいた全ての騎士に言ったのだ。

　自分一人対、この場にいる全員で戦って欲しい、と。

　試合を受けた者たちは、この無謀な試みを申し出た一年に灸きゅうを据えるくらいの気持ちだっただろう。

　だが……その結果は全滅。

　誰一人、彼女に触れることすら出来なかった。

　ただリングの中央に陣取り、その場に立っていただけの──《深海の魔女ローレライ》黒鉄珠雫に。


「全然足りないわ…………」



　自分が作り上げた凍土平原とうどへいげんを眺め、珠雫はつまらなそうにため息をつく。

　五十人ほどまとめれば、多少は手応てごたえのある訓練になるかと思ったが、まるで話にならない。

　破軍とはここまでレベルが低かったのか。こんなのではストレスがたまるだけだ。

「……だけど、貴女あなたは私を失望させないわよね」

　珠雫が目を落とすのは自らの生徒手帳。

　そこに表示されているのは、彼女の次の対戦相手を告げるメールだ。

　そしてメールに書かれている次の対戦相手は、昨年の七星剣武祭ベスト４にして、破軍学園校内序列第一位──




『黒鉄珠雫様の選抜戦第十四試合の相手は、三年三組・東堂刀華様に決定しました』




　ようやくだ。と珠雫は口の端に凄艶せいえんな笑みを浮かべる。

　もういい加減、雑魚ざこ相手に怪我けがさせないよう手加減しながら勝ち星を重ねる作業にも飽きてきたところだ。

　そろそろ本気で戦える相手とやり合いたい。

　ずっとそう思っていた。

（こういうところは、お兄様譲りなのかしら）







[image: ]







　まあ、希望を言えばステラが望ましかったが……

　しかし東堂も相手にとって不足はない。

　自分が全力で戦い、それでも及ばないかもしれない強敵。

　ようやくだ。

　ようやく全力で戦える。

　ようやく全力で──壊せる。

「ふふ、あははは──」

　氷点下まで冷え込んだ周囲の空気は刺すほどに冷たいというのに、

　身体を奥底から滾たぎらせる熱が収まらない。

　いや、冷めない熱ならばもう無理に冷ますのはやめよう。

　珠雫は己が身を焦がす情炎に身体を預け、迫る戦いの愉悦ゆえつに唄うように笑い続けた。







　あとがき




　落第騎士の英雄譚キャバルリィ第二巻、ご購読ありがとうございます。

　作者の海空りくです。

　ようやく蒸し暑い夏が終わりましたね。

　皆さんはこの夏健康に過ごされましたでしょうか。




　海空は倒れました。




　道ばたで倒れました。熱中症というやつです。

　冷たい汗が止まらないわ、身体がガクガク痙攣してまともに歩くことも出来ないわで、もー大変でしたよ。たまたま近くに病院があったのでそこに駆け込んで、そこの待合でぶっ倒れたので事なきを得ましたが、まさか自分がニュースで話題の熱中症患者の一人としてカウントされることになるとは。

　皆さんも夏に長時間外に出るときは、お茶じゃなくてスポーツドリンクを買った方がいいですよ。え？　もう十月？　そんなことはどうでもいいんだ。重要なことじゃない。




　さて、そして本編の話題ですが、落第騎士の英雄譚、次の三巻で校内選抜戦編はクライマックスとなります。

　選抜戦も終盤戦にさしかかり、ついに始まる上位陣によるつぶし合い。

　出そろう破軍学園生徒会。

　動き出す黒鉄家からの陰湿な妨害工作。

　強敵と宿敵との同時決戦。一輝にとっては試練の三巻になる予定です。

　一輝は絶体絶命の最終決戦を勝ち抜き、七星剣武祭への切符を手に入れることが出来るのか。

　最底辺から駆け上がる学園ソードアクション、三巻もご愛読して頂ければ幸いです。




　最後になりましたが、この本を作るのに協力してくださった方々へ感謝を。

『表紙の絵、おっぱいのところも服破いてよ!!』という変態的な注文にもすぐ対応してくれる、をんさんは神。ごちそうさまでした。




　そしてこの作品にお付き合いくださった読者の皆さんに改めて感謝を。

　本当にありがとうございました。

　それでは三巻でまたお会いしましょう。







著者


海空りく（みそら りく）



　電話線を引っこ抜いて『閃の軌跡』をプレイ中。軌跡シリーズをプレイするときはね、救われてなきゃダメなんだ。独りで、静かで、豊かで…




イラスト


をん



　福岡在住のイラストレーター。

　先日、壊れた椅子を新調しました。

　これで長時間の作業も楽に…、なってくれると良いのですが！

http://ashybrid.nobody.jp/








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜アンケートページはこちら＞

https://emob.jp/m/fi.php?a=gabunko&d=6&i=5608
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（このページのスクリーンショットを撮って、ＱＲコードリーダーアプリで読み取ればアンケートページにアクセスできます）
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